














月げつ華か鬼き




緋色の異端者と主従契約








文里荒城





[image: ]

電子版 ビーズログ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。
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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　街は夕焼けに照らされていた。だんだんと日は沈しずみ、空の端はしから夜の色に染そまりつつある。

　そんな中を、十歳くらいの男の子が走っていた。

　友達と遊んでいる内に、すっかり遅おそくなってしまったのだろう。

　男の子は急いで家へ向かいながら、「日が沈む前に帰って来なさい」と口を酸すっぱくして言った両親の姿すがたを思い出し、苦く笑しようする。

　大人達が夜に出歩くことを禁じているのは、隣となり町まちに鬼おにが出たという情報を聞いたからだ。

　鬼。それは闇やみの中に出しゆつ没ぼつする異い形ぎようの存そん在ざいだ。主おもに人間を主食とする夜の生きモノ。

　だが男の子は、存在を知っていても本物の鬼に遭そう遇ぐうしたことなどない。友達だってそうだ。せいぜい教科書で見たことがある程度。

　だから男の子は、大人達がそこまで鬼を恐おそれる理由が分からなかった。実際に見たことがないから、鬼に対して注意も払っていなかったし、恐きよう怖ふ心しんも薄かった。

　男の子にとって鬼は、別の世界に生きる、自分と関係ないモノなのだ。

　そのため男の子は最初、ソレが何なのか、分からなかった。

「……あれ？」

　おかしさに気付いたのは、十メートルほどの距きよ離りまで近づいたときだった。

　ソレは、誰だれもいない道みち端ばたに蹲うずくまっていた。男の子が思わず足を止めたのは、気分が悪くて動けなくなった人がいる、と心配したからだ。

　いつの間にか完全に日は落ち、周囲は闇に包まれていた。

　男の子はじっと、影かげを見つめる。声を掛かけた方がいいのかと悩なやみ、ゆっくり、ゆっくりと歩み寄っていく。

　──不意に、ソレが振ふり返かえった。

「っ!?」

　街灯の下、赤い瞳ひとみと目が合って、男の子は絶句した。

「あ……」

　ソレは、人間ではなかった。

　骨ほねと皮ばかりの肉体に、硝子ガラスのような赤い両目が爛らん々らんと輝かがやいている。額に生えた二本の角と、鋭するどい牙きば、口の周りを汚よごす深しん紅くの血。そして──地面コンクリートに転がる、無残に引ひき裂さかれた猫ねこの死し骸がいが、ソレの醜しゆう悪あくさを物語っていた。

　鬼だ。

　がくがくと男の子の足が震ふるえた。歯の根が嚙かみ合わず、カチカチと耳の奥おくで音が鳴る。一いつ瞬しゆんにして男の子の脳のう裏りに、死が過よぎった。

　逃にげなければ。そう思うのに、恐怖からか足は地面と一体化したかのように動かない。

　ふと、鬼の唇くちびるが歪ゆがんだ。だらりと垂たれた涎よだれが、獣けものの血と共に地面に滴したたり落ちる。

「ひっ……！」

　男の子の悲鳴が合図になった。

　ゆらりと立ち上がった鬼が、人間には成せない速度で一気に男の子へと距離を詰つめる。

　喰くわれる──！

　どうすることもできず、男の子は目を見開いたまま、鬼が自分に向かって腕うでを振ふり下ろすのを見ていた。刃は物もののように鋭い爪つめが、男の子を斬きり裂さこうとする。

　が、爪が届とどく寸すん前ぜん、突とつ如じよ鬼は、見えない何かで殴なぐられたかのように吹ふっ飛とんだ。

「え……」

　何が起こったのか分からず、男の子は呆ぼう然ぜんと、地面に転がる鬼を見つめた。

「ハズレか」

　呟つぶやく声が聞こえてきて、緩かん慢まんな動作で男の子は振り返る。

　月を背せに、こちらに向かって歩いて来る、少年の姿があった。

　夜風に靡なびく狩かり衣ぎぬと、歩く度たびに音を立てる錫しやく杖じよう。ただ者ではないとすぐに分かる風ふう貌ぼうだった。何より目を惹ひくのは──後頭部で一つに束ねられた、夜に溶とけ込こむほどの真っ黒な髪かみ。

「この辺りに出るって予想はしてたけど……当たったのか、それとも俺おれがいるからか。ま、どっちでもいい」

　少年は男の子のすぐ手前までやって来ると、ぽんと肩かたに手を置いた。

「さっさと行け。喰われるぞ」

　ぶっきらぼうな口調。けれど男の子の肩を叩たたいたあと、促うながすように背せ中なかを押おす力は優やさしかった。

　その優しさと温ぬくもりに安心して、男の子は慌あわてたように駆かけ出す。鬼のいる方向とは逆の、温かい家族が待つ家までの道のりを。

　その背中を少年は見送った。

「さて、と」

　それから少年は、鬼に視し線せんを戻もどす。

　衝しよう撃げきを受けて倒たおれていた鬼は、しかしすぐに、何かに触しよく発はつされたかのように起き上がった。糸の切れた操あやつり人形のような動きは、到とう底てい人間のものとはかけ離はなれている。

「ァア[image: 〓][image: 〓]ァァアッ！」

　耳をつんざくほどの咆ほう哮こうを上げた鬼は、少年に向かって駆け出す。

　口元から零こぼれた涎が、地面に点々と痕あとを残す。脱だつ兎とのごとき勢いで一直線に少年を狙ねらった鬼は、勢いのまま地面を蹴けって、跳ちよう躍やくした。

　そのまま、重力と共に頭上から少年を襲おそう。

　少年はそんな鬼を、無表情に見上げていた。動じる気配もなく、溜ため息いきを吐はき出す。

　この鬼が低級でなければ──少なくとも意思疎そ通つうを可能とするほどの知性があれば、こんな愚おろかな行動には出なかっただろう。

　少年は鬼がこうやって自分に襲おそいかかってくるのを待っていた。

　狩衣を身に着けて錫杖を手にした者が、ただ喰われるためにここにいるはずがないのだ。

「我われ望む、鬼を滅めつせよ！」

　少年は構えた錫杖を鬼へと向けた。するりと横よこ薙なぎに錫杖を振るえば、その動きに合わせて半円を描えがくように光が飛び出す。それはたちまち鋭い刃やいばとなり、少年を襲わんと飛びかかった鬼の上半身と下半身を二つに切きり裂さいた。

　鬼の絶ぜつ叫きようが、闇の中に逬ほとばしる。

　無機質な音と共に、切断された鬼の肉体が地面に転がった。最後の抵てい抗こうとでもいいたげに、真っ二つにされた体はしばらくの間小こ刻きざみに動いていたが──少年がそれぞれに錫杖を突つき立たてると、肉体は一瞬大きく跳はね上あがった後のち、霧む散さんして消えた。

「……」

　その場には、少年だけが残される。

「……どこにいんだよ、お前」

　錫杖を地面に突き立てた少年──縹はなだ依い夜よ一いちは、影も形もなくなった鬼に目を細め、低い声で呟いた。
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　詰つめ襟えりの学生服に身を包んだ巴ともえ汐し月づきは、窓まどから吹ふき込んだ風につられるように、視し線せんをそちらへ向けた。長く伸ばした前まえ髪がみを巻まき込むようにして机つくえに頰ほお杖づえをつき、ぼんやりと窓の外を眺ながめる。

　幼おさなさは残しながらも、長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた二ふた重え瞼まぶたの目を細める姿すがたは、線の細さも相まって儚はかなげな印象を与える。女性だと紹しよう介かいされれば信じる者もいるのではないか、そう思わせてしまうのは、前髪が右目と共に顔の半分を隠かくしているせいかもしれない。

　そんな彼がいるのは校舎四階の教室。窓まど際ぎわの席からは、グラウンドの様子がよく見える。

　同じ学生服に身を包んだ少年──二年生か三年生かは分からない。だが少なくとも、一年生の汐月よりは年上に見えた──が、低級の鬼おにと戦っている。

　知性を持たない低級の鬼の体が薄うすぼんやりとした光に包まれているのは、実戦練習を担たん当とうする教師が、万が一に備えて鬼の動きを退たい鬼きの術で封ふうじ込めているからだろう。

　生徒が鬼に向けて言葉を発しながら錫杖を振ふるうと、その先から光が逬ほとばしる。言葉で具現化した退鬼の術。それは光の雨となり、鬼の体を貫つらぬいていく。

　鬼に一定のダメージを与えたからだろう。その少年は、待機していた別の生徒と場所を交代した。そしてまた、鬼への攻こう撃げきが始まる。

　その様子を眺めていた汐月は、ふと肩に軽い感かん触しよくを受けて、目を瞬またたかせた。

「汐月くん」

「え？」

「前、前」

　きょとんと顔を横に向ければ、隣となりの席に座すわっている童顔の少年──柏かし和わ珀はくが、男にしては丸っこい瞳ひとみに焦あせりを滲にじませて、汐月のことを見つめていた。耳がギリギリ隠れる程度に切り揃えられた清潔感のある髪かみ型がたなのに、柔らかな髪質のせいで寝ね癖ぐせがついているのが嘆なげかわしい。

　そんな彼に細い指で前方を示されて、汐月はゆっくりとそちらへ顔を向ける。

　鬼の生態学の授業担当の教師が、黒板を背せに、汐月を睨にらむように見つめていた。

「巴君、先ほどから何度も呼よんでいたんだが」

「……すみません」

　教科書を片手に、自分を厳きびしい目で見やる教師に汐月は軽く頭を下げた。

　ボーッとしていて、教師に名前を呼ばれていたことに気付かなかった。

「……では答えなさい。低級と上級の鬼の違ちがいは？」

　教師からの質問に、汐月は形のいい唇くちびるを軽く引き結ぶ。

　教室のクラスメイトらがくすくすと笑い声を漏もらした。それは授業に集中していなかった汐月への嘲ちよう笑しようであり、また、学年最下位の成績である汐月が、教師からの質問に答えられないだろうという予想のそれだった。

　実際汐月は、唇を閉とざしたまま答えない。

　そんな汐月に、教師は溜ため息いきを漏らす。

「……えー、古来より仁ニ汎ホンに存そん在ざいする鬼は、二〇〇〇年代に突とつ入にゆうした今も尚なお、人間を食料とし、生きている。額には角、口元には牙があり、瞳は赤い。身体能力、治ち癒ゆ力りよくが人間に比べて格かく段だんに高い化け物で、活動時間は主に夜。逆にいえば、昼間はあまりその姿を見せない。が、動けないわけではないことが、調査の結果分かっている」

　教師は生徒達に背を向けると、黒板に雑な字で、口で説明した特とく徴ちようを書かき綴つづっていく。それを見て、生徒達はノートにペンを走らせ、写していく。

「鬼は二種類に区別される。まず、知性を持たず、本能のままに人間を喰くらう低級。二足歩行こそしているが骨ほねと皮ばかりの見た目で、化け物と呼ぶのが近いな」

　生徒の誰だれかが「俺の住んでたとこ、低級出たことあるんだぜ」と言った。

「鬼の中で数が多いのは低級だからな。遭そう遇ぐうしたことがある者も何人かいるだろう。ちなみに入学するまでに低級を見たことがある者はどれくらいいる？」

　教師が尋たずねると、数人の生徒がぱらぱらと手を挙げた。一クラス三十人いる中、手を挙げているのは五人ほど。

「私達が、そして君達の目指す退たい鬼き師しが相手をするのは、ほとんどが低級だと思ってくれていい。実技の授業で使われている鬼もそうだ」

　生徒の手を下ろさせ、教師は説明を続ける。

「そしてもう一種は、上級。鬼の特徴である角と牙、赤い瞳は低級と共通だが、容よう姿し自体は人間に近い。また低級と絶対的に違うのは、やつらに知性があることだ。鬼としての特徴はそのままだが、それらを隠してしまえば人間を真ま似ねることも……人間社会に紛まぎれ込むことだって可能だ」

　教師が生徒達を見回す。きょとんとする生徒達へ、教師はにやりと意地悪げに笑った。

「もしかしたら、今ここにも鬼が紛れ込んでいるかもしれないな」

　その言葉に汐月はぎょっとした。

　それは他の生徒達も同じだったようで、静かだった教室がざわめく。

「まあ、そんなことはあり得ないがな」

　生徒達の反応が予想通りで面おも白しろかったのか、教師は笑いながら言った。

「どうしてそう言えるんですか？」

　生徒の一人から質問が飛ぶ。するとそれを合図に、次々と生徒達が口を開いた。

「もし人間を真似てる鬼がいたならどうすればいいんですか!?」

「鬼の特徴って見た目だけなんですか？」

「身体能力と治癒力が高いっていうけど、それ以外に鬼特有の何かってないんですか？」

「待て待て、一いつ斉せいに質問するな」

　矢継ぎ早に投げかけられる質問に教師は苦く笑しようする。

「えー、まず、どうしてここに鬼がいないと断言できるか。君達は気付いていないかもしれないが、この諷ふう印いん学がく舎しやの周囲には、鬼の侵しん入にゆうを防ぐ結界が張られている。授業で低級の鬼を扱あつかうことがあるため、結界内では自由に動けるようになっているが……そもそも鬼の侵入を完全に弾はじくものなので、これで問題ない。学舎自体が膜まくで覆おおわれていると想像してもらえばいい。だからここにいる者はみんな人間だということだ」

　はっきりと言い切った教師に、汐月はほっと息を吐はいた。

　他の生徒達も、鬼はいないと言われて安心した様子を見せる。

「それにいくら知性があるからといっても、鬼が人間社会に紛れ込むことは容易ではない。そうやって紛れ込もうとした鬼を退治した報告もあるし、基本的にやつらは我われ々われに見つからないよう身を隠して生きている。無計画に人前に姿を現す低級と違うから、遭遇する例も低級に比べれば少ないし、発見も難むずかしい。……まあもし疑うたがわしいやつがいるなら、退鬼の術を掛けてみろ。退鬼の術は人間に害はないが、鬼相手だと確実に効果を発はつ揮きする。ある意味で手っ取り早い。……あー、次の質問、なんだった？」

「身体能力と治癒力が高いこと、あと見た目以外に特徴などあるのか、です」

　生徒の誰かが、質問の要点をまとめて答え、それに教師は頷うなずいた。

「上級の鬼は、他の生き物を操あやつることができると言われている。その際操られた生き物の瞳は赤く染そまるらしい。けれど事実かどうかは分からない。史実としては残っているが、少なくとも私の周りで、それを確かく認にんした者がいなくてな」

　珀が質問とその答えを丁てい寧ねいにノートに書いているのが、汐月の視し界かいの隅すみに映うつった。

「他、何か質問はないか？」

「はい！　あの、鬼は人間を食べるっていいますけど、具体的にどういうことですか？」

「どういうこと、とは？」

「えっと、肉なのか、血なのか、内ない臓ぞうなのか、的な……」

　質問を聞いた生徒達は、そういった光景をありありと想像してしまったのだろう。誰かが「グロい話すんなよ！」と野次を飛ばし、「だってー」という返答で教室に笑いが起こる。

「それも大事な質問だ。正解は全部だな。全部を食べるという意味ではなく、そのどれでもいいということだ。実際、学舎の低級は定期的に血を与えることで生かしている。ただ骨は食えんらしい。硬いしな」

　真ま面じ目めに授業を受ける生徒達の中で、汐月だけは興味なさそうに頰杖をついた。

　──と、そこで、グラウンドに立つ一人の少年に気が付く。

「とにかく、我々が相手にするのはほとんどが低級だ。実戦練習で使われているから、みんなも在学中に見慣れておいた方がいい。遠目でも、その見目の異い常じようさが理解できると思う。今も三年が実戦練習中で……と、ちょうどいい。次は彼か」

　教師がそう言って、グラウンドを指差した。生徒らの視線がグラウンドに注がれる。

　そこには、先ほどから上級生の実戦練習に使われている低級の鬼がいた。遠目から見ても異い様ようだと分かる姿は、人間とは似ても似つかない。

　そんな鬼の前に、一人の生徒が立っている。長い髪を一つに束ねた少年が、手のひらを鬼に向け、唇を動かした。

「低級はもちろんだが、彼のことも見ておいて損はない」

　教師が言うと同時に、少年の手のひらから、一本の光が伸のびた。それは弾だん丸がんのように鬼の体を貫いたかと思うと──汐月達が瞬まばたきをする一いつ瞬しゆんの間で、鬼の体を霧む散さんさせた。

「三年の縹はなだ依い夜よ一いち。彼は優ゆう秀しゆうな生徒だ。退鬼の術を増ぞう幅ふくさせる錫しやく杖じようも使わずに、低級の鬼を倒たおせるほどの力を持っている。しかもまだ学生なのに、退鬼師としての仕事もこなしている。異い例れいだよ、彼は」

　この学舎に入学した者であれば、縹依夜一のことはみんな知っている。

　類たぐいまれなる退鬼師としての才能があり、教師でも一目置くほどの力の持ち主。この諷印学舎で、彼に憧あこがれを抱いだかない者はいないだろう。

「すごいなあ……」

　汐月の隣で、目をキラキラさせながら珀が呟つぶやいた。珀も、夜一に憧れている者の一人だ。

　汐月は、じっと夜一を見つめる。いつの間にか、風に靡なびく夜一の長い髪を目で追ってしまっていた汐月は──不意に顔を上げた彼と、目が合ったような気がした。

「っ」

　咄とつ嗟さに顔を背そむける。

　この距きよ離りだ。目が合ったと思ったのは、きっと勘かん違ちがいだろう。

　それを裏うら付づけるかのように汐月が次に顔を向けたとき、夜一はもう背を向けていた。

　直後、授業の終わりを告げる鐘かねの音が、校舎の中に響ひびき渡わたった。
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　設立二百年近い諷印学舎は、周囲を山や木に囲まれた、退鬼師の資格を得るための学校である。数年前までは木造校舎だったのだが、劣れつ化かが進んでいたこともあり、今は鉄てつ筋きんコンクリート造に建たて替かえられた。おかげで歴史がある割わりに校舎は綺き麗れいだ。中庭の手入れも行き届いている。

　そのためか、昼休みになると中庭で昼食を食べる生徒も多い。今日のような、陽光が差し込んで暖あたたかい春先は、特に。

　中庭に設置されたベンチに腰こしかけた汐月は、通り過ぎていく生徒を眺める。ここはいつも、汐月が昼食を食べる場所だ。

　汐月は購こう買ばいで買ったパンの袋ふくろを開け、無言でそれを齧かじった。咀そ嚼しやくした後のち、パックジュースのストローを咥くわえていると、名前を呼ばれたような気がして顔を上げる。

「汐月くん！」

　見れば、走ってくる珀の姿があった。やはり気のせいではなかったようだ。

　校舎から出てきた彼は、購買で買ってきたらしい袋を持って駆かけ寄よってくると、空いていた汐月の隣へ腰こしを下ろす。

「一いつ緒しよに食べていい？　……教室はちょっと居い辛づらくて」

　汐月に顔を向けた珀は、苦笑しながら言った。この流れで珀と昼食を共にすることが多いので、汐月は薄い笑えみを浮うかべて頷く。

「ええ、どうぞ」

　珀は、パッと顔を輝かがやかせた。

　汐月と珀は別に、一緒に昼食を食べようと約束しているわけではない。それでも珀がこうやって汐月を探さがしてやって来るのは、彼の言う通り、二人共教室に居辛いからだ。

　入学時の成績が学年最下位と、下から二位。そんな二人はクラス内で失しつ笑しようの対象であり、それが面めん倒どうで汐月は教室にいることを嫌きらう。そして珀も、そんな汐月を追いかけてやって来るのだ。

　学舎へ入学して半月ほど。汐月と珀の昼食時の過ごし方は、そんな風に確定しつつある。

「よかった」

　気弱な性格が垣かい間ま見みえる顔に嬉うれしそうな笑みを浮かべて、珀は袋からパンを取り出した。

「今日暖あつたかいねー」

　そう話す珀の横で、汐月は返事をするでもなく、もう一口パンを齧る。

「汐月くん、いつもパンだよね。でも購買で買うの大変じゃない？　ぼく今日初めて購買行ったけど、人がいっぱいでしんどかったよ」

「購買は戦争ですから」

「やっぱりちゃんとお弁当作ろう。今日はサボっちゃったけど……」

「おや。学年最下位と最下二位じゃないか」

　そんな会話をしていた汐月と珀は、突とつ如じよ聞こえてきた自分達を小こ馬ば鹿かにした声に、ゆっくりと視線を上げた。

　見れば、三人のクラスメイトが、汐月達の元へ歩いてくるところだった。

　その姿に、汐月は如い何かにも迷めい惑わくそうに片かた目めを眇すがめる。

　汐月達を見み下くだした表情で、二人の少年を従したがえるように歩いてきたのは、櫻さくら永えい嗣じ。クラスでも中心となって汐月を馬ば鹿かにする一人だった。父親が有名な退鬼師らしく、本人もなかなかの腕うで前まえらしい。だからこそ、落ちこぼれである汐月のことを、馬鹿にしたくて堪たまらないのだろう。彼がよく絡からんでくる理由を、汐月はそうだと決めつけていた。

　そして永嗣と共にいるのは、藤ふじ本もと海かいと、藤本空くう。いつも子分のように永嗣と行動している彼らは、実際櫻家に仕えているという双ふた子ごだった。

　永嗣は汐月と珀の座るベンチのすぐ手前までやって来て、そこで足を止める。双子はその一歩後ろで立ち止まっていた。

「いつも二人で、随ずい分ぶんと仲がいいね。まあ君達は、他のみんなとは話が合わないだろうから仕方ないのかもしれないけど」

　跳ねさせるように整えられた髪や吊つり気味の目は、永嗣を男らしく見せている。黙だまっていれば異い性せいに好かれる容姿だろうに、ここが男子校なのが残念だ。

　しかし、ふんっ、と鼻を鳴らす表情が、すべてを台無しにしていた。その表情は汐月と珀を格下認にん定ていしているものであり、皮肉めいた口調もそれを裏付けている。

　汐月はそんな永嗣から視線を逸そらす。こういう輩やからは相手にしない方がいい。ただ黙って、下手に動くことをせず、気が済すむまで話を聞いてやればそれでいい。

「この神しん聖せいな学まなび舎やに君達のような落ちこぼれがいるなんて、不思議でならないよ。特に学年最下位のそっちは、退鬼の術すら満足に使えないくせに」

　自分を見下ろす永嗣の視線を感じつつ、汐月は視線を逸らしたまま無言を貫く。

「……聞いているのか？」

　表情一つ変えない汐月に苛いらついたのか、永嗣は綺麗に整えられた眉まゆを歪ゆがめた。

　汐月は溜め息をつきたい気分だった。わざわざ彼が汐月達の元へやって来るのは、文句を言って自分が気持ちよくなりたいからだ。言うだけ言って満足すればいいのに、永嗣はいちいち反応を求めてくる。

　汐月に永嗣を喜ばせる気は毛頭ない。が、このまま無む視しをして怒おこらせるのも面倒だ。

「おい」

　機き嫌げんを損そこねた低い声で、永嗣が汐月に話しかける。汐月の顔を上げさせようと、その肩に手を伸ばそうとした。

　すると腰を上げた珀が、汐月と永嗣の間に割わり込むように片かた腕うでを上げた。

　珀の行動に、汐月は驚おどろく。

「文句があるのか、君みたいな落ちこぼれが！」

　横よこ槍やりを入れられたことが気に入らなかったらしい。永嗣は珀の肩を摑つかむと、まるで投げるようにして彼を押おし退のけた。

「わっ」

　珀は踏ふん張ばることができなかったらしく、その勢いに負けて地面に尻しりもちをつく。

　それを見た汐月は、反はん射しや的てきに持っていたパンをベンチに置くと立ち上がった。

「なんだよ」

　二重瞼の目を細めて、永嗣、海、空を順番にねめつける汐月に、永嗣が眉まゆ根ねを寄せた。そして海と空が、そんな汐月の視線を遮さえぎろうとするかのように、永嗣の前へ移動する。

　永嗣の前に並ならんで立ちながら汐月を睨む二人の様子は、さながら彼を守ろうとする番犬のようだ。双子だからお揃そろいなのか、伸ばした襟えり足あしを後ろで一つに縛しばっている二人の髪型が犬の尻しつ尾ぽに見えてきて、汐月は思わず笑ってしまった。

「何がおかしい」

「別に」

　守られていないと何もできないのだろう、という喉のどまで出かかった皮肉を吞のみ込んだ汐月は、口角を緩ゆるく吊つり上げながら肩を竦すくめる。

「……それより、貴方あなたが嫌いなのは僕でしょう？　彼は関係ない」

　尻もちをついたままの珀を一いち瞥べつした汐月は、再度冷たい瞳で、目の前の三人を睨んだ。

　あくまで、汐月の口調は静かで淡たん々たんとしている。しかし発する雰ふん囲い気きは決して、穏おだやかなものではない。

　それが分かっているのだろう。元々歪んでいた永嗣の表情が、さらに不ふ機き嫌げんな感情を刻きざんだ。海と空も、真正面から汐月を睨にらみつける。

「し、汐月くん……」

　一いつ触しよく即そく発はつ。

　そんな言葉が似合いそうな場の雰囲気に、珀が情けない声で汐月の名前を呼んだ。

　一瞬の隙すきさえあれば襲おそいかかるとばかりに、四人は静かに睨にらみ合あう。

　いつまで、そうしていただろうか。

　まるでその場だけ空間が切り取られたかのように緊きん迫ぱくした空気──それを払ふつ拭しよくしたのは、驚きと困こん惑わくを混ぜた声だった。

「汐月!?」

　遠くから名前を呼ぶその声は、珀ではない。永嗣でもなければ、取とり巻まきの海や空、ましてや汐月自身でもなかった。

　その場にいた全員が顔を上げて、声の聞こえてきた方角を見る。

　声の主は、窓から汐月達を見つけたのだろう。校舎の方から走ってくるところだった。

　後頭部で一つに束ねた長い髪を靡かせ、端たん正せいな顔を驚きの色に染めて走ってくる姿は、全員が見覚えのある人のそれ。

「は、縹依先せん輩ぱい!?」

　予想外の人の登場に、ぎょっと珀が目を剝むいた。そしてそれは永嗣達も同じだ。

　彼らにとって縹依夜一という少年の存在は、大きい。諷印学舎の中でも一目置かれている彼は、全校生徒の憧れの的であり、話す機会どころか自分の存在を知ってもらう機会すらない。

　そんな彼が汐月の元へ駆け寄ってくる姿は、珀達にとって信じられない光景だったろう。

　手を出す直前だったことも忘わすれて呆ぼう然ぜんと夜一を見つめる永嗣達を無視し、夜一は真まっ直すぐに、汐月の元までやって来た。

　そして一歩手前で足を止めると、頭の上から足の先まで、汐月を見つめる。

　信じられないと語る瞳のまま、夜一は戦慄わなないている唇を、薄く開いた。

「お前、汐月……だよ、な？　っ、でも……」

　半はん信しん半はん疑ぎの声こわ音ねに、汐月は自分より拳こぶし一つ分ほど身長の高い夜一を、無表情に見やる。

　だが目と目が合い、お互たがいの姿を瞳に映したあと──不意に汐月は、優やさしく曲線を描えがくようにして目を細めた。

「お久しぶりです」

　眼まな差ざしと同じくらい柔やわらかな声音で、汐月は静かに言った。

　その言葉は肯こう定てい以外の何ものでもなく、夜一の目がこれ以上ないほど大きく見開かれる。

「……え、あの、汐月くん、まさか縹依先輩と、知り合い……？」
















　ぽかんとした表情の珀に、汐月は相変わらずの笑みを浮かべたまま、顔を向ける。

「……の」

　それと同時に、小さく夜一が呟いた。

　持ち上げられた腕うでを見て、再会による感かん激げきのハグでもされるのかと、汐月は思った。

　──が。




「この、糞くそがあああッ！」




「ッ!?」

　叫さけんだ夜一の拳が、汐月を思いきり殴なぐり飛とばした。

　気付けば汐月の体は宙ちゆうを舞まっていた。頭の中に星が散り、殴なぐられた頰ほおの痛いたみと共に、汐月の意識が一瞬闇やみに包まれる。

　そのまま汐月は、無様に地面を転がった。

「え、なんで……」

　倒れたまま、呆然と汐月は呟く。

「し、汐月くーん!?」

　一拍置いて、珀の叫さけび声ごえが響き渡った。
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　その記き憶おくは、随分と昔。けれど色いろ褪あせることなく、汐月はあのときのことを、今でもはっきりと脳のう裏りに思おもい浮うかべることができる。

　夜の、暗い暗い、山の中。

　幼い汐月──当時まだ七、八歳の子どもだった──は、今にも倒れそうになりながら、そこを歩いていた。

　歩く足に力はなく、肩は激はげしく上下し、唇からも隠し切れない疲ひ労ろうの呼こ吸きゆうが漏れている。ボロボロの服から覗のぞく手足は骨と皮ばかり。手入れなど忘れられたボサボサの髪と、薄うす汚よごれたその肌はだを見るだけで、彼が長い間山中を彷徨さまよっていたことが窺うかがえる。

　今にも折れそうな体の腹ふく部ぶから、ぐう、と情けない音が鳴った。汐月はもうずっと、何も口にしていない。

　疲労と空くう腹ふくは限界で、一歩足を踏ふみ出だすだけで倒れそうになる。

　けれど倒れてしまえば起き上がる気力などもうないこと、そしてそうなってしまえば残された道は死だけだと本能で理解していたため、幼い彼はただ、先に進むしかなかった。

　幾いく度ども主張する空っぽの腹はらを片手で押おさえながら、重い足を引きずって歩く。

　だが終わりが近いことを、汐月は頭の片かた隅すみで悟さとっていた。

　──ここで自分は、死ぬのだろうか。

　──独りぼっちで。

　──誰もいない、暗い森の中で。

「っ……」

　ひしひしと死の恐きよう怖ふを実感して、汐月は唇を嚙かむ。

　だからといって立ち止まることもできず、ただ彷徨い歩いていた汐月は──ふと前方に小屋を見つけて、目を瞬またたいた。そして表情を綻ほころばせる。

　もし中に誰かいたら、助けてくれるかもしれない。

　そんな思いが、限界を迎むかえていた汐月の体を突つき動うごかした。無む我が夢む中ちゆうで小屋へ駆け寄り、扉とびらを開ける。

「!?」

　古くて何もない小屋の中央。そこに敷しかれた布ふ団とんの上で正せい座ざをしていた幼い少年が、驚いたように振ふり返かえる。

　ふわりと揺ゆれたのは、長い銀色の髪だった。絹きぬのように滑なめらかな髪の下から覗くのは、真っ白な単衣ひとえを身に纏まとった、女の子と見み間ま違ちがえそうなほどの小こ柄がらな体。

　子どもらしいくりくりとした大きな丸い目を驚きでさらに丸くして、彼は扉を開け放った汐月を見つめていた。

　対して汐月も、窓から差し込む月明かりに照らされる彼から、目が離はなせなかった。

「……誰、ですか？」

　見た目は汐月と同い年くらいに見える少年が、恐おそる恐おそるといった様子で汐月に尋ねた。

　訊きかれて、汐月は唇を開く。自分の名前を告げようと、して。

「……！」

　渇かわき切った喉からは、もう声など出ないことを悟った。

　自覚すると同時に、一気に疲労が体を巡めぐって、汐月はその場に膝ひざをついた。視界が反転し、意識を失う直前、「大だい丈じよう夫ぶですか!?」と少年が叫びながら駆け寄ってくるのを、ぼんやりと見たのだった。
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　出会った当と時きのことを思い返しながら、汐月は喉を鳴らすようにして笑う。

「……何笑ってやがる」

「え？」

　低い声で問いかけられて、汐月はそこで初めて、自分が笑っていたことに気が付いた。

「いえ……」

　緩んだ口元を手のひらで隠しながら、汐月は床ゆかに座ったまま緩く首を左右に振る。その際、昼間殴られた左頰が痛み、苦笑した。殴られてから数時間が経たったにもかかわらず、まだ痛みが引かない。痣あざのできた見た目は痛いた々いたしく、今は湿しつ布ぷを貼はっている状態だ。

「逆だなと思って」

「何が」

　汐月は、壁かべ際ぎわに設置された机付属のイスに座る夜一へ、視線を向ける。

「喋しやべり方ですよ。貴方、そんなガサツな喋り方じゃなかったじゃないですか」

「……それを言うならテメエだってそうだろ。なんだよ、その虫むし唾ずが走るようなスカした話し方」

　舌打ちをして目を背けながら言う夜一の姿は、寝ね巻まき代わりのシャツとジャージのズボン。ちなみに汐月も似たような格好だ。

　幼い頃ころは女の子のように可愛かわいらしい印象だったのに、今やその面おも影かげすらない。笑顔など忘れたかのように眇すがめられた目と引き結ばれた唇は、不機嫌一色だ。

　貴方の方こそ、昔はこんな話し方だったくせに。

　そんなことを考えた汐月は、夜一を苦笑しながら見つめた。

　──汐月は今、寮りようの夜一の部屋にいる。

　昼休み、永嗣と一触即発の雰囲気になった汐月だが、夜一が現れたことにより有う耶や無む耶やになった。

　殴られた衝しよう撃げきで倒たおれ込んでしまった汐月を珀が介かい抱ほうしている間に、永嗣と取り巻きの海と空は、夜一に「憧れてます」と言い置いてあたふたと去り、対して夜一は、とにかく状じよう況きようが吞み込めず呆然とする珀を見かねてか、汐月に「夜俺の部屋まで来い。来なかったらぶっ殺す」と言い残すと、さっさと校舎へ戻ってしまったのだ。

　仕方なく汐月は夜一に言われた通り、放課後寮に帰って食事と風ふ呂ろを終えたあと、こうして夜一の部屋を訪たずねてきた、のだが。

「貴方一人部屋なんですね。羨うらやましいです」

「仕事があるからな。同室者がいたらそいつに迷惑だろ。夜中にうるさくされたらよ」

「意外にも部屋は綺麗だし」

　老ろう朽きゆう化かの進んでいた寮も、学舎と同じ時期に木造から鉄筋コンクリート造に建て替えられた。そのため建物自体は、比ひ較かく的てき新しい状態である。加えて夜一の部屋は、きちんと片付けられていた。

「意外は余計だ。……それより」

　一いつ旦たん言葉を切った夜一の表情が、険しくなる。

「お前、いつからここに通ってたんだよ」

「今年から。知りませんでした？」

「知るわけねえだろ！　学年も違うのに！」

　汐月は一年生、夜一は三年生。学年が違えば校舎も違う。諷印学舎の生徒数は、学年全部を合わせて二百人ほど。その中で、接点がなければ気付くのは難しいだろう。

　だからこそ汐月は、自分に気付いた夜一を、純じゆん粋すいにすごいと思った。

「よく僕のこと分かりましたね」

「分かるに決まってんだろ！　お前全然変わってねえし」

「そうですか？　身長とかわりと伸びたと思うんですけど」

「そういうんじゃなくて……。確かにそういうとこは変わったよ。前髪だって変に長なげえし。けど雰囲気はそのままっつーか……なんか、あのときのまま背だけ伸びたみたいな」

「貴方は随分変わりましたよね。前はあんなに可愛かったのに」

「あ？」

　低く脅おどすような声が返ってきて、汐月は視線を逸らした。

「……まあ僕は貴方のこと、知ってましたけどね。成績優秀で、まだ学生なのに退鬼師の仕事までこなしてるって、校内でも有名ですし」

　本来であれば、この学舎を卒業することで、初めて退鬼師の資格を得ることができる。

　だというのに、まだ卒業もしていない学生の夜一が退鬼師として仕事をしているのは、目に見える資格などなくても力があると認みとめられているということである。

「だったらなんで会いに来なかった!?」

　思わずだろう、イスに座っていた夜一が、勢いよく立ち上がった。

　その動きに合わせて、後頭部で束ねた彼の長い髪が揺れる。指通りのよさそうな髪は、昔見たそれと変わらなくて、汐月は自分を睨む夜一をじっと見上げた。

「会いに来てほしかったんですか？」

「揚あげ足あし取んな！　ウゼえ！」

「ひどいなあ」

　睨む瞳の奥おくに怒いかりの炎ほのおが見えて、あまりからかってもあとが怖こわいと、汐月は苦笑する。

「本当に僕の知っている貴方だと、確信が持てなかったので」

「なんだよ、それ」

　吐はき捨すてるように夜一は言うと、唇を嚙んだ。しばらく沈ちん黙もくし、しかし不意に息を吸すうと、まるで積年の思いを吐はき出すように、低く、小さな声で言葉を口にした。




「……なんであのとき、姿を消した」




　夜一からの質問が別のものに変わる。表情も、汐月を睨んでいるのは変わらないが、どこか憂うれいたものになる。

　そんな夜一を見て汐月は、その質問こそ、彼が口にしたかった本も命のだと気付く。

「……貴方が僕を助けてくれたことには感謝しています。あのとき貴方に出会わなければ、僕は今ここにいない」

　夜一と出会った日のことを、汐月は今でも鮮せん明めいに思い出せる。空腹と疲労のあまり倒れた自分を、一晩中介抱してくれたこと。そのまま一週間ほど、夜一が暮くらしていた小屋で、一緒に過ごしたこと。

「──ですが、動けるようになりましたから。だから、出て行ったんです」

「答えになってねえよ！」

「ずっとあそこで一緒に暮らしてなんかいけないってこと、分かるでしょう？」

「それは」

　二の句が継つげなくなったのだろう。夜一が口を噤つぐむ。

「大体、貴方は何な故ぜあそこで暮らしていたんですか？　あんな山やま奥おくの小屋に独りで……」

　当時は深く考えていなかったが、幼い夜一が一人きりであんな場所で暮らしていたのはおかしな話だ。

　一日に二回、使用人が食事を運んでくる以外、誰とも接しない生活。小屋から出ることも禁止されていて、汐月と出会うまで、夜一は使用人以外の人間を知らなかった。

　夜一はムスッとした、不機嫌そうな顔で汐月から視線を外し、イスに座り直す。

「……俺の一族は、災わざわいを呼ぶって言われてんだ。直系の血ち筋すじのみだから、正確には今は俺一人だが。とにかくそういうことだから、相応の歳としになるまで結界に囲まれたあそこで守られることになってた。全部知ったのはあとになってからだけどな」

「──なるほど」

「でもお前、あんとき言ったじゃねえか。一緒にあそこを出ようって」

「現実的に考えて、そんなことできたと思います？」

　冷静な声で答えれば、夜一がぐ、と言葉に詰つまる。

「あのときは小さかったから食事を分け合えましたけど、成長するにつれてそんなこと続かなくなる。それに、お金だって持っていなかった。加えて貴方は極度の世間知らずだった」

「……あれは、俺のせいじゃねえ」

「そうですね。それは貴方をそう育てた者のせいです。けれどそれが理由にならないことは、分かるでしょう？　子どもだからこその夢だったんです。だから僕は、動けるようになって出て行った。それだけのことです」

　ちらりと夜一の目が汐月を見る。

　一瞥された汐月は、困こまったように笑った。

「……お前、俺より年下だったのか。同じ歳だと思ってたんだが」

　小屋で出会ったとき、身長はほぼ変わらなかった。食事を満足に取れなかった生活のせいで、体格は汐月の方が細かったが。

　逸らされた話題に、汐月は頷く。

「実はそうだったみたいですね。まああのときは、名前以外のこと、お互いほとんど知りませんでしたから」

　夜一は「ふーん」と呟くと、再度汐月から顔を背けた。その際見えた唇はへの字に曲がっていて、それきり無言になる。

「……怒ってますよね」

「当たり前だ！」

　夜一の怒りを感じ取り、確認のように尋ねれば、嚙みつくような勢いで返事があった。

　共に過ごした時間は決して長くはない。けれど夜一にとって、汐月は初めての友達だった。嬉しそうにそう言ってくれたし、毎日目をキラキラさせて汐月から〝外〟の話を聞きたがった。

　それが突如、独りの生活に戻されたのだ。そのときの気持ちを考えると、今の彼の怒りは推おして知るべしだ。

「ごめんなさい」

　だから、汐月は素す直なおに謝罪の言葉を口にした。

　そんな汐月へ、夜一が振り返る。

　その瞳が、何か言いたげに揺れた。唇が開く。が、言葉を発することはない。

　夜一からの視線が居たたまれなくて、その空気をどうかにかしようと、汐月は話し出す。

「……あれから僕は、色々な街を転々としました。それからとある人に出会って、面倒を見てもらうようになって。そのときに、退鬼師のこと、学舎のこと、色々知りました」

　汐月を見る夜一の目が細められた。

　彼を見つめ返しながら、静かに、汐月は続ける。

「僕の母が鬼に殺されたことは、貴方に話したでしょう？」

　汐月が一人で森の中を彷徨っていたのは、唯ゆい一いつの肉親である母親を殺されたからだった。父の顔も知らず、文字通り一人になった汐月は、どうすればいいのか分からなかった。

「母を殺した鬼へ、僕は復ふく讐しゆうを誓ちかいました。だから、諷こ印こに入った」

「……退鬼師になれば鬼を倒す手しゆ段だんも、大義名分も手に入れることができる……ってか？」

　聞き返してくる夜一へ、汐月は微笑ほほえむだけで答えなかった。代わりに話題を変える。

「……さっきは、本当に貴方か分からないから話しかけなかった、なんて言いましたけど、噓うそです。本当は分かってました」

「……じゃあ」

「でも勝手に出て行った手前、久しぶり、なんて話しかけること、できなかったんです」

　汐月は薄く笑んだ。口角を吊り上げ、しかし眉まゆ尻じりを下げた表情は、自じ嘲ちようのそれだ。

「……だから今、こうやって貴方と話せていること、再会できたことが、嬉しいです」

　それは汐月の──心からの言葉だった。

　夜一もそう感じたのか、不機嫌一色だった表情が、ほんの少し綻んだように見えた。

「何年経っても、僕が貴方を見間違えるはずがない。その銀色の髪、目立つから」

　優しい口調で言うと、夜一は驚いたように目を見開いた。

　が、それも一瞬のこと。

「──そうか」

　ふ、と夜一は表情を緩めると、ハアと溜め息をつく。

「……お前、口ばっかり達者になったな」

「僕だって色々と苦労してたんですよ」

「へえ」

　おどけて言えば、その様子がおかしかったのか、喉を鳴らして夜一は笑う。

「僕ももっと、貴方の話を聞きたいです。……ただもう、夜も遅おそい」

　そう言って汐月は、夜一の部屋に掛かかっている時計を見上げた。

　そろそろ、明日の授業に備えて眠ねむらないといけない時間だ。

「だから今夜は、泊とまっていってもいいですか？」

「勝手にしろよ」

　にっこりと笑った汐月に、夜一は躊躇ためらう様子もなく言った。

「……でも俺は、さっさと寝ねるぞ」

「はい。それでも構いません。予備の布団あります？」

「テメエに貸すもんなんてねえよ」

「ひどいなあ」

　出会って過ごした時間はたった数日。再会も数年後。

　けれどそうやって話す二人の様子は、長い時間を共に過ごしてきたといっても信じられるほど、仲のいいそれだった。
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　夜一との小屋での生活は、まるでままごとのようだった。

　助けられたものの疲労で思うように動けなかった汐月に、「だったらここにいればいいです」と夜一は言ってくれた。拒きよ否ひする理由はなく、汐月もその言葉に甘あまえた。

　夜一のために運ばれてくる食事を二人で分け合って過ごした。以前迷まよい込んできた猫ねこを匿かくまった際に、見つかって取り上げられたと夜一が言ったので、汐月は使用人に見つからないよう隠れて過ごした。

　夜一はこの小屋以外のことを何も知らず、汐月は街での生活を話して聞かせた。その度に夜一は相あい槌づちを打ちながら目を輝かせていた。

　そんな彼との生活は、本当に楽しかった。

　夜一にとっての汐月は、取り上げられた猫の代わりだったのかもしれない。けれど仮にそうだとしても、汐月が夜一に命を助けられたことは、事実だった。

「はい、髪拭ふけた」

　洗せん髪ぱつ後の髪の水気を布で吸すい取とってあげた汐月は、「ありがとうございます」と振り返る夜一へ溜め息をつく。

「というか夜一って、これくらいのこともできないわけ？」

「で、できます」

「できてなかったからおれが拭いてやったんだろ」

　びしょ濡ぬれの髪のままで、一緒の布団に入られてはかなわない。

「せっかくの綺麗な髪なんだから、ちゃんとしなきゃもったいない」

　あのとき、小屋に入って真っ先に視界に飛び込んできた夜一の髪は、目が離せないほど美しかった。もちろんそれは、今も。

「まるで月みたい。銀色の──」

「え？」

「……それじゃ、寝よ」

　聞き返されると途と端たんに自分の発言が恥はずかしくなってきて、汐月は誤ご魔ま化かすように布を放り投げると、布団に入った。夜一も灯あかりを消し、汐月の隣へと潜もぐり込んでくる。

　触ふれる体は温かくて、汐月と夜一は顔を見合わせながら笑った。

　一人じゃないというそれだけのことが、ただ嬉しかった。
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　部屋の中は、闇に包まれていた。

　明かりは、窓から差し込む月のそれだけ。だが満月のせいか今日は随分と明るく、闇に慣れた目にはその光こう源げんだけで充じゆう分ぶんだった。

　べッドに横たわっていた汐月は、ゆっくりと瞼まぶたを開ける。目を閉じたものの、眠ってなどいなかったのだ。

　静かに横へ向けた汐月の視界に、穏やかな寝ね息いきを立てている夜一の横顔が映る。

　眠る際は下ろされている彼の長い髪が、二人の隙すき間まを埋うめるかのように汐月の腕にかかっていた。微かすかに身じろげば、足が夜一の足に触れてしまう。が、その体温は心ここ地ちいい。

　──結局予備の布団はないということで、狭せまいベッドに二人で並んで眠ることにした。

　夜一は嫌いやそうな顔をしていたが、汐月が笑いながら「昔に戻ったみたいですね」と言うと、それ以上文句は言わなかった。

「……」

　息を殺し、気配も消しながら、汐月は緩かん慢まんとした動作で起き上がった。空気に溶とけ込んだかのような動きは、夜一の眠りを妨さまたげない。

　すやすやと眠っている夜一を、汐月は目を細めて見つめる。そして布団から出ると、そっと彼の体を跨またいだ。ギシ、とベッドが小さく音を立てる。

　夜一の体に触れないギリギリの位置で馬乗りになりながら、汐月は呼吸が荒あらくなっていくのを自覚する。早く、と急せく本能をなんとか理性で抑おさえ込みながら、上半身を曲げた。

　夜一を起こさないよう気を付けながら、首くび筋すじに顔を近づけ、すん、と嗅かぐと、甘かん美びな香かおりが鼻び孔こうを包む。その芳ほう香こうに、心しん臓ぞうが一気に鼓こ動どうを速め、カッとなった熱が体内を駆かけ巡めぐった。まるで体中の血が沸ふつ騰とうしたかのようだ。ごくり、と喉が鳴る。

　早く、早く──……！

　汐月は持ち上げた手を、夜一の首へ伸ばした。指先でそっと肌に触れると、一本の線を描くように、筋すじに沿そって上から下へ動かす。

「っ……」

　限界が、近い。

　それを悟った汐月は、深しん呼こ吸きゆうした。指を離し、代わりに彼の頭のすぐ横へ手のひらをつくと、そのまま夜一の首筋に唇を近づけた。

　──が。

　汐月は自分の首にひやりと冷たいものが当てられていることに気付き、動きを止めた。

「……何、してやがる」

　視線を上げると、夜一が鋭するどい眼光で、汐月のことを睨んでいた。

　汐月の首に当てられているのは、いつの間に手にしていたのか、夜一が突き出した、短刀。切先が、今にも汐月の首を斬きり裂さかんばかりに、押し当てられている。

　夜一に睨みつけられても、汐月は無表情で、無言だった。

　けれどすぐに、いつも通りの穏やかな笑みを浮かべる。

「すみません、なんだか僕、寝ぼけ……」

　汐月の言葉は、最後まで続かなかった。

「うわっ」

　手首を引っ張られ、ぐるりと視界が反転したと思った瞬しゆん間かん、汐月の体はうつ伏ぶせにシーツの上に押さえつけられていた。その上に、夜一が馬乗りになっている。足で汐月の体を押さえ込むようにして跨がり、短刀を首の後ろに突つきつけていた。

「……もう、夜一ったら、怖いですよ」

　少しだけ顔を動かして、汐月は自分の上にいる夜一へ視線を向ける。

　それ以上首を動かすと、刃が食い込むことが分かっていた。

「寝ぼけただけって、言ってるじゃないですか。もう少し落ち着いてくださいよ」

　言いながら、身を捩よじろうとする。しかし夜一はしっかりと汐月の体を押さえ込んでいて、身動き一つ取れそうになかった。

「寝ぼけて貴方のこと、女の子と間ま違ちがえただけなんですから。そこまで怒らなくても。ほら、貴方線は細いし、その長い銀色の髪も……」

「お前には、言ってなかったことがある」

　ぺらぺらと喋る汐月を遮さえぎった夜一の声は、汐月が今までに聞いたことがないほど冷たい。

　その冷れい徹てつさに、汐月は口を閉ざした。退どけられたのか、首に短刀の切先は感じない。

　代わりに、夜一自身が今にも自分を切きり裂さかんとする、冷たい刃のように思えて──。

「俺は災いを呼ぶ人間だって、さっき言ったよな。だけど実際の意味合いは違う。俺は災いを呼ぶんじゃない、〝鬼〟を呼ぶんだ。俺の家か系けいは、鬼の力を強くする体質を持って生まれる。……そのせいか知らねえが」

　そこで言葉を切った夜一の唇の端はしが吊り上がるのを、汐月は視界の端に、捉とらえた。




「鬼には俺のこの黒くろ髪かみが、銀色に見えるらしいな」




　汐月はその言葉に、息を吞のんだ。

　同時に夜一が短刀を振り上げる。それを気配で感じ取った汐月は、大きく腕を振るった。

　汐月の攻撃を身を捻ひねって躱かわした夜一の一瞬の体重移動を見み逃のがさず、汐月は体を捩ると夜一の拘こう束そくを逃のがれ、ベッドから転がり落ちた。

　そして自由になった体で、すぐさま体勢を整える。

　両足と両手を床につけた四よつん這ばいの──獣けものにも似た格好。髪の隙間から見える二本の角と唇から覗く鋭い牙きばが、彼が鬼であると語っている。

「はっ。それがテメエの本来の……」

　ベッドの上で立ち上がりながら吐き捨てるように笑う夜一の言葉が、途と中ちゆうで切れる。

「なんで、片目だけ──」

　夜一を睨み上げる汐月の瞳は、長い前髪の隙間から覗く右目こそ鬼の証あかしである血の色だったが──左目はいつも見るのと同じ色だった。

　しかし夜一がそれを指し摘てきするよりも早く、汐月が動いた。

　足に力を込めて、汐月は弾丸のように夜一へ飛びかかった。その動きは、額の角が偽にせ物ものなどではないと物語っている。

　襲いかかって来た汐月を、夜一は横へ飛とび跳はねるようにして避よける。ベッドから床へ降おり立つと、振り向きざまに叫んだ。

「我われ望む！　鬼を拘束せよ！」

　横よこ薙なぎに振るわれた夜一の腕から、半円に似た光が逬った。それは汐月の体へとまとわりつき、次の瞬間には固い縄なわのように、汐月の体を拘束していた。

「っ」

　腕ごと体を、さらに両の足首をも拘束された汐月は、そのままベッドの上に倒れ込む。

　その衝撃で、頰の湿布が剝はがれ落ちた。そこにはもう、夜一に殴られてできた痣はない。鬼化して身体能力の上がった体は、同時に治癒力も増すのだ。

「動けねえだろ」

　そんな汐月に、勝ち気な笑みを浮かべて夜一は言った。

　それは、汐月を拘束する退鬼の術に対してのものでもあり──。

「……部屋の中に、術を掛けてたんですね」

　気配を凝こらして、汐月は今さらながらに気付いた。この部屋中に、退鬼の術が掛けられている。さしずめ、汐月の動きを鈍にぶくするためのものだ。また、これだけの騒さわぎを起こしても外が夜の静せい寂じやくに包つつまれていることから察するに、部屋の外に騒そう音おんや振しん動どうが漏れないような結界も、張っているに違いない。

「いつの間に……」

「いつでもいいだろ。テメエが鬼じゃなけりゃ、なんの害もねえもんなんだから」

　低い声で言いながら、夜一はゆっくりと汐月が倒れ込んでいるベッドに歩み寄った。

　体を拘束されたまま、汐月は近づいてくる夜一を見つめる。

　その度に揺れる、長い髪。汐月の目には眩まぶしいほどに輝く銀色の髪が、まさか本来は黒だなんて、思ってもいなかった。初めて会ったそのときから、汐月の目に彼の髪は、銀色に映っていたのだから。

「しかし本当だったんだな。上級の鬼の中には、人間社会に混じってるやつもいるって話。俺は見たことねえから、都市伝説かと思ってた」

　汐月は夜一から顔を背ける。それはまるで、夜一には敵かなわないと気付いたかのような。それでいて認めたくないと思っているかのような。

　それを感じ取ったのだろう。夜一は唇の両りよう端はしを吊り上げて笑った。

「ま、どうでもいい。テメエには色々と聞かなきゃなんねえことがある。お前みたいに姿すがた形かたちをどうにかできるようなタイプに遭遇するのは俺も初めてだが……」

　その口調は、そんな上級でもこんなものか、と、拍ひよう子し抜ぬけしたような軽いものだった。

　──夜一は、退鬼の術で汐月を拘束して、気が緩んでいた。本来、鬼は退鬼の術に抵てい抗こうすることができない。だから術さえ掛けてしまえば、その時点で勝ったも同然なのだ。

　それが分かっていたから、汐月は──。

　夜一の施ほどこした退鬼の術を、解いた。

　汐月を拘束していた光が、弾はじけて消える。

「なっ……!?」

　目の前で起こったことが信じられずに、これ以上ないほど大きく目を見開いた夜一へ、汐月は手を伸ばした。夜一の手に握にぎられていた短刀を勢いよく払はらい落とすと、彼の手首を乱らん暴ぼうに摑み、引っ張る。咄嗟のことに反はん撃げきのできなかった夜一は、シーツに倒れ込んだ。

　それでももがくようにシーツの上で半回転し、夜一はうつ伏せの状態から仰あお向むけになる。

　が、そのときにはもう、遅かった。

「捕つかまえた」

　窓から差し込む月明かりに背はい後ごから照らされた汐月が、仰向けになった夜一の体の上に跨がって、牙を見せながら笑っていた。細められた左の目め尻じりに、皺しわが刻まれる。

　夜一を見下ろしながら、汐月は舌で唇を舐なめた。

　汐月の鼻には、夜一から漂ただよう甘い香りが、ずっとまとわりついていた。それは彼の体たい臭しゆうなどではない。鬼の力を強める彼の血と肉に汐月の体が反応し、それによって馨かぐわしい匂いが発せられているように錯さつ覚かくしているのだ。

　だがそれはもう、汐月にとってはどうでもいいこと。

　汐月の体を巡る鬼の血が、夜一を欲ほつしていた。今すぐにでも彼の肉を喰くらい、血を啜すすり、髪かみの毛け一本すら残さず、自分のモノにしてしまいたい。

　間近で彼を感じていた汐月は、もう限界だった。

　部屋には痛いほどの静寂が満ち、聞こえるのは互いの呼吸の音だけ。

　夜一が、汐月を見上げて息を吞む。

　まるで怯おびえているかのようなその表情を見て、汐月の脳裏に、幼い日の彼の姿が甦よみがえる。

　幼い日に二人で過ごした時間は短かった。けれど確かにあの日、自分と彼は友達だった。

　汐月の胸むねが重く痛んだ。だが汐月は、それを無視する。

　夜一を喰らう──そう決めて、汐月は人間のフリをしてまで、諷印学舎に入ったのだ。今さら、躊ちゆう躇ちよしている場合ではない。

　そのまま汐月は上半身を折り曲げ、夜一の喉、一番太い血管に牙を突き立て──。

　だが牙が皮ひ膚ふに食い込む寸すん前ぜん、汐月の視界の端で、夜一が自分の指に嚙みつくのが見えた。血の玉が浮かぶその指を、彼は勢いよく汐月の口内へ突っ込む。

　夜一の指から溢あふれ出でた血が、じわりと汐月の舌の上に広がった。

　この世のものとは思えないほど甘美なそれは、一口含ふくんだだけで、汐月の心臓を痛いほど高鳴らせる。反射的に汐月は、その血を唾だ液えきと共に、喉へ流し込んだ。

　その瞬間。




「我命ず！　主しゆ従じゆうの契けい約やくを！」




　夜一が、叫んだ。

　それは汐月の鼓こ膜まくを震ふるわせ、体内に潜り込み──先ほど嚥えん下かした夜一の血と共鳴する。

　突如全身が熱を持ち、汐月の体が硬こう直ちよくした。

「がッ……は……!?」
















　同時に強く心臓を締しめつけられるような感覚があって、その衝撃に呼吸もできない。

　次し第だいに体を蝕むしばむ熱は、喉へ集まった。誰も触れてなどいないのに、首を絞しめられるような感覚だった。喉の内側が、そして外側が、熱い。熱くて、熱くて……。

「汐月」

　どのくらいの時間が経ったのだろう。ようやくその熱が止やみ、心臓の締めつけからも解放されて呼吸を再開した汐月に、夜一が低い声で言い放つ。

「床に這はい蹲つくばれ」

　傲ごう慢まんな命令だった。

　もちろんそんな命令、聞くつもりなどない。それなのに、夜一を喰らいたいという汐月の意思に反して、体が勝手に動いた。ベッドから降おりると、床へ這い蹲る。

「なっ……」

　そうしてから、自分の行動が信じられなくて、汐月は唇を震わせた。

　どういうことだ、と顔を上げる。しかしその前に頭を押さえつけられ、それは叶かなわない。

　汐月の後頭部を押さえつけるのは、ベッドに腰かけた夜一の片足。

「なん、で……何が……」

　床に這い蹲り、頭を踏ふまれている。信じがたい屈くつ辱じよくに、汐月の顔が熱くなった。

「あとで鏡でも見てみな。立りつ派ぱだぜ、その首輪」

「は？　首、輪……？」

「実際には痣みてえなもんだけどな」

　乾いた笑い声を上げながら、夜一は言う。

「テメエは今から俺の下げ僕ぼくになったんだよ。この糞鬼が」

　呆然としている汐月へ、夜一はそう、吐き捨てたのだった。
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　自らの血を代だい償しように、生しよう涯がいに一度、一匹の鬼を服ふく従じゆうさせる──縹はなだ依い家けに伝わる秘ひ術じゆつ。

　その術を掛けられたのだと聞かされて、汐月は茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態だった。

　灯りの点ついた部屋の中、床に正座をした状態で、汐月はベッドに座る夜一を睨む。未いまだ鬼化した状態で、両手首は夜一の退鬼の術により背せ中なかで拘束されていた。

　だがその気になれば、汐月なら退鬼の術を解くことができる。だからこんな拘束など本来意味を成さないはずだ。

　それなのに、汐月は行動に移すことができない。意思に反して体が動かないのだ。

　それは先ほど、夜一が『動くな』と命じたから。

　到底信じられないのだが……どうやら夜一の言ったことは、真実らしい。

　自分を睨みつける汐月の視線を感じたのだろう。ふと夜一が、汐月と目を合わせた。そして、ふっ、と唇の両端を緩く持ち上げて笑う。

「どうだ、気分は」

　カッと汐月の頰に朱しゆが差した。──馬鹿にされている。

　羞しゆう恥ちに居たたまれず、その勢いのまま彼に襲いかかりたいと思うのに、体はまるで石になったかのように動かない。

　夜一から視線を逸らせば、夜を透すかす窓が見えた。そこに己おのれの姿が映っている。

　首には、縄で締めつけられたような、華はなが連なっているような痕模様が残っていた。

　それはまさに、首輪──夜一に術を掛けられ、下僕となった証。

　汐月はそれを見つめる。が、不意に、小さく笑った。その笑みは羞恥を誤魔化す意味も含んでいたが、馬鹿にされた仕返しも込めていた。

「……んだよ。『動くな』とは言ったが、話すことは禁じてないぜ」

「生涯に一度の秘術。それを、僕なんかに使ってよかったんですか？」

　夜一へ視線を戻し、汐月は尋ねる。

「上級の鬼を手に入れたんだ。学舎に張られてる結界も効かねえほどの強い鬼。これ以上の下僕はいねえだろ」

　そう言った夜一に、汐月は乾いた笑い声を上げた。

「なんだよ」

　自嘲にも似たその笑い方に、夜一の眉み間けんに皺が寄る。

「残念でした。僕は上級の鬼なんかじゃないですよ」

「は？　噓つくな。そうじゃなかったらなんで術が効かない」

「それは僕が、出で来き損そこないだからです」

「……は？」

　夜一の唇から、素すっ頓とん狂きような声が漏れる。それがおかしくて、さらに汐月は笑った。

「僕はね、半はん鬼きなんですよ。父が鬼で、母が人間の」

　汐月の言葉に、夜一が驚きよう愕がくしたように大きく目を見開いた。

「何言って……俺のこと騙だまそうと変な噓つくんじゃねえぞ」

「信じるも信じないも勝手ですけど、噓はつきませんよ。なんならその術の力で、僕に『真実を話せ』とでも命じればいい。同じ答えしか返ってきませんけど」

「だってそんな話、聞いたこと……」

「鬼の間でも珍めずらしい存在らしいですよ、僕。僕も、自分以外の半鬼なんて見たことないですし。まあ、わざわざ食料と子を成すのも、おかしな話ですもんね」

　動どう揺ようしている夜一の反応が面白くて、くすくすと汐月は喉を鳴らす。

「鬼の特徴、覚えてます？　授業で習ってますよね？」

「……角と牙、あと両目が赤く……」

「だから、そういうことですよ。半分だけが赤いなんて」

「ッ」

　夜一の唇が何か言いたげに動く。けれどそこから言葉が発せられることはない。

「半分人間だから、退鬼の術の効果も半減するんです。代わりに、僕はどれだけ練習を積んでも退鬼の術は使えませんし、上級の鬼ほどの治癒力も瞬しゆん発ぱつ力りよくも備わっていません。せいぜい低級の鬼と同じくらいですかね」

　人間のように退鬼の術は使えない。本上物級の鬼のような強い力も持っていない。鬼より弱く、だけど人間でもない。それが半鬼──それが、汐月。

　夜一は、呆然と汐月を見ていた。汐月の言葉が信じられないのだろう。

「人間に化けられるような上級の鬼なんて、僕だって聞いたことも会ったこともありませんよ。とはいえ上級なら、そもそも退鬼の術が効いていたでしょうね」

「……テメエが諷こ印こに入ったのは……」

「貴方に近づくため。それだけです。僕は貴方を喰らって、完全な鬼になるはずだった。……でも計画は全部パアだ。このまま生いき恥はじを晒さらすくらいなら」

　そう言って汐月は口を開けた。そのまま勢いよく、舌を嚙かみ切きろうとして。

「『動くな』」

　冷たく夜一に命じられて、意思と関係なく体が硬直した。

「そう言っただろ」

　汐月はギロリと夜一を睨み上げる。が、彼は涼すずしげな顔で、汐月を見ていた。

　そして汐月の前髪を摑み、引っ張る。小さく悲鳴を上げた汐月の顔を自分へ向けさせた夜一は、至し近きん距離で汐月の緋ひ色いろの瞳を覗のぞき込んだ。鋭い眼光に、汐月は息を吞む。

「たとえテメエが糞鬼を下回る……いや、上回るクソだとしても、俺に協力してもらう」

　低い夜一の呟きに、汐月は目を丸くした。

　しかしその表情はすぐに消え、唇の端が夜一を馬鹿にするように緩く吊り上がる。

「滑こつ稽けいですね。せっかく、上級の鬼を捕まえたと思ったのに」

「その言葉、そっくりそのまま返してやるよ。自分の姿を鏡で見てから言え」

　夜一は放り投げるようにして汐月の髪を放した。バランスを崩くずし、汐月は床に倒れ込む。

「お前、蘇す芳おうって知ってるか？」

　そんな汐月に、夜一が言った。

「蘇芳？　色のことですか？」

「……いや、知らねえならいい」

　吐き捨てるように言うと、夜一は汐月の眼前に立つ。

　真正面から見下ろすことで、主従関係をはっきりさせようとでもするかのように。

「それより──今後一いつ切さい、勝手に死ぬことは許さねえ。テメエは一生、俺の下僕として生きるんだよ」

　絶句した汐月は、思わず夜一から視線を逸らす。

　だが即そく座ざに夜一を強く睨みつけ、悔くやしそうに唇を嚙かみ締しめた。
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　幼おさない足で山の中を駆かける。木々の隙すき間まから差さし込こむ日の光が眩まぶしく、汐し月づきはそれに目を細めながら、自分のあとをついて来ているはずの夜よ一いちを振ふり返かえった。

「こっちだって夜一！　早く！」

「ま、待って……！」

　地面を踏ふみ締め、幹と幹の隙間を素す早ばやく通り抜ける汐月。夜一はそんな汐月を必死に追いかけているが、木の根や石に躓つまずきそうになっている姿は、あまりにも鈍どんくさい。

　そのため汐月は足を止めると、溜ため息いきをついて夜一の元へ戻もどる。

「手」

　肩かたで息をする夜一の手を握にぎり、汐月は彼を引っ張って歩き出す。次は夜一のペースに合わせて、ゆっくりと進んだ。

「ね、ねえ汐月。どこに行くんですか？　ぼく、外に出るなって言われてて」

「そんなの律りち儀ぎに守らなくてもいいんだよ。どうせ誰だれも見てないし。それよりおれは、夜一に見せたいんだ」

　──倒たおれた汐月が夜一に助けられて、早数日。

　最初こそ疲ひ労ろうで動けなかった汐月だが、夜一に食事を分けてもらい、小屋でゆっくり体を休めたことで回復した。むしろずっと小屋の中に閉とじこもっている方が窮きゆう屈くつで、こうやって夜一を外へ連れ出すまでに至いたっている。

　しばらく進めば、不意に開けた場所に出た。汐月の目的地だ。

「わあ……」

　汐月の隣となりで、夜一が歓かん喜きの声を上げる。

　というのもそこに広がっていたのは、決して広くはないながらも綺き麗れいに澄すんだ湖だったからだ。キラキラと水面が太陽光を反はん射しやさせる様は、輝かがやく宝ほう石せきか何かのよう。

　湖の周囲には色とりどりの花が咲さき、涼すずやかな風に揺ゆれている。美しい鳴き声を上げながら、名前も知らない鳥が通り過ぎた。

　絵画の一部を切り取ったような光景に、夜一の目が見開かれる。その瞳ひとみが、湖の水面同様キラキラと輝いているのを見て、汐月は得意げに胸むねを張った。

「この前一人で探たん索さくしてたら見つけたんだ」

　夜一は体力がなく、昼間汐月に付き合って遊べば、夜は早い内に眠ねむってしまう。そのため暇ひまを持て余した汐月は、先日夜一が眠っている間に、外の探索に出かけたのだった。

「多分おれ、逆の方から山に入ったんだ。こっちから来てたらよかった……」

　食べるものも、水もなく。辛つらい思いをしながら山の中を進んだときのことを思い出し、汐月は苦い顔をする。まさか違ちがう方向に、こんなに綺麗な場所があるなんて知らなかった。

「ま、いいけど。とにかく、行こ！」

　どうすればいいのか分からないと動けずにいる夜一を、汐月は花畑の中に引っ張った。

　花を摘つんだり、湖に足だけ浸つかってみたり。水浴びに来た可愛かわいらしい鳥を観察したり。

　決して特別なことではない。夜一は初めこそおっかなびっくりな様子だったものの、すぐに笑顔を浮うかべ、目いっぱい楽しんでくれたようだった。

「汐月、あっち！」

　それどころか、汐月を引っ張っていく始末である。今の彼の興味は、近くを通りかかった蝶ちように向けられていた。少し離はなれたところでひらひらと舞まう姿をもっと近くで見ようと、汐月の手を摑つかんだままぐいぐい進んでいこうとする。

「ちょっと夜一、待っ……」

　しかしあまりにも一方的過ぎて、汐月は足をもつれさせた。慌あわててバランスを取ろうとするが、そのときにはもう遅おそい。夜一を巻まき込んで、汐月は転ぶ。

「わっ！」

　汐月の悲鳴と夜一の悲鳴が重なった。

　気付けば二人は、並ならんで地面に転がっていた。顔や体を、花と草が柔やわらかくくすぐる。見上げた青空は澄んでいて、流れる白い雲から目が離せなかった。

　いつまでそうしていただろう。ふと汐月は、夜一が鼻を啜る音を聞いて、目を瞬またたいた。

「夜一？」

　きょとんとしながら横を向けば、夜一が泣いていた。片手は汐月と繫つないだまま、もう片方の手で、何度も涙なみだを拭ぬぐっている。

「ど、どうした!?　どこか打った!?」

　ぎょっとして汐月は上半身を起こした。頭をぶつけたのかと夜一の髪かみに触ふれる。が、夜一は泣きながら首を左右に振ふって、違うと訴うつたえた。

「ぼく、こんなの知らない」

　ぐすっ、としゃくり上げながら、小さく夜一が呟つぶやく。

「外に出ちゃいけないって、危あぶないって言われてたから。だから知らなかった。空って広いんだね。外って綺麗なんだね、こんなに。汐月と会うまで知らなかった」

「夜一……」

　汐月の脳のう裏りに、一人で小屋の中にいた夜一の姿が浮かぶ。

　一体いつから、彼は独りであそこにいたのだろう。

　一いつ緒しよに過ごして知ったのは、彼が小屋の中に隔かく離りされていることだけ。その理由を訊きいても、夜一は知らなかった。

　一日に二回、使用人から食事が運ばれてくるだけの、それ以外他人と関わらない生活。

　夜一にとっては、それが日常だった。当たり前過ぎて外に出ようなんて思ったこともないのだろう。寂さびしさも教えてもらえない、狭せまくて小さな彼の世界。

「もっと綺麗な場所、たくさんあるよ。ここより広いところも、色んな人がたくさんいるところだって。あんな小屋の中がすべてじゃない」

　泣きじゃくる夜一の手を、汐月は強く握った。

「出ようよ、あんなところ。一緒に。二人で」

　驚おどろいたように夜一の目が見開かれる。そんなこと考えもしなかったと、涙に濡ぬれた睫まつ毛げに縁ふち取どられた目が、汐月に語っていた。

「汐月と……？」

「うん。夜一は一人だろ。おれも一人だろ」

　理由は分からないが、小屋で独りで暮くらすことを命じられている夜一と。

　母を鬼おにに殺され、行いく宛あてもなく独りになった汐月と。

「二人だったら寂しくないし、きっと大だい丈じよう夫ぶだよ。もっとすごいところに連れて行くからさ、おれと一緒にあそこを出ようよ」

　具体的な案はなく、現実味のない言葉。けれどその想おもいに、噓うそも偽いつわりもない。

　それを夜一も感じ取ったのだろう。彼の目からさらに、ぶわっと大おお粒つぶの涙が溢あふれ出す。

「ッ、うん、……うん！」

　何度も頷うなずく夜一に、汐月は笑顔を浮かべる。

「といっても、すぐには無理だけどさ。食べものとか集めて……」

「今日から食事、少しずつ残して集めればいいです」

　掠かすれた声で言う夜一の涙を指先で拭い、「うん」と汐月は首を縦たてに振る。

「おれ、夜一に助けられてよかった」

　むしろ夜一に出会うためにここへやって来たのではないか、なんて。

　そんなことを汐月は思った。




　それから気付くと、夜一は汐月から少し離れたところで、花を摘んでは茎くきと茎を結んで繫げていた。首くび飾かざりでも作る気だろう。

　いつの間にか沈しずみ始めている夕日に照らされる彼を、汐月は微笑ほほえましく見つめている。

　だが、不意に。

「……？」

　夜一の向こうに影かげを見つけて、汐月は目を瞬く。

　動くそれは、人ひと影かげのようだった。木の陰かげに隠かくれたその影は、夜一を見つめている。

　夜一はそんな気配に気付かず、ただひたすら気に入った花を見つけては摘んでいく。

　次し第だいに、その影が夜一に近づいていき……。

「ッ夜一！」

　咄とつ嗟さに汐月は、夜一に向かって走り出した。

　汐月の声を聞いて、屈かがんでいた夜一が立ち上がり、振り返る。

「しづ……？」

　汐月が夜一の体を突つき飛とばすのと、影から手が伸のびてくるのは同時だった。

「わっ……！」

　突き飛ばされた夜一は、その勢いで地面に倒れ、転がる。

　そして汐月は。

「っあ……」

　伸びてきた手──その鋭えい利りな爪つめに肩を抉えぐられて、その場に蹲うずくまった。

「汐月!?」

　混こん乱らんしながらも顔を上げた夜一が、血の溢あふれる肩を押おさえて呻うめく汐月を見て、これ以上ないほど大きく目を見開く。

「なんだよ、邪じや魔ましやがって」

　そんな汐月の背はい後ごから、影が姿を現した。

　それは若わかい男だった。が、額に生えた角が、男が人間ではないと示している。

「鬼……ッ」

　汐月の背せに、ぞくりと悪お寒かんが走る。

「邪魔だよ」

「ぐぁッ」

　そんな汐月を、無雑作に鬼が蹴ける。蹴り飛ばされた汐月は地面を転がった。

「汐月！」

　叫さけぶ夜一の元へ、鬼が近づいていく。赤い瞳を細め、下げ卑びた笑いと共に唇くちびるを舐なめる。

「ひっ……」

　自分を狙ねらう鬼に小さく悲鳴を上げ、夜一は慌てたように起き上がった。しかし数歩も後あと退ずさらない内に、恐きよう怖ふからか尻しりもちをつく。震ふるえた体が言うことを聞かないのだ。

　肩の痛いたみと熱に魘うなされながら唇を嚙かみ締しめた汐月は、気力を振ふり絞しぼり顔を上げる。

　そして、血のように赤い太陽に照らされている、尻もちをついたまま動けない夜一と、そんな夜一を狙う鬼を見て、心しん臓ぞうが凍こおりついた。

　脳裏に、鬼が母へ襲おそいかかった場面が甦よみがえる。正直、あのときのことはよく覚えていない。ただ母に無理やり背せ中なかを押されて、走ったことは覚えている。母を置いて、たった一人で。

　──何もできずに、母を見み捨すてて。

　そのときの光景と、目の前の光景が重なって、汐月は反射的に動いていた。

「こ、のッ！」

「んなっ!?」

　今まさに夜一を喰くらおうと腕うでを伸ばしていた鬼の足にしがみつき、思いきり嚙かみつく。

「なっ、テメッ……！」

　突とつ然ぜんのことに驚いた鬼の隙すきをつき、その脇わきをすり抜ぬけて、汐月は夜一に駆かけ寄よった。

「走って！」

　肩を怪け我がしていない方の手で無理やり夜一の手を摑むと、汐月は走り出した。

「待ちやがれ！」

　後ろから、鬼の追って来る気配がする。

　恐怖で泣きそうになりながら、それでも懸けん命めいに汐月は走った。汐月に引っ張られて、泣きじゃくりながら夜一もついて来る。持っていた花はいつの間にか落としてきていた。

「しづっ、汐月……！」

「大丈夫だから！　早く！」

　来た道を死にものぐるいで駆け続ける。木々の間をすり抜け、根や石に足を取られないよう必死だった。少しでも速度を落とせば鬼に食べられる。それが怖こわかった。

　日が落ちて濃こくなる闇やみの中を必死に走って、走って──汐月と夜一は、無む我が夢む中ちゆうで小屋の中に駆かけ込んだ。

　扉とびらを閉しめ、二人はその場にへたり込む。

「鬼は……？」

　泣きじゃくる夜一の横で、汐月は閉めた扉に耳を押し当てながら外の様子を探さぐる。

　外からは何の気配も感じられない。夢中だったから気付かなかったが、そういえば、途と中ちゆうから鬼の気配は消えていたような気がする。早々に諦あきらめたのか、なんなのか。その理由は、汐月にはよく分からなかったけれど──。

「助かった……？」

　そう思ったら、汐月の体から力が抜ぬけた。

「よか……」

　同時に、忘れていたはずの痛みが襲おそってきて、汐月はその場に倒れ込む。

　泣きながら夜一が自分の名前を呼ぶ声がしたが、それが幻げん聴ちようなのか本物なのか、そのときの汐月には区別できなかった。




　それからのことは記き憶おくが曖あい昧まいで、汐月はよく覚えていない。

　ただ、肩が痛くて、体が熱くて、ずっと魘されていた。

　ときどき、ふ、と意識が浮ふ上じようして、その度に、自分が布ふ団とんの上に寝かされていることを知る。夜一が運んでくれたのだろう。

「汐月、ぼく、どうしたら……」

　隣で泣きじゃくる夜一に、汐月は息も絶え絶えながら答える。

「だいじょ……寝ねてれば、治……。前と、同じ……」

　夜一を心配させたくなくて、痛みを我が慢まんしてそう言った。だが時間が経たつごとに、体を蝕むしばむ熱は高まるばかりで、汐月は身動き一つ取ることができなかった。

　このまま死ぬのかもしれないと、熱と痛みに魘されながら、汐月は思った。

　だが案外怖くない。夜一を鬼から守れた達成感で、胸がいっぱいだからかもしれない。

　──ふと額に冷たい感かん触しよくがあって、薄うつすらと汐月は目を開けた。

　窓まどから差し込む月明かりが、小屋の中を照らしている。目に映うつったのは、自分の顔を覗のぞき込む夜一の顔。

「汐月……」

　泣きはらした真っ赤な目が、汐月を見つめている。

「水、ありますよ。熱出てたから、布も濡らしてきて……他に、どうしたらいい？」

　夜一の目から、ぼろぼろと涙が零こぼれ落ちる。

　額に載のせられた布の感触は火ほ照てった体に気持ちよく、汐月はぼんやりと夜一を見上げながら息を吐く。怪我をした肩にも、不格好に何かの布が巻まかれていた。夜一が必死に、汐月を助けようとした結果だろう。

「どうしたら役に立てる？　ぼく、何もできな……」

　しゃくり上げた夜一は、両の手で何度も涙の溢れる目を擦こすっていた。

　その様子を半分意識のない状態で見つめていた汐月は──彼の手ての甲こうに一本の赤い線が走っているのを見て、息を吞のんだ。

　どこかに引っかけたのだろうか。その傷きずはまだ新しく、血が滲にじんでいた。

　汐月の鼻び孔こうに、ふわり、と甘あまい香かおりが届く。今まで嗅かいだことのない匂いは、どうやら夜一から発せられているらしい。正確にいえば、その手の甲の傷から……。

「よ、いち」

「っ、何!?」

　消え入りそうな声で名前を呼ばれた夜一が、勢いよく汐月に顔を近づける。

　汐月は力の入らない手で、夜一の手を摑んだ。そのまま、己おのれの口元へ持っていく。

　自分でもどうして、そんな行動に出たのか分からない。

　ただ無意識に、本能に促うながされるがまま。

　汐月は夜一の手の甲──傷に、舌を這はわせた。

「え!?　しづ……！」

　傷を舐められ、びくりと夜一の体が跳はねる。

　汐月は何も答えない。ただ夢中で、傷を、血を、舐めた。

　舌の上に広がる鉄の味。けれどそれはすぐに、甘い甘い美酒に変わる。

　もっとほしい。もっと、もっと──。

　そう思った直後、夜一の手が、汐月の手を振ふり払はらった。

「汐、月……？」

　夜一は、守るように己の手を引き寄せ、もう片方の手で覆おおう。

　その夜一の様を、汐月は茫ぼう然ぜん自じ失しつの表情で、見つめていた。

「……おれ……」

　そのまま汐月は、熱と痛みでまた、意識を失った。




　朝、目を覚ました汐月は、自分の上に倒れ込むようにして眠る夜一の姿に、目を瞬いた。

　ゆっくりと起き上がれば、額から乾かわいた布が落ちる。

「あれ……？」

　自分の状じよう況きようを疑ぎ問もんに思い、しかしすぐに思い出す。夜一を狙う鬼に襲われ、怪我をしたこと。なんとか逃げ出したものの、傷の痛みと熱で一ひと晩ばん中じゆう魘されていたこと。

　だがその熱も痛みも、今はすっかり引いていることに気付いて、汐月は驚いた。咄嗟に布の上から、抉られた肩の傷に触れる。やはり痛みはない。

「……ん……」

　すると、汐月のお腹なかの上で伏ふせるようにして眠っていた夜一が、目を開けた。

　夜一はしばらくの間、寝ね起おき特有のぼんやりとした瞳で汐月を見つめていたが、すぐに、起き上がっている姿に目を見開く。

「汐月！」

　夜一はそのまま、ガバッと勢いよく汐月に抱きついた。

「よ、夜一!?」

「よかった……ぼく、このまま汐月が、し……死んじゃうんじゃ、ないかって……！」

　汐月に抱きつきながら、夜一がしゃくり上げる。昨夜からあんなに泣いていたというのに、夜一の涙はまだ枯かれないらしい。

「体は!?　もう平気!?　っ、よかった、よかっ……」

「──ありがとう、夜一」

　心配してくれたことが嬉うれしくて。一晩中自分の看かん病びようをしてくれたらしい彼の頭を、ぽんと汐月は軽く叩たたく。

　ふと甘い香りが鼻をくすぐった。蕩とろけるようなその香りに、汐月は自分でも気付かない内に、ごくりと唾つばを飲み込んでいた。




　それからあっという間に、数日が経った。

　傷はいつの間にか綺麗に治っていて、汐月は自分の体が不思議で仕方なかった。けれどその疑問以上に、もう心配はいらないという安あん堵どの方が大きかった。

　夜一も「早く治ってよかった」と、汐月同様あまり気にしていないようだった。

　夜はいつも通り、一つの布団で一緒に眠る。

　並んで眠る夜一はすっかり夢の中で、穏おだやかな寝ね息いきを立てていた。

　そんな彼を、汐月はじっと見つめている。

「……」

　ふと手を持ち上げ、汐月は、眠っている夜一の頰ほおを指先でなぞった。

　柔らかくて温かな肉の感触に、音を立てて汐月の喉のどが鳴る。

　ゆっくりと汐月は上半身を起こすと、夜一のことを見下ろした。

　空くう腹ふく。いや、喉の渇かわきに似ているかもしれない。とにかく、無む性しように〝ほしい〟と思う。何がほしいのかは、自分でも分からない。

　汐月は無意識に、夜一へ顔を近づける。甘い香りが一いつ層そう強くなる。

　唇を開き、白くて細い無防備なその首へ、歯を突つき立たてようとして──。

「ん……」

　小さく呻いた夜一の声を聞いて、汐月の動きが止まった。

「……え……？」

　硬こう直ちよくしたまま、汐月は目を見開く。霧きりがかかったようにぼんやりとしていた頭が、突とつ如じよすっきりとした。我われに返った、という表現が一番近いのかもしれない。

　そして汐月は、思わず布団を蹴け飛とばすようにして後退った。

「え、おれ……」

　──何を、しようとした？

　自分に問いかけた途と端たん、怖くなって汐月は小屋を飛び出した。

「はっ、は……」

　どこに向かっているのか、自分がどうしたいのか、分からない。

　だがとにかく、夜一から離れなければいけないと思った。

　気付けば汐月は、あの湖に辿たどり着ついていた。つい先日、鬼に襲われた場所。

　湖に駆け寄り、冷たい水で顔を洗あらう。落ち着け、と何度も顔に水を叩きつけた。

　それから不意に、水面を覗き込んだ汐月は。

「……!?」

　そこに映る自分の、片方だけ緋ひ色いろに染そまった瞳と、髪の隙間から見える角を見て、大きく目を見開いた。
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「……くん、汐月くん」

　軽く肩を揺すられ、聞こえてきた遠えん慮りよがちな珀はくの声で、汐月は目を覚ました。

「……夢……？」

　嫌いやな夢記憶を見た、と重い瞼まぶたを無理やりこじ開け、汐月は机つくえから顔を上げる。

　汐月の顔を覗き込むようにして、隣に珀が立っていた。珀は汐月が目を覚ましたのに気付くと、苦く笑しようを浮かべながら軽く曲げていた上半身を起こす。

「……僕、いつから寝てました？」

「四時限目の途中かな。もう昼休みだよ」

　珀の言う通り、教室の中に教師の姿はなく、生徒達がそれぞれ賑にぎやかに騒いでいた。珀の腕の中には弁当箱がある。

「昨夜、あまり寝られなかったの？　昨日、帰ってきたの遅かったよね」

「……ええ、まあ」

　汐月と珀は寮りようで同室だ。汐月が夜一の部屋から帰ったのは、朝の光が届くかという明け方頃ごろ。結局、汐月はほとんど眠れなかった。

「……」

　その原因となる首元──制服の詰つめ襟えりに、汐月は指先で触れる。

　しっかりと締しめられたそこ。詰襟で見えないがその下には、まるで華はなが咲いたような、縄なわのように首を一周する痣あざがある。

　違い和わ感かんは特にないが、鏡で見ればしっかりとそこに存そん在ざいしているそれは、汐月が夜一の奴ど隷れいとなった証あかし。

　昨夜のことは、夢ではない現実だ。

「汐月くん？」

　黙だまり込んだ汐月の様子に、珀が首を傾かしげる。

　意識がまた昨夜のことに持っていかれていた汐月は、珀の声で我に返った。慌てて笑えみで取とり繕つくろうと、イスから立ち上がる。

「なんでもありません。お昼、食べましょうか」

　汐月はそう言って、珀を促そうとした。

　が、その途と端たん、勝手に足が動き出す。

「え？　ど、どこ行くの？」

　驚いたような珀に、汐月自身わけが分からず答えられない。自分の意思ではなく教室の出入り口に向かいながら、ふと気付く。

『昼休み、購こう買ばいでパン買って、屋上まで持って来いよ』

　今朝方、部屋に帰る間ま際ぎわ、夜一はそう汐月に命令した。これは、その結果だ。

　汐月は舌打ちする。確かに昼食を買うために購買へ向かおうとは思っていたが、今自分を動かしているのが彼の命令のせいだと思うと、なんだか癪しやくだった。

　とはいえ、足は止まらない。珀を振り返り、汐月は言う。

「こ、購買に行ってきます。先にいつもの場所に行っててください。すぐ向かいますので」

　おかしいと思われないよう笑顔をつくるものの、その笑みは引ひき攣つっていた。

　珀の返事も聞かず廊ろう下かへ出て、汐月は購買へ向かう。いや、向かわされる。

「……思ったより厄やつ介かいですね」

　早足で進みながら汐月は、ハアと一人、溜め息をついた。
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「持ってきましたよ！」

　やけくそ気味に叫びながら、汐月は屋上に繫がる扉を開けた。汐月を待っていたらしい夜一を発見すると、大おお股またで彼に歩み寄り、袋ふくろに入ったパンを勢いよく差し出す。

「遅かったな」

「……それは申しわけありませんね」

「あ、クリームパンなんか買ってきやがって。俺甘いの嫌きらいなんだよ」

　袋の中を覗き込んだ夜一は、嫌そうに眉まゆを歪ゆがめる。そして目ざとく片手に提さげられている汐月の袋を見つけると、強ごう引いんにそれを奪うばい取とった。中から勝手に自分好みのパンを取り出し、クリームパンと交こう換かんする。

　買ってきた礼もなく、あまつさえ強ごう奪だつする夜一に、汐月はひくりと頰を引き攣らせた。

　文句があるなら自分で買いに行けばいいし、好みがあるなら先に言えばいいのに。イラッとしたが、だからといってここで口答えするのも時間の無む駄だだと分かっているので、顔に出そうになった怒いかりをなんとか胸むねの内に抑おさえ込んだ。

　そこで汐月は、夜一の背後、少し離れたところに誰かがいると気付く。

　夜一と同い年くらいの彼は、身長も体格も、汐月や夜一より大きい。それでいて纏まとう雰ふん囲い気きは優やさしいものだ。少し癖くせのある柔らかそうな短たん髪ぱつが、風に揺れていた。

　そんな彼は今、不可解そうに眉を顰ひそめて汐月と夜一のやり取りを見ている。

　一体誰だろうと汐月が疑問に思った直後、彼は足早に夜一へ歩み寄って来た。

「よーちゃん、何してるのさ！」

　突然荒あららげた声を掛かけられて、汐月だけでなく、夜一も驚いたような顔をする。

「な、何が」

　彼はガシッと夜一の両りよう肩かたを摑むと、勢いよく揺らした。
















「後こう輩はいをパシリに使うなんて……、おれっ、よーちゃんをそんな子に育てた覚えないよ!?」

　夜一の上半身と長い髪が、揺れる動きに合わせて大きく前後する。

　汐月は二人の様子を呆ぼう然ぜんと見ながら、どうやら夜一と親しい者らしいと理解する。よく考えれば、屋上に二人でいる時点で、知らない者同士なわけがない。

　しかも、よーちゃんなんて、夜一にそんな呼び方……。

「……ふっ」

　思わず汐月が噴き出すと、夜一が振り返った。にまにまと頰を緩ゆるめる汐月を見て、悟さとったらしい。夜一の白い頰が、微かすかな朱しゆ色いろに染まる。

「放せ蓮れん次じ郎ろう！」

　そして自分の肩を摑む彼──蓮次郎というらしい──の手から無理やり逃のがれると、笑っている汐月の頭に、思いきり拳こぶしを振り下ろした。

　予想外の一いち撃げきに身構える余よ裕ゆうもなく、汐月はもろにその衝しよう撃げきを食くらう。頭部に痺しびれるような痛みが走った汐月は、反射的にその箇か所しよを押さえて蹲った。

「笑ってんじゃねえ！」

　夜一が赤い顔で怒ど鳴なる。

「ちょ、ちょっとよーちゃん！」

「テメエもその呼び方やめろって何度言ったら分かんだよ!?」

「だ、だって昔からだし、今さら呼び方は変えられないよ」

　頭上で繰くり広ひろげられる言い合いを聞きながら、汐月は痛みに呻く。半はん鬼きで、人間より体のつくりは丈じよう夫ぶだが、殴なぐられれば痛いことに変わりはない。しかもあんな渾こん身しんの力で……。

「貴方あなたってば本当、ひどいですね……」

　涙目になりながら呟くと、すっと汐月の目の前に手が差さし伸のべられた。

「大丈夫？」

　心配そうに眉まゆ尻じりを下げて汐月に手を出していたのは、蓮次郎だった。

「あ、はい」

　自分を心配してくれる彼に頷いて、汐月はその手を借りながら立ち上がる。それから改めて彼を見上げると、汐月とは頭一つ分身長差があった。

　汐月と目が合うと、彼は優しく、垂たれ気味の両目を細めて笑う。

「山やま吹ぶき蓮次郎です。よーちゃ……夜一とは親しん戚せきで、別クラスだけど同じ学年」

「あ、僕は巴ともえ汐月です。一年で、夜一……さんとは、その」

　関係をどう説明しようかと悩なやんだ汐月だったが、汐月を遮さえぎるように夜一が口を開いた。

「友達だ」

　はっきりと、迷いなく、夜一は言った。

「え……」

　その言葉に汐月は驚く。まさか、そんな風に言ってくれるとは思わなかったのだ。

　対して蓮次郎も、大きく目を見開いて夜一を見ている。それから信じられないと言いたげな顔で汐月を見ると──その表情が、一気に緩んだものになった。

「そうなんだ!?」

　蓮次郎は嬉しそうに汐月の右手を両手で握ると、勢いよく上下に振り始めた。

「え、あの、えっと……」

「まさかこんな捻ひねくれ者のよーちゃんに友達ができるなんて！　おれ、嬉しいよ！」

「蓮次郎！」

　にこにこと悪気なく笑う蓮次郎に、怒鳴る夜一。だが蓮次郎はそれを気にする様子もなく、しばらくの間勢いに任せて汐月の腕を上下に振り続けていた。よほど夜一の、「友達」という言葉が嬉しかったらしい。

「だからパンも一緒に買ってきてくれたんだね」

「ま、まあ……」

「ありがとうね、汐月君。あ、ジュースいる!?　今買ってくるから！」

「え、いえ、あの……」

　蓮次郎はそこでやっと、汐月の手を解放した。何度も振られたせいで、腕が少し痛い。

「ちょっと待っててね！」

　汐月の返事も待たず、スキップに近い足取りで蓮次郎は屋上を出て行った。

　蓮次郎の背中を見送ってから、汐月はゆっくりと、夜一に顔を向ける。

「親戚なんていたんですね」

「それくらい俺にだっている。まあ遠い、血が繫がってるのか繫がってねえのか分からねえくらいの、微び妙みようなとこだけどな」

「ふーん」

　数えるほどしか会話をしなかったが、面めん倒どう見みがいい人というのは、よく分かった。

「それにしても……」

　先ほどの会話を思い出し、汐月はほくそ笑む。

「すごい言い草でしたね、さすが、よーちゃん」

　わざとらしい言い方で言うと、キッと夜一に睨にらまれた。

　その反応がおかしくて、汐月はくすくすと喉の奥おくから声を漏もらすようにして笑う。

「いいじゃないですか。よーちゃん、なんて。可愛くて」

「うるせえ！」

「何なん歳さいから呼ばれてるんです？　よーちゃん」

「だーっ！　くそ！　『一いつ旦たん黙だまれ』！」

　唸うなるように夜一が怒鳴った途端、汐月は声が出なくなった。

　それは、夜一からの命令。服ふく従じゆうの証。

　だが汐月は、咄嗟にそれに逆らおうと、喉の奥から声を絞しぼり出そうとした。

　が、その瞬しゆん間かん、喉に痛みと熱が走る。それはまるで、鋭するどい刃は物もので首を切られるような感覚だった。喋しやべるなと、脅おどされているかのような。

「……」

　声を出すことも叶かなわず、文字通り黙った汐月は、無言で襟えり越ごしに自身の喉に触れた。指先でそこを撫なでる。痛みを感じた箇所は、服従の証である痣が刻きざまれたところだ。

　やはり、厄介な代しろ物ものである。

「……遠くても、親戚だからな。そこそこ長い付き合いだ」

　汐月から視し線せんを外した夜一が言った。それは先ほどの疑問の答えだ。具体的な年数は口にしなかったが、昔からその呼び名で呼ばれている、と言いたいのだろう。

　といっても先ほどのそれは、解答を求めるというより、夜一をからかうための材料といった方が近いのだが、それはさておき。

「へえ……。僕よりも仲いいんです？」

　黙れという命令は、一旦という言葉通り一時的なものだったらしく、汐月の喉から声はすぐに出た。だが、思わずそう言ってから、汐月は目を瞬く。

　それは、夜一も同じだった。

「あ？」

　聞き返されて、汐月は咄嗟に唇を手のひらで覆い、顔を背そむけた。

「……なんでもないです。それにしても、貴方があんなにはっきりと〝友達〟と言ってくれるなんて、思いませんでしたよ」

　無意識に発した言葉などなかったように、汐月は改めて顔に笑みを浮かべると口を開く。

「僕達、友達なんですかね？」

　意地悪く、問いかけた。

　すると間かん髪はつ容いれず、夜一から返事がくる。

「んなわけねえだろ」

「……え」

「テメエは下げ僕ぼくだろうが」

「……だってさっき」

「ああ言っとけば蓮次郎も黙る。変なこと言ってあれこれ詮せん索さくされる方が面倒くせえ」

「……そうですか」

　少し肩かた透すかしを食らったかのような気分だが──確かに、夜一が心からの言葉で「友達だ」と言ったのであれば、それはそれで薄うすら寒い。そのため汐月は頷くほかなかった。

「ああ、あと今日の夜、空けとけ。零時以い降こうな」

「え？」

「仕事が入った。ついて来い」

　退たい鬼き師しとしての仕事だと、訊かなくても分かる。

「僕も行くんですか？」

「下僕のくせに文句あんのか？　『零時、寮の門のとこまで来い』。分かったな？」

　夜一の言葉と同時に喉がチリ、と痛み、それに汐月は眉まゆ根ねを寄せる。

「……分かりました。もう他に用はないですよね？　戻ります」

　さっと渡わたして帰るつもりが、思ったより長居してしまった。

「ここで食ってかねえのか？」

「珀を待たせてるんで」

「ふーん」

　そんな汐月に、夜一が呟く。

「そいつ、友達なのか？」

　夜一からの問いかけに、汐月は目を瞬かせる。が、すぐに唇の両りよう端はしを吊つり上あげ、目を細めた。その表情は、形こそ笑顔だが瞳は決して笑っていない。

「まさか。人間なんかと僕が、友達になるわけないでしょう？」

「……あっそ」

　夜一はそう応えると、汐月から顔を逸そらして片手を振った。シッシ、と振る手は虫でも払はらい除のけようとするかのようで、汐月は苦笑する。

　それ以上話すことはないとでもいうように、夜一は汐月に背を向けた。汐月はそんな夜一の背中を見つめ。

　不意に、彼へと距きよ離りを詰つめた。

　音もなく、一いつ瞬しゆんでゼロ距離へ。鬼と化し、刃やいばとなった爪で夜一の白い首を狙い──。

　爪の先が皮ひ膚ふに触れるより早く、目の前に夜一の指が二本、突つき出だされた。

　ぴたりと汐月の動きが止まる。

「お前が俺を喰うのと、俺がお前を殺すのと。どっちが早いか試ためしてみるか？」

　振り返った夜一が、冷たく汐月へ問いかける。

　前まえ髪がみの下で片方だけ緋色に染まった目で、汐月は声同様冷たく光る夜一の瞳を見つめ返した。

「……いえ、やめときます」

　鬼化を解いて人間の姿に戻った汐月は、腕を引くと一歩後ろに下がる。

「どうせ僕は貴方に逆らえないんです。この状況でそんな質問、無意味でしょう？」

　距離を取っても尚手を下ろさない夜一へ、汐月は微笑みかけた。

「でも忘れないでくださいね、夜一。僕はいつでも貴方を狙っていますから」

　夜一に背を向け、汐月は歩き出す。夜一からの返事はなく、汐月の持っている袋の乾いた音だけがその場に響ひびいた。

　彼が自分を見つめている気配を感じながら、汐月は振り返ることなく屋上をあとにした。
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　カーテンの隙間から差し込む月明かりが、寮の部屋を照らしている。

　二に段だんベッドの上じよう段だんで、汐月はそっと目を開けた。耳を澄ませば下から、くー、すー、という、穏やかな珀の寝息が聞こえてくる。どうやらぐっすりと眠っているらしい。

　それを確かく認にんして、汐月はベッドから降おりた。

　わざわざ部屋の灯りを点つけなくても、汐月の鬼の目には月明かりだけで充じゆう分ぶんである。音を立てないよう気を付けながら、汐月は手早く私し服ふくに着替えた。

　玄げん関かんから持ってきた靴くつを片手に、閉じられている窓に手を伸ばす。

「う……ん……」

　途端聞こえてきた珀の声に、窓を開けようとしていた汐月は、ビクッと体を揺らした。起こしてしまったのかと慌てて振り返ったが、そんなことはない。寝ね言ごとだったらしい。

　それに胸を撫なで下ろすと、汐月は改めて、両開きの窓を開けた。

　夜風が室内に流れ込み、汐月の髪と頰を撫でる。

　そのまま狭いベランダへ出た汐月は、後ろ手で窓を閉めると、躊躇ためらう様子もなく軽い足取りで、ベランダから飛とび降おりた。

　寮の、汐月と珀の部屋は三階だ。普ふ通つうに考えれば、飛び降りたら怪我は免まぬがれない。

「……っと」

　だが靴くつ下したのままの足で、汐月は綺麗に着地した。着地の衝撃で痛がる様子もない。

　その場で靴を履はき、そこから寮の門へ向かう。

「遅い」

　門へ着くと、先に来ていた夜一に、開口一番文句を言われた。

「時間、貴方に言われた通りぴったりですけど」

「俺を待たせてる時点で遅いんだよ」

　あまりにも理り不ふ尽じんな物言いに、汐月は溜め息をつく。

「……すみませんね。けど、一人部屋の貴方と違って、僕は合あい部べ屋やなんです。この時間の外出も禁止なので、誰にも見つからないようこっそり抜け出してきたのに……」

「大変だな」

　無関心な口調の夜一に、汐月は呆あきれた。

「貴方だって、見つからないようにするのは大変だったんじゃないですか？」

「俺はお前と違って、外出許可出てるからな」

「……ああ」

　そこで汐月は、改めて夜一の格好を見て、頷く。

　長い髪を後頭部で束ねる姿は、いつも通り。しかしその格好は、いつも見る学生服ではない。狩衣仕事着を着用し、錫しやく杖じようを握る姿は、退鬼師としての正装だ。

「つか、なんだお前」

「何がです？」

「首のそれ」

　思わず汐月は自分の首に触れた。指先に触れる布の感触は包帯だ。制服以外では襟えり元もとの開いた服しかなく、痣を隠すために包帯を巻いたのだ。

「厨ちゆう二にかよ。キモ」

「誰のせいだと思ってるんですか！」

　吐はき捨すてる夜一へ言い返す。汐月だって好んでこんな格好をしているわけではない。

　夜一は「はんっ」と鼻を鳴らして笑う。そして汐月へ、片手に持っていた何かを投げて寄こした。

「着替えろ。俺のだけどいけるだろ」

　受け取って見たそれは、夜一の着ているものと揃そろいの狩衣だった。

「え、でも僕と貴方じゃサイズが違うんじゃ……」

「折ったり、やりようはいくらでもあんだろ。頭使え」

　そう言って夜一は、さっさと一人歩き出す。

　夜一と手の中の狩衣を交こう互ごに見た汐月は、溜め息を吐くと渋しぶ々しぶ彼のあとを追った。
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　狩衣に着替えた汐月は──ちなみに元々着ていた服は、適当に隠してきた──月の照らす山道を、夜一と共に並んで歩く。

　諷ふう印いん学舎は山に囲まれているため、街へ行くにはそこを越こえて行かなければならない。

「ッ……」

　その途中、全身に衝撃が走って汐月は呻いた。

　表情を歪めた汐月に気付いた夜一が、歩きながら振り返る。

「おい、どうした？」

「いえ……結界を抜けただけです」

　学舎に張られた、鬼を拒こばむ結界。鬼を完全に弾はじくそれは、半鬼である汐月を拒みはしない。ただそれでも、汐月の体に流れる半分の鬼の血に反応するため、通り抜ける際、汐月は刃で斬きりつけられるような感覚に襲われるのだ。

「ああ、そこにあんのか」

「他ひ人とごとですね。貴方のせいで僕、通りたくもない結界通らされてるのに」

「なんで俺がテメエなんかに気ぃ遣つかわなきゃなんねえんだよ。大体、もう何度も通ってんだろ。ここに入るときと、あと……」

　幼い頃、夜一の小屋に迷い込んだときと、出て行ったとき。あのときはこの感覚が何なのか、汐月は分からなかった。結界の境目は、あの湖の──。

「……ま、どうでもいい」

　ぷい、と夜一は汐月から顔を背けた。

「ここからそう遠くない街に鬼が出た。比ひ較かく的てき近い場所ってことで、俺に仕事が回ってきた」

　無理やり話題を断たち切きるように、夜一は仕事の説明をする。

「低級ですか？　上級ですか？」

「さあ。遺い体たいが放置されてたから低級だって言うやつもいるし、目撃者がいねえ──上う手まく隠れてるから上級だっつーやつもいる」

　淡たん々たんと言う夜一の横顔が、ほんの一瞬歪んだ……ように、汐月には見えた。

「けど俺は、上級の可能性があるなら行くまでだ」

　低い呟きは独り言のようで、なんとなく聞き返すことも憚はばかられた。それきり二人は、無言で街へ向かう。

　そう遠くないとは言われたものの、学舎は鬼を相手にする授業があったり、鬼に狙われたりする可能性もあるため、街からは少し離れた場所に建てられている。寮も同様だ。そのため到とう着ちやくまで、歩いて一時間はかかった。

　着いた街は、夜だから寝ね静しずまっている、というには静か過ぎるほどの沈ちん黙もくが広がっていた。通りには人っ子一人おらず、人の気配どころか、車一台すら通らない。

「随ずい分ぶんと静かですね」

「今夜は避ひ難なん警けい告こくが出てて、みんな街ここにいねえからな」

　行くぞ、と街灯に照らされる中を、夜一が歩く。汐月は半歩後ろから、それに続く。

「仕事っていつも貴方一人なんですか？」

「ああ。俺に振られた仕事だからな」

「……僕は？」

　夜一に与あたえられた仕事に、退鬼師として何なんの資格もない汐月が参加していいものなのだろうか。今さら疑問に思って訊けば、夜一は「何言ってんだ」と言いたげに眉を顰ひそめる。

「テメエは下僕だろ？　俺の道具だ」

　道具なのだから、自分がどう扱あつかおうが構わない──と。

　汐月からの質問に、当然、とばかりの口調で夜一は言った。

「……はいはい」

　あまりにもきっぱりとした物言いに文句を言う気も失うせて、呆れたように汐月は呟く。

「それで？　道具は何をすればいいんです？」

「鬼が出たら、お前がやれ。お前の鬼としての力量が見たい。ただし殺すな。……一応な」

「分かりました」

　迷う様子もなく歩く夜一は、鬼がどこにいるのか分かっているようで、汐月は無言であとを追うばかりだ。

「お前ってどれくらい強いんだ？」

　不意に夜一が尋たずねてきた。

「強いの基準が分かりませんが……能力的には上級未満です。低級よりは強いと思いたいですけど、どうでしょうね」

「強くなりてえから、完全な鬼になりたいのか？」

　夜一の質問に汐月は答えない。しかし夜一に『話せ』と命令されてしまった。

「……言ったでしょう。母を殺した鬼に復ふく讐しゆうしたいと」

　母を襲った鬼の姿すがた形かたちは、正直もうほとんど記憶に残っていない。だが喋っていたことは覚えている。つまり、上級の鬼だったということだ。

「ちょうどいいじゃねえか。今日も鬼退治だ」

　夜一の道具という不本意な形のため、素す直なおに頷くのが憚られた汐月はそっぽを向いた。

「……それに……」

「あ？　なんだよ」

　無意識に思いを口にしかけて、汐月は言葉を吞み込む。だが命令は未いまだに効力を発はつ揮きしており、話したくないのに、唇が勝手に言葉を紡つむいだ。

「僕は、鬼にも人間にも受け入れられない、中ちゆう途と半はん端ぱな存在なんです。やめられるものならやめたいんですよ。……こんな気持ち、貴方には分からないかもしれませんが」

　静かに言った汐月へ、夜一が振り返る。街灯の逆光でその表情は見えなかった。

「……ところで、どこに向かっているんですか？」

　先ほどからただ歩いているばかりで、いつまで経っても目的地らしき場所に着く気配がない。話題を変える意味も兼かねて訊けば、夜一は首を横に振った。

「どこも」

「え？　鬼の居場所を知ってるんじゃ……」

「知るわけねえだろ。この辺りに出しゆつ没ぼつしたって聞いただけだ」

　ぱちぱちと汐月は目を瞬かせる。

　地図で見れば決して広くはない街だが、足で歩くには狭い範はん囲いでもない。闇やみ雲くもに探さがして見つかるものなのだろうか。

「問題ねえよ」

　そんな汐月の内心を察し、あっさりと夜一は答える。

「俺の匂においを嗅ぎつけて、そのうち向こうからやって来る。低級だったら後先考えず突っ込んでくるから分かりやすい。まあ見つからなくても、探す手しゆ段だんなんていくらでも……」

　そこまで言ったところで、夜一が足を止めた。汐月も同様だ。

「……噂うわさをすれば、だな」

　大通りの前方。普ふ段だんであれば車の交通量が多いそこに、影があった。月を背はい景けいに、覚おぼ束つかない足取りで歩いてくるのは──低級の鬼だ。

　鬼はその赤い瞳で夜一を捉とらえると、歪いびつに唇の両端を吊り上げた。鋭い牙きばが覗のぞき、涎よだれが顎あごを伝い落ち……そして鬼は夜一に向かって、壊こわれた人形のような足取りで走り出した。

「『行け』」

　夜一に命令され、素早く汐月は彼の前に躍おどり出た。

　同時に汐月の容よう姿しが変化する。

　額には二本の角。

　薄く開いた唇から覗く鋭い牙。

　髪の隙間から覗く片方だけ赤い瞳が、爛らん々らんと夜の中に輝く。

　向かって来る鬼に向かって、汐月も駆けた。

　互たがいがすれ違ちがう、一瞬。
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　鬼が悲ひ痛つうに吠ほえた。

　というのも、鬼の両りよう腕うでがもぎ取られ、肩から先がなくなっていたからだ。血を溢れさせながら、鬼はその場に膝ひざをつく。

「……」

　背後には、鬼の両腕を持つ汐月の姿があった。彼の手は、鬼の血で汚よごれている。すれ違った際、汐月は鬼の両腕を摑むと同時に千切り取ったのだ。

　痛みに吠え続ける鬼へ、狩衣を揺らしながらゆっくりと夜一が近づく。

　鬼は夜一が眼前に立つと、開きっ放しの口から盛せい大だいに涎をまき散らした。夜一に喰らいつこうと腰こしを上げる。

　が、立ち上がる前に、汐月はその背中を踏みつけた。強く地面に押さえつけられた鬼は、起き上がることもできない。

「仲間に容よう赦しやねえな、お前」

　そう声を掛けられた汐月は、無言で夜一を睨んだ。

　対して夜一は、汐月の態度を気にもせず、押さえつけられた鬼を冷ややかに見下ろす。

「ハズレだ」

　夜一は大きく溜め息を吐はくと、錫杖を軽く持ち上げた。

「我望む。鬼を滅めつせよ」

　振り下ろされた錫杖から、光の刃やいばが逬ほとばしる。それはまるで、月の光を具現化させたのではないかと思うほど、神しん聖せいで眩まばゆかった。

　汐月は鬼の腕を放り投げると、後ろに跳ちよう躍やくして、鬼から距離を取る。

　刹せつ那な、鬼は光の刃に攻こう撃げきされ、腕もろとも霧む散さんした。

「術を掛けるなら言ってくださいよ。僕まで巻き込まれたらどうするんですか」

「術が効かねえっつったのはお前だろ」

　唇を尖とがらせる汐月に鼻を鳴らして答えると、夜一は鬼がいた場所に背を向けて歩き出す。

　そんな彼を視し界かいの端はしに捉えながら、汐月は姿を人間のそれに戻した。

　──これで、仕事は終わりだ。

　あまりの呆あつ気けなさに、汐月は拍ひよう子し抜ぬけする。が、同時に納なつ得とくもした。これだけの力があるのなら、学生でありながら退鬼師として活動しているのも頷ける。

「けど使えるな、お前。理性もない低級化け物よりよっぽど役に立つ」

「そりゃどうも」

　役に立つという言葉なのに、嬉しくもなんともない。

　溜め息をつきながら夜一に駆け寄り、彼の隣に並んだ汐月は、ふと疑問が浮かんだ。

「夜一、ハズレってどういうことですか？」

「そりゃ低級だから。蘇芳すおうのこと何も訊けねえ」

「蘇芳？　何の話です？」

　それは前に、汐月もされた質問だ。

　夜風が、二人の着ている狩衣と、汐月の髪、夜一の長い髪を揺らす。ザア──と風はしばらくの間汐月の鼓こ膜まくを響かせ、やっとそれが止やんだ頃、夜一が薄く唇を開いた。

「テメエには関係ねえ」

　きっぱりとした口調で、一いつ切さい汐月を見ずに、夜一は言った。
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　仕事を終え、汐月は夜一と共に寮へ戻ってきた。

　私服に着替えて狩衣を夜一へ返し、こっそりと壁かべを伝って自室のベランダに立つ。

　ちなみに夜一は外出許可が出ているため、堂々と玄関から寮に入って行った。

「ふう……」

　仕事自体は簡かん単たんだったが、行き帰りで疲つかれた。

　夜一はこれからも仕事に汐月を連れて行くつもりらしく、想像するだけで気が滅め入いる。まあ、鬼に復讐したいという汐月の願いが叶う、という考え方もできるが……。

　靴を脱ぬぎ、部屋に入った汐月は──そこでベッドに起き上がっていた珀と、目が合った。

「はっ……！」

　珀、と叫びかけて、慌てて手で口を覆う。今は深夜だ。大声は響いてしまう。

「お、起きてたんですね」

「うん、たまたま……」

「僕もですよ。眠れなくて」

　靴を片手に窓を閉め、汐月はにっこりと笑顔をつくる。

「なので夜の散歩に。秘ひ密みつにしておいてください。外出許可取ってないんで」

　つっこまれる前に適当な話をしておく。先手必勝だ。

「……ベランダから？」

「ええ」

「三階だよ？」

「……意外と平気です」

　靴を片かた付づけ、汐月は寝ね巻まきに着替える。その間も、ずっと珀の視線を感じていた。

「……あれ、汐月くん、首の包そ帯れ……」

　不意に珀に言われて、汐月は肩を跳ねさせた。が、すぐに微笑みながら彼へ振り返る。

「なんでもありません。それより僕、もう寝ますね。おやすみなさい」

　さっさと二段ベッドの梯子はしごを上り、スプリングを小さく軋きしませながら布団に入れば、「汐月くん」と下から珀に呼ばれた。

「あの……何かあるなら、言ってね。ぼくでよければ相談に乗るから」

　……どうやら汐月に何か悩みがあるのでは、と思ったらしい。

　深くは聞かず、けれど心配の気持ちだけは伝えてくれる珀に、汐月は目を見開く。けれどすぐに、珀に気付かれないよう溜め息をついた。

「……ありがとうございます。おやすみなさい」

「うん。おやすみなさい」

　それきり部屋の中は静かになる。

　シーツに深く身を沈めた汐月は目を閉じ、唇を嚙んだ。

　人と関わる気などないのに、ここにいる限り体てい裁さいを保たなければならない。

　面倒くさい。これも全部、夜一のせいだ。

　心の中で悪態をつきながら、汐月は睡すい魔まが訪おとずれるのを待つばかりだった。
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　校舎から寮りようまでは、徒歩で約十分ほど。

　周囲を山に囲まれた決して長くはないその距きよ離りを、汐し月づきは歩いていた。隣となりには珀はくの姿すがた。

　わざわざ一いつ緒しよに帰ろうと言ったことはないのだが、珀はいつの間にか、汐月と登下校を共にするようになった。別に邪じや魔まなわけでもなく、また、クラスどころか寮でも同室なので、あえて断る理由もないと、汐月は彼の好きにさせている。

「もうすぐ試験だね。ぼくまだ退たい鬼きの術まともに使えなくて……不安だなあ」

　入学試験の結果が、最下位と下から二位の二人だ。珀は汚お名めい返上したいようだったが、成績に興味のない汐月は、話半分に聞き流す。

　汐月が試験の話題に興味がないと珀も気付いたのだろう。「そういえば」と話題を変える。

「ずっと気になってたんだ。汐月くん、縹はなだ依い先せん輩ぱいと仲良しだったんだね」

　隣を歩く珀からの唐とう突とつで予想外な言葉に、汐月は噴ふき出だしそうになった。が、寸すんでのところでなんとか抑おさえ込こみ、無理やり笑えみを浮うかべて顔を向ける。

「……どうしてそんなこと思ったんです？」

「だって今日も、パン買って、縹依先輩に渡わたしてたみたいだから」

　にこにこと明るい笑みでそう答えられて、汐月は笑顔のまま唇くちびるを閉とじた。

　夜よ一いちに服ふく従じゆうの契けい約やくを結ばれて、数日。その日からずっと汐月は、昼休みに購こう買ばいへパンを買いに行かされている。夜一の言うことを聞く必要はないと頭では思っているのだが、昼休み開始のチャイムが鳴ると、包帯で隠かくした痣あざが反応し、体が勝手に動き出すのだ。

　夜一といつも一緒にいる蓮れん次じ郎ろうからは妙みような信しん頼らいまで得る結果となっていて、不本意なそれに、汐月は何とも言いがたい。

　──ともかく。

　同じ教室の珀は、そんな汐月の行動を把は握あくしていたらしい。だが実際、購買でパンを買って夜一へ届けている現場を、誰だれにも見られていないわけがないのだ。むしろ今まで、誰からも指し摘てきされなかったことがおかしい。

「……仲がいいかはさておき、まあ、知り合いです」

　単たん純じゆんにそれをつっこんでくる知り合いがいなかっただけかと一人で納なつ得とくしながら、汐月は適当な言葉を口にする。

「よ……縹依先輩、昔の知り合いだったんです。人ひと違ちがいだと思ってずっと話しかけなかったんですけど、この間本人だったことが発覚して」

「へえ……！」

　笑顔のまますらすらとそう言えば、珀は納得したように目を丸くする。実際半分は本当なので、汐月の口調にブレはない。

「そういえば前に、話しかけに来たもんね？　……話しかけにというか、その……えっと、仲悪いわけじゃないよね？」

　自分で言っておいて、殴なぐられた汐月を思い出したらしい珀が、自信なさげに尋たずねてくる。

「……まあ、あのときはちょっとした行いき違ちがいで。とにかく、そういうことです」

　そんな話をしながら、寮へ続く道を歩く。都心からも離はなれている田舎いなかの道は舗ほ装そうされておらず、汐月の靴くつの裏うらが砂じや利りを踏ふむ。

「すごいね！」

「……何が？」

「だってあの縹依先輩だよ!?　あんなすごい人と知り合いだなんて……！」

　珀はそう言って、キラキラと瞳ひとみを輝かがやかせる。純じゆん粋すいという言葉がぴったりのそれは、疑うたがうことを全く知らないといった様子だ。

　……彼はそんな、尊そん敬けいに値あたいするような人間じゃないですよ。勝手に服従させて、地じ獄ごくのような人混みの購買へパンを買いに行かせ、それでお礼もないようなやつです。

　内心で汐月は憎にくまれ口ぐちを叩たたく。もちろん口にも、表情にも出さない。

「みんな縹依先輩に憧あこがれてるんだもん。ぼくだってそうだし、クラスのみんなだって。あの櫻さくらくんだって！」

　にこにこと「すごいなあ」と繰くり返かえす珀に、汐月は微笑ほほえんだまま何も言わなかった。
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「……やっぱり尊敬なんてできない」

「あ？」

「いえ、なんでもありません」

　夜一に脅おどすような声を掛かけられて、汐月は首を左右に振ふった。

「んだよ、文句あんのか？」

　気分を害したらしい夜一が舌打ちと共に言う。ベッドの上に両足を投げ出して壁かべに凭もたれかかっている彼は、無雑作に親指で夜の景色を映うつす窓まどを指差した。

「それよりさっさとやれよ。道具は準備してやったんだ。有あり難がたく思え」

　汐月の足元にあるのは、雑ぞう巾きん、ゴム手て袋ぶくろ、水の入ったバケツ。

　それらを見下ろしながら、汐月は頰ほおを引ひき攣つらせる。

　一体誰が、夜に突とつ然ぜん部屋に呼び出されたこの状じよう況きようを予想できただろう。部屋に入った途と端たん、窓に鳥のフンがこびりついてて不快だから掃そう除じしろ、だなんて……。

「どうして僕が」

「俺にやれってのか」

「貴方あなたの部屋でしょう!?」

「汚きたねえだろうが」

「それは僕だって同じですよ！」

　訴うつたえてみるが、夜一は気にする様子もない。

　ハア、と汐月の口から溜ため息いきが漏もれる。

　百歩譲ゆずって、汚いから掃除をしたくないという思いは、認みとめよう。だがそれを他人にやらせようというのは間ま違ちがっている。そう、汐月は思うのだ。

「前に言いましたよね、夜一」

　ベッドへ歩み寄った汐月は、夜一に近づき、シーツの上へ片かた膝ひざをついた。汐月の体重を受けて、ベッドが小さく軋きしむ。

　壁に手をついた汐月は、彼の端たん正せいなその顔を間近で覗のぞき込んだ。

「隙すき、見せない方がいいと思いますけど」

　夜一を喰くらう。たとえ主しゆ従じゆう関係を結ばされていたとしても、その想おもいは変わらないのだ。

　人の多い昼間の学舎内ならともかく、夜の一人部屋で、しかも二人きりなどもっての外。

　その上、汐月はこの数日間で、主従契約には弱点があると気付いていた。

　どうも汐月を好き勝手にするこの命令は、一度に一回ずつしかできないようなのだ。重複した命令はできず、その場合はあとの命令が優ゆう先せんされる。だから『一生俺を襲おそうな』といった長期的な命令には向かない。いつもその場限りのものだけ。

　となれば主従契約など恐おそるるに足らず。隙さえつけばいつでも夜一を襲えるのだ。

　細められた夜一の目が、汐月を見る。

　汐月は微笑み、さらりと流れる彼の髪かみを指先ですくい上げた。そのまま髪を梳すきながら、傷一つない肌はだに触ふれ──。

「いつ誰がテメエに隙見せたっつーんだよ！」

「んぎゃっ!?」

　腰こしかけている夜一へ覆おおい被かぶさるような姿し勢せいを取っていた汐月は、腹はらに遠えん慮りよなしの拳こぶしを入れられて吹ふっ飛とんだ。

「テメエに襲われるような隙がこの俺にあるかよ！　今までにあったか？　言ってみろ！」

　床ゆかに転がった汐月へ、吐はき捨すてるように夜一は言う。その顔が怒いかりに歪ゆがんでいるのは、隙があると思われたのがよほど不快だったかららしい。

　緩かん慢まんとした動作で上半身を起こした汐月は、乱みだれた髪を直し、息を吐はいた。

「……随ずい分ぶん乱らん暴ぼうになりましたよね、貴方。昔はあんなに可愛かわいかったのに」

　汐月のあとをついて回り、一人では何もできなかった。そんな彼が、今はこうだ。

「それはテメエもだろうが。調子乗ってるとぶっ殺すぞ」

「殺せばいいんじゃないですか？　自分の命と僕の命、どっちが大事かは一いち目もく瞭りよう然ぜんでしょう。むしろ、さっさと僕のこと殺すかと思ったのに。意外です、わざわざ生かしてくれるなんて。嫌きらいでしょう、鬼おにのこと」

「嫌いに決まってんだろ。テメエごとき、いつでも殺せるから生かしてやってんだ。利用できるだけ利用してやる」

「……はいはい」

「チッ、ちゃんと礼だって用意してんのにワガママなやつだな」

「え？」

　汐月は目を丸くして聞き返した。すると夜一が何かを差し出してくる。

　それは淡あわい色の布だった。長さは首を一周して巻まくのにちょうどいいくらいだ。

「夜一、これ……」

　思わず立ち上がって受け取り、汐月はしげしげと眺ながめる。新品だった。わざわざ買ってきてくれたのだろうか。

「首の包帯、厨ちゆう二にくさくて見てて寒いんだよ。仕事中はともかく、普段はそれでも着けてろ。そっちのがまだましだ」

「ありがとう……ございます」

　ひどい言われようだし、第一それは夜一のせいだという思いがありつつも、素す直なおに汐月は包帯を外して布を首に巻いた。彼からこんな贈おくりものをされるなど思ってもいなかった。

「だからさっさと掃除しろ」

　交こう換かん条件だというように、低い声で夜一は命じた。ただ、喉のどに痛いたみもなければ、体が勝手に動くこともない。掃除はどうやら、『命令』ではないらしい。強しいていうなら指示だろうか。汐月にとってはどちらでも変わらないが。

「……分かりました」

　逆らってもいいことはないと、汐月はポケットに包帯を突つっ込こみつつ立ち上がり、夜一が用意した掃除道具を手に持って、窓へと歩み寄った。

　カーテンを開けば、確かに窓の外側には白いモノがべったりと付いている。

「……そういや」

　ゴム手袋を嵌はめる汐月の背せ中なかを眺めながら、抑よく揚ようのない声で夜一が唇を開いた。

「お前、いつから俺のこと狙ねらってた？」

　その質問に、汐月の動きが止まる。

「初めからか？　だったらどうして姿を消した。いつでも俺のこと喰えただろ」

「……」

「訊きいてんだろ、おい」

　汐月は答えない。ちらりと視し線せんを上げれば、窓に映る夜一の瞳と、目が合った。

「おい。……『答えろ』」

　夜一がそう言った途端、鋭するどい痛みが喉を襲った。火を押しつけられたかのような熱に、汐月は悲鳴すら上げることができない。

「ッ」

　意に反して、唇が開く。しかし汐月は咄とつ嗟さに、唇を手のひらで塞ふさいだ。

　その理由だけは言いたくない。

　たとえ口が裂さけても、喉が潰つぶれても、絶対に──。

「っ、ぁ」

　咄嗟に飛び出そうになる言葉を吞み込む。

　脳のう裏りに甦よみがえるのは、小屋で過ごした日々。あのときの想いは今でも簡かん単たんに思い出せる。

　──けれど今は違う。そんな想いなどもう持っていない。持っているわけにはいかない。

「あ、ぐ……ッ」

　喉が締しめつけられる。熱い。立ったままでは痛みに耐たえ切れず、汐月は腕うでを窓に押おしつけて体を支えた。

「ッ、なんで」

　荒あらい足取りで近づいてきた夜一が、そんな汐月の肩かたを摑つかんだ。

「そんなに言いたくねえのか!?」

　乱暴に振ふり向むかせ、口を覆おおう汐月の手を離させる。

「……ッ」

　甘あまい香かおりに触しよく発はつされるかのように、無意識に汐月の唇が動いた。が、言葉を発する前に強く唇を嚙かみ締しめ、挑いどむような瞳で夜一を睨にらむ。その瞳には、この命令にだけは従したがうまいという、汐月の強い意志があった。

　汐月の目を見た夜一は、驚おどろいて息を吞のむ。

「……なんで」

　夜一の呟つぶやく声が聞こえる。これまでどんな命令にも応じてきた汐月が頑かたくなに拒きよ絶ぜつすることに、驚きを隠せないらしい。

「お前、そんなに──『もういい』！」

　舌打ちと共に夜一が叫さけべば、すっと一いつ瞬しゆんで痛みも熱も消えた。

　同時に、肩を摑んでいた夜一の手が乱暴に離れる。その勢いに負け、汐月は半歩よろめく。強く嚙み締め過ぎたせいか、舌の上に鉄の味が広がった。

　汐月は無言のまま、荒い呼こ吸きゆうで視線を上げる。夜一は、顔を背そむけ、半分俯うつむいていた。そのためか、表情は見えない。

　のろのろと汐月は、掃除を再開しようと窓の鍵かぎを開ける。

「……この十年、何してた？」

「……」

「だんまりかよ。……お前、そんなに俺が」

　夜一の言葉がそこで止まる。

　というのも、汐月が窓を開けた途端、外から声が聞こえてきたからだ。

「なんだ？」

「さあ……？」

　例えばそれがはしゃいでいる声であったのなら、汐月も夜一も気にしなかった。だが聞こえてくる声は怒ど鳴なり合っているようで、ただごとではない様子が窺うかがえる。

　窓の下は寮の庭だ。声はそこから聞こえてきていて、汐月は顔を覗のぞかせた。夜一も、汐月の横に並ならんで同じように見る。

　庭の隅すみにいる人ひと影かげに、汐月は眉まゆを顰ひそめた。

　背中を向けている一人は分からない。けれど向かい合っているもう一人は。

「珀……？」
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　庭へ駆かけ込こんだ汐月は、胸むな倉ぐらを摑まれている珀を見て、咄嗟に二人の間に割わり込こんだ。

「何してるんですか!?」

　無理やり相手を引ひき剝はがし、珀を背せに守るようにして対たい峙じする。そこで初めて、珀の言い争っていた相手が誰かに気が付いた。

「貴方……」

「落ちこぼれ……」

　永えい嗣じだった。部屋着のジャージ姿で髪が濡ぬれている。風ふ呂ろから出たばかりなのだろう。

　永嗣は、突然現れた汐月に驚いたような顔をしていたが、すぐに汐月と珀を睨む。

　しかし、汐月を追って夜一が現れたことにより、目を丸くした。

「おい、夜だぞ。あんま騒さわぐな」
















　汐月の背はい後ごにいた珀も「は、縹依先輩!?」と声を上げる。

「何があったかは知らねえけど解散だ」

「っ、縹依先輩！」

　先輩らしくその場を取り仕切ろうとする夜一へ、永嗣が駆かけ寄よっていく。

　それを横目で見ながら、汐月は珀を振ふり返かえった。

「珀、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「う、うん……」

「どうして彼とあんなことに？」

　いつもはおとなしい珀がああやって誰かと言い争うところなど見たことがない。それが不思議で問いかければ、珀は唇を嚙み締めた。

「だって櫻くんが……」

「どうして先輩がこんなやつと一緒にいるんですか!?　こんな落ちこぼれが縹依先輩の傍そばにいるなんておこがましい！　どうせ先輩に取り入って、何もできないくせに偉えらぶろうって魂こん胆たんで……！」

「汐月くんはそんなことしないよ！」

　勝手な憶おく測そくを必死に夜一に訴える永嗣へ、珀が叫んだ。

「汐月くんと縹依先輩、昔からの友達だって、汐月くん言ってたもん！」

「……珀、友達ではなくただの知り合いで……」

　確かに、昔少し縁えんがあった、と説明はした。大おお雑ざつ把ぱにくくるなら友達といわれても間違いではないと思うが……今の夜一との関係を説明するには違う気がして、汐月は思わず訂てい正せいする。

　だが興こう奮ふんしている珀は汐月の言葉など聞いていない様子で、永嗣を睨にらみつけていた。

「あー……」

　睨にらみ合う珀と永嗣を見て、なんとなく夜一も、この状況を把握したらしい。

　珀も永嗣も風呂上がりのラフな格好であることから察するに──寮の大浴場から部屋へ帰るときに、永嗣が汐月のことで悪口か何かを言い、それを聞きつけた珀が反はん論ろん。言い争いが発はつ展てんし今に至いたる、といったところだろう。部屋へ続く廊ろう下かは、この中庭に面している。

「悪口なんて別に放っておけばいいんですよ」

　わざわざ、珀が相手をする必要などない。

　無意識に汐月が独り言を漏らせば、珀が何か言いたげな顔をする。汐月の袖そでを指先で引っ張り「……だって」と小さく呟いた。

　対して永嗣も、必死に夜一へ言いい募つのる。

「ぼ、僕は、縹依先輩のような素す晴ばらしい人の傍に、こんな落ちこぼれがいるのは相応ふさわしくないと思って……！」

「相応しくない、ねえ」

　必死に訴える永嗣を見ながら、夜一はやや荒く後頭部を搔かく。

　その際汐月は、ちらりと夜一と目が合った。その瞳が何を言いたいのか分からなくて、咄嗟に夜一から顔を背ける。

　尚も永嗣の訴えは続く。

「だってそうじゃないですか！　ついでにあいつも！　術一つ満足に使えなくて！　そんなやつらが縹依先輩の周りをうろちょろするなんて、害でしかないです！」

「……なるほどな」

　不意に、夜一の唇の両りよう端はしが吊つり上がった。

「確かに、俺とこいつじゃ、立場は釣つり合わねえな。お前がうるさく言うのも理解できる」

「え」という驚いた声が、汐月と珀の二人分、重なった。

　対照的に、永嗣は夜一が自分の味方だと思ったのか、パァッと表情を綻ほころばせる。

「やっぱり縹依先輩もそう思ってるんですね!?　ほら見ろ、やっぱり僕は正し……」

「だったら次の試験で、あいつを十位以内に入れてやるよ。もちろん学年でのな」

「!?」

　その場にいた夜一以外の全員が、驚いて間の抜ぬけた顔をした。

「ちょ、ちょっと」

　先に我われに返ったのは汐月だった。何を言っているんだと、反はん射しや的てきに夜一へ歩み寄ろうと足を踏ふみ出す。

「何勝手なこと……」

「うるせえ。『黙だまれ』」

　しかし言葉を紡つむいでいる途と中ちゆうに命令され、汐月は押おし黙だまるしかなく、立ち止まった。

「それでお前も文句ねえだろ？」

「た、確かに十位以内だったら……で、でもそいつ、学年最下位の落ちこぼれで……」

　一クラス大体三十人。一学年二クラス。その中で汐月の成績は最下位である。もしそこから十位以内にまで成績が伸のびるのなら、確かに落ちこぼれとは呼よべなくなる。

「もし無理だったら、次から俺の仕事にお前を連れて行ってやるよ。お前、あの退たい鬼き師しの櫻一族の跡あと取とり息むす子こだろ？」

「えっ!?」

　怒りとは違う意味で、永嗣の頰が桃もも色いろに染そまった。

　夜一が自分の存そん在ざいを知っていたという喜び。憧れの夜一と仕事ができるかもしれないという期待。一度仕事をすれば、それが継けい続ぞくされる可能性だって捨すて切れない──！

「ほ、本当ですか!?」

「ああ。男に二言はねえ。ただしこいつが十位以内に入った場合は、もうこいつらに絡からむのやめろ」

「はい！」

「んじゃ、さっさと部屋帰れ。ああ、あと、試験が終わるまでは変に絡むのもやめろ」

　汐月や珀には見せない、子どものようにキラキラとした顔で頷うなずいた永嗣は、「は、はい！　おやすみなさい！」と夜一に向かって深くお辞じ儀ぎをすると、その場を去っていった。

　汐月は、珀と共にそれを呆ぼう然ぜんと見送る。

「もういいぜ、『話して』」

「……馬ば鹿かな人ですね」

　黙れという命令が解かい除じよされた汐月は、息を吐きながら肩を竦すくめた。

「絶対に無理ですよ。だって次の試験、二週間後なんですよ？　その間にどうにかするなんて……。僕が退鬼の術を使えないことは、貴方もよく分かっているでしょう？」

　呆あきれたようにそう続ければ、珀がおろおろしているのが見えた。口を挟はさみたいが、どうすればいいのか分からない。それがありありと分かる、気弱な表情だった。

「あんな風に言われて、テメエは何とも思わねえのか？」

「僕が落ちこぼれなのは今に始まったことじゃありませんから」

　夜一は、「はっ」と馬鹿にするように笑うと、汐月を睨みつける。

「うるせえ。着替えてこい。消灯後、学舎で特訓だ」

「なんで僕が……別に必要な……」

「『来い』。命令だ。分かったな？」

「っ……」

　ぐっ、と汐月は言葉を吞のみ込んだ。

　チリ、と首に軽い痛みが走る。汐月は、夜一に命令されると逆らえない。

「それからお前も。錫しやく杖じよう忘れんなよ」

「え？　ぼ、ぼくも？」

　汐月から視線を外した夜一に瞳を向けられて、珀が大きな目を丸くした。自分は蚊か帳やの外だと思っていたらしい。

「い、いいんですか？」

「こいつだけより、お前もあいつの鼻明かせた方が、面おも白しろいだろ」

　夜一は唇の片かた端はしを軽く上げると、白い歯を微かすかに見せて、不敵な笑みを浮かべる。

　珀は嬉うれしそうに表情を綻ばせ、汐月は不服そうに眉まゆ根ねを寄せた。
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　夜の空にはたくさんの星が瞬またたいている。

　時折それを見上げながら、汐月は珀と並んで、学舎までの道を歩いていた。

　夜一に言われた通り錫杖を手に、お互たがい動きやすさを重じゆう視ししたジャージに着替えている。

「なんだか、ドキドキするね」

　いくら闇やみに目が慣れ、まばらに設置された街灯もあるとはいえ、深夜独特の雰ふん囲い気きに珀が緊きん張ちようしたような声こわ音ねで呟く。

　寮ではもう、ほとんどの者が寝ね静しずまっている時間帯。珀も例に漏れず、普ふ段だんは夢の世界に旅立っている時間だ。そのため、こんな遅おそくまで起きていること、ましてや外を歩いていることが非日常的で、奇き妙みように感じられるのだろう。

　しかも寮は、消灯以い降こう外出が禁じられている。見つかれば罰ばつは免まぬがれない。その緊張が、変に珀の心しん臓ぞうを興奮させているらしい。

　どうしてこんなことに。そんなことを思いながら、汐月は小さく息を吐く。

「……あの、汐月くん、ごめんね」

　ふと珀に言われて、汐月はきょとんとした。

「何がです？」

「なんだかおかしなことになっちゃって……」

　汐月の溜め息を聞き取ったのだろう。眉を八の字にした珀が、落ち込んだ様子で言った。

「どうして珀が謝あやまるんです？」

「ぼくがもっと、櫻くんにちゃんと言えたらよかったから……。ぼくは、縹依先輩に教えてもらえるの嬉しいけど……」

　汐月の溜め息の理由を、変なことに巻き込んでしまったから……と、思っているらしい。

　汐月は一瞬言葉に詰つまる。

　確かに、面めん倒どうなことになったと思う気持ちはある。溜め息の理由も正しい。

　しかしだからといって、自分のために永嗣と言い争っていた珀を思うと、そんなことは言えなかった。

「……それを言うなら、こうなったのは元々僕のせいで」

「え？」

「……いえ、なんでもありません。珀が謝る必要、ありませんよ。あの人が勝手に言い出したことなんですから」

「でも」

「まあこれからは、櫻さんの言うことは無む視ししてください。僕は特に何を言われようが気にしません」

「けど……〝友達〟があんなこと言われてたら、気にしちゃうよ……」

　肩を落とした珀の言葉に、小さく汐月の眉が動く。けれどそれ以上反応しようとはしない。適当に珀の言葉を聞き流す。聞き流して、なかったことにしようとする。

「だから縹依先輩もこうやってぼく達を呼んでくれたんだと思うし……。縹依先輩って優しいね」

「はい!?」

　しみじみとした珀の呟きに、思わず汐月は素すっ頓とん狂きような声を上げて聞き返した。

「あんな人のどこが」

「えっ、だ、だって櫻くんから庇かばってくれたし……。今から何をするのかは分からないけど、でも、ぼく達を試験で上位にするために呼んでくれたんだよね？　成績が悪いままだと、下手したら退学ってこともあり得るし……」

　珀の呟きに、汐月は無言。

　確かに退学になるのはまずい。諷ふう印いんにいられなくなれば、夜一を襲う機会が……。

「そういえばそれ、オシャレでいいね」

「え？」

　ふと珀に言われ、汐月は目を瞬かせる。顔を上げれば、珀は自分の喉を指差していた。

　だがそれは珀自身を指しているわけではなく。

「色も、汐月君に似合ってて」

「あ……ありがとうございます」

　夜一からもらって首に巻いている布のことだと気付き、汐月は一応笑って応えた。

「ぼくも真ま似ねしてみようかな……ひゃっ!?」

「……何してるんです？」

「あ、ご、ごめん、虫……」

　悲鳴を上げて飛とび跳はねた珀に、汐月は呆れにも似た視線を向けた。その視線を感じ取って一人で暴れていた珀は、思わずだろう、俯いた。闇のせいでちゃんとは見えないが、もしかすると恥はずかしさで頰を染めているのかもしれない。

「……汐月くんは、怖こわくないの？」

「何を恐おそれるんです？」

　砂利を踏み締めて歩きながら、汐月は尋ねる。

「鬼が出ないかな、とか……」

「確かに鬼の活動時間は、基本夜ですが」

　といってもそれは単純に、昼間だと特に人目に触れやすく行動を起こすのに不利なだけ、という話なのだが。

「この中なら鬼は出ませんし」

　学舎と寮周りには結界が張られている。だから何も怖がる必要はない。

「それは、そうなんだけど……ほら、雰囲気とか、その、色々と……」

　怖がりなのが恥ずかしいのか、消え入りそうな声で反論しつつ、ようやく校門が見えてくると珀が「あ」と声を上げた。

「ねえ、あそこにいるのって」

　そう言って珀が指す先には、二つの人影があった。

「遅えよ」

　不ふ機き嫌げんそうに呟く一人と、それを慌あわてたように宥なだめるもう一人。夜一と、蓮次郎だった。錫杖を手に持ち、格好も汐月や珀と似たようなものである。

「教えてもらう立場が、遅く来るんじゃね……」

「よーちゃん！」

　文句を言おうとした夜一の唇を、慌てたように蓮次郎が塞ぐ。それから二人に顔を向けると、蓮次郎は困こまったように苦く笑しようした。

「ご、ごめんね、二人共」

「……いえ」

　教えてほしいと頼たのんだ覚えはない、と今すぐ引き返したい気持ちをぐっと抑おさえて、汐月は蓮次郎に対して首を横に振った。彼にその気持ちをぶつけるのは間違いだ。

　それに命令である以上、汐月はこの場から引き返すことはできない。

「あ、あの、か、柏かし和わ珀です！　よろしくお願いします！」

　対して汐月の隣では、珀が深々と、蓮次郎に頭を下げていた。

「ぼ、ぼく、縹依先輩に教えてもらえるってだけで嬉しくて……しかも山やま吹ぶき先輩までいるなんて……」

　感かん激げきといった表情で蓮次郎を見つめる珀に、蓮次郎は何度か瞬まばたきを繰り返した。だがすぐに優しそうな笑みを浮かべると、夜一の唇を塞いでいた手を離す。

「おれこそ、よーちゃんの友達のためならいつでも一ひと肌はだ脱ぬぐよ！」

　そして拳で軽く、自身の胸むねを叩いて見せた。

「むしろおれ嬉しいんだ。よーちゃんが友達のために何かするって言い出すなんて……あのよーちゃんが……」

「うるせえぞ蓮次郎」

　感動して今にも泣きそうな蓮次郎へ、夜一は不機嫌も露あらわに舌打ちした。そのままくるりと背を向けて、学舎の敷しき地ち内に足を踏ふみ入れる。

　それを見て、汐月達もあとに続いた。

　そうして四人は、電灯に照らされた中庭へとやって来る。

「蓮次郎、そいつ頼む。汐月、お前は俺が見る」

　蓮次郎へ珀を任せ、夜一は彼らと少し距離を取るように移動し始める。実戦の練習でもする気なのだろうか。実戦の練習には、なるべく広い面積が必要だ。

　夜一のあとに続きながら、汐月はちらりと二人を見る。

　何度も頭を下げている珀と、それに困ったような反応をしている蓮次郎。珀はともかく、あの蓮次郎を連れて来ているのだから、おかしなことにはならないはずだ。

「珀のために山吹さんを連れて来てくれたんですか？」

「勝手について来ただけだ。まあちょうどよかったけどな。一対一で集中できる」

　珀と蓮次郎から充じゆう分ぶんな距離を取ったところで夜一は立ち止まり、汐月を振り返る。汐月も足を止めると、夜一と向き合った。

「……ちょっと予想外でした」

「何が」

「僕を馬鹿にするために呼び出したのかと思ったんですけど」

「なんで呼び出してまでそんな面倒なことしなきゃなんねえんだよ」

「……それはそうですけど」

　ということは、元々彼は、しっかりと特訓をしてくれるつもりだったらしい。

　汐月の耳の奥おくに、珀が夜一を優しいと言った言葉が甦る。

　あのとき、心の中であり得ないと否ひ定ていしたことを、汐月は少し申しわけなく思った。

　汐月がそんなことを考えていると、ふんっ、と夜一が鼻を鳴らす。

「下げ僕ぼくがこんなんじゃ、俺の沽こ券けんに関わるんだよ」

　──見下したような目と声音で言われて、汐月の申しわけないという思いは、一瞬で搔かき消えた。

「……そうですか」

　片眉を歪ませながら、汐月はそっぽを向く。視し界かいの端はしで、蓮次郎と話をしている珀が見えて、心の中で話しかけた。

　珀、やっぱりこの人、優しくなんかないですよ。性格、最悪です。
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　その日から深夜の学舎の中庭にて、夜一と蓮次郎による特訓が始まった。

　珀は退鬼の術の基本から教わっているらしい。珀曰いわく、蓮次郎の教え方は優しく、且かつ的確なので、授業よりも分かりやすいのだという。

　対して汐月は、夜一から体術を中心に特訓されていた。

　汐月は半鬼のため、退鬼の術を使えない。そのため錫杖こそ手にしているものの、術を使わずにどう鬼と戦うか、というのが、夜一による特訓の内容だった。

「まあ最悪、ここ辞やめてもいいんですけどね」

　電灯に照らされた夜一の錫杖が空くうを薙なぐ。それを紙かみ一ひと重えのところで避よけた汐月は、夜一に言った。その声は、距離を取っているとはいえ、珀と蓮次郎に聞かれないよう抑えめだ。

「どれだけ戦い方を学んでも、退鬼の術が使えない以上、試験で上位なんて取れません」

　機会は少なくなるが、諷印にいられなくなっても夜一のことは狙える。だからこんな努力など、本来ならわざわざしなくてもいい。

　夜一はすぐさま汐月との距離を詰め、再度錫杖を振り上げる。

「下僕のくせに偉そうなこと言ってんじゃねえ、よっ！」

　語ご尾びと同時に、汐月の顔面を狙って錫杖が振り下ろされた。遠慮なく鼻はなっ面つらを殴ろうとする勢いのよさは、ある意味彼らしいといえば彼らしい。

　その攻こう撃げきもまた、汐月は首を動かすことで避けた。耳元を金属音が通り過ぎ、首に巻いた布が微かに揺ゆれる。

「というか今さらですけど、別に僕──」

　夜一に命令されているから仕方なく来ているだけで……。

「人そ間の姿でも弱くはねえんだろ。人間以上、低級未満……いや、低級と同じくらいか？」

「貴方、分かって……？」

　夜一の言葉に、汐月は目を丸くした。だったら何な故ぜ、こんな特訓が必要だというのか。

「それを調べるためでもあんだよ、特こ訓れは。いちいち説明いんのか？　ウゼえ」

　今さら何を、と言いたげな口調で夜一は言うと、舌打ちの後のち錫杖を構え直した。

「第一、やったところで弱くなるわけでもねえんだし、別にいいだろ。つべこべ言わず、テメエは黙って俺の言うことを聞いてればいいんだ！」

　次々と錫杖が汐月を襲う。

　汐月はなんとかそれらをすべて避けてはいるものの、気を抜けば一瞬でやられてしまうだろうことは想像に難かたくなかった。

「そもそも、あんなこと言われて悔くやしくねえのかよ」

「あんなことって？」

「あいつだよ。櫻」

「……ああ」

　微かに両目を細め、汐月は瞬間的に一歩後ろに下がる。

「別に」

　つい今しがたまで汐月のいた空間を、錫杖が風を切って通り過ぎた。

　汐月に綺き麗れいに避けられて、夜一がチッと忌いま々いましげに舌打ちをする。それから汐月同様一歩後ろに下がると、彼は一いつ旦たん距離を取った。

「そうやって、諦あきらめることに慣れてんだな。悲ひ劇げきのヒーロー気取りかよ」

「なっ……」

　どうしてそんなことを言われなくてはならないのかと、汐月の頰に朱しゆが差した。

「貴方に何が分かるんですか!?」

　思わず夜一へ走り寄り、横薙ぎに錫杖を振るう。だが夜一はそれを自身の錫杖で軽々と受け流し、汐月から離れた。

「知るかよ」

　吐き捨てるように夜一は言った。

「お前、筆記は問題ないんだろ？」

「そりゃあ」

　半鬼である汐月にとって、鬼に対する知識は持っていて当然だ。

　頷いた汐月を見て、夜一は笑う。強気な笑みは、見ていると理由もなしに安心した。

「お前は大丈夫だ」

　きっぱりとそう言い切った夜一に、汐月は目を瞬かせる。

　その言葉は、この特訓に自信があることを示しており。

　その言葉は、夜一を喰らうためにここへやって来た、いわば敵である汐月を、信用しているようでもあった。

　思わず汐月は、ぽかんと間ま抜ぬけに口を開けて、夜一を見つめる。

　その姿は誰がどう見ても、隙だらけだった。

　夜一がそれを、見み逃のがすはずはない。

　一瞬にして、先ほど空けた距離を夜一が詰めた。瞬きをした刹せつ那な、すぐ目の前に彼が迫せまっていて、汐月はぎょっと目を見開く。

　夜一と距離を取ろうと、咄嗟に錫杖を振るう。しかし逆に錫杖で弾はじかれ、汐月は自分のそれを落としてしまった。

　拾い上げる間もなく、夜一が勢いよく錫杖を振り上げ──。

「ぅわっ!?」

「えっ!?」

　足元に落ちた汐月の錫杖を踏んで、夜一がバランスを崩くずした。咄嗟に汐月の腕を摑んで体勢を立て直そうとしたが、逆に汐月も彼に引っ張られる。

　結果、夜一に覆い被さるような形で、汐月は彼と共に地面に倒たおれ込んだ。

「ッ、よ……」

　思わず、大丈夫か、と声を掛けようと顔を上げた汐月は、間近にある夜一の顔を見て息を吞んだ。甘い香りに、無意識に喉が鳴る。

　どうやら夜一は、頭を打ちつけて意識が朦もう朧ろうとしているらしかった。痛みに呻うめく彼は目を瞑つぶったまま動かない。もちろん気絶しているわけではないので、すぐに正気を取り戻し、動き出すだろうが……逆にいえば、彼は今、無防備だ。

　──今だったら。

　汐月の脳裏に、そんな思いが過よぎった。

　目の前にある首に嚙かみつき、血管に牙きばを立てて血を啜すすればいい。肉を嚙み千切ればいい。鬼化すれば一瞬で済すむ。離れたところにいる珀や蓮次郎が気付いたときには、もう遅い。

　チャンスだ。そう、思うのに。

「……」

　汐月は何故か、動けなかった。

　襲うなと命令されているわけでもない。動こうと思えばすぐに動ける。むしろ彼を喰たべたいという欲よつ求きゆうに、半分しかない鬼の血が騒いでいることも自覚していた。

　だというのに、先ほどの夜一の強気な笑みが、言葉が、まるで鎖くさりのように汐月を締めつけ、阻はばんでいた。

「く、そ……」

　不意に、夜一が低く呻く。意識を取り戻した瞳が、近きん距きよ離りで己おのれを見下ろす汐月を捉とらえる。

「っ……」

　瞳に射い貫ぬかれて、汐月の心臓が音を立てた。

　同時に。

「『跪ひざまずけ』！」

　夜一が叫んだ。命めいに従い、硬こう直ちよくしていた汐月の体が、意に反して動き出す。素す早ばやく夜一の上から退くと、砂すなの上に跪いて首こうべを垂たれた。

「……っ……」

　その状態になってから、汐月は我に返る。自分の状況を理解して、羞しゆう恥ちに顔が赤らんだ。

「ずるいですよ!?」

　文句を叫び顔を上げる、のだが、視線を彼へ向ける直前に頭を押さえつけられ、それは叶かなわない。

　視線だけでもなんとか動かせば、跪く自分の前に夜一の片足が見えた。

　目の前にあるのは片方だけで、頭には自分を押さえつける硬い感かん触しよく。

　自分の頭を無理やり押さえつけているのが、彼の足だと──しかもスニーカーを履はいたままだ──気付くのに、時間はかからない。

「貴方って人は……」

　屈くつ辱じよくに、汐月は握にぎり込んだ拳を震ふるわせる。

「テメエが俺に勝とうなんざ百年早はええんだよ！」

　対して、勝かち誇ほこったような夜一の声が、頭上から降ふってきた。

「この……ッ」

　それに汐月は歯は嚙がみする。躊躇ためらった自分が馬鹿みたいだ。

「っ、本当、貴方って性格悪いですね!?」

「うっせー！　ばーか！」

　命令されている以上汐月が自由に動けないのをいいことに、夜一は高らかに笑う。

「ちょっと二人共、さすがにうるさ……ってよーちゃん！　友達に何してるのさ!?」

　二人の騒ぎを聞きつけた蓮次郎のおかげで、汐月は夜一から解放されたのだった。
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　その後特訓を一時中断し、四人は休きゆう憩けいすることになった。

　夜一は汗あせを搔いたと顔を洗あらいに行き、蓮次郎も「すぐ戻るね」とどこかへ行ってしまう。

　結果、中庭には汐月と珀の二人が残された。

　普段は生徒で賑にぎわう学舎だが、深夜は当然のごとく自分達以外に人の姿もなく、静まり返っている。どこか遠くから、虫の鳴き声が小さく響ひびいていた。

「汐月くんは調子、どう？」

　四人分の錫杖を邪魔にならない場所へ置いた珀が、そう口を開く。

「……まあまあです」

「縹依先輩、すごく熱心に教えてくれてるよね」

　にこにこと話す珀に、汐月はなんともいえない顔になる。

　珀はタイミングがいいのか悪いのか、夜一が汐月の頭を足で押さえつけていた現場を見ていない。蓮次郎に怒おこられてすぐに夜一は足を離し、その直後に珀が振り返ったからだ。

　微び妙みような表情を浮かべている汐月に気付いていないのか、珀は唇の両端を緩ゆるめると、ほう、と小さく息を吐く。

「縹依先輩もいい人だけどね、山吹先輩もすっごくいい人なんだよ！」

　それからどこか興奮気味に、彼は続けた。

「こんなぼくに熱心に退鬼の術について教えてくれて……。術は道具なんだから、使い方さえ間違えなければ、大丈夫なんだって。焦あせらず、冷静にって。ぼく、すぐにテンパっちゃうから。それでね、さっき初めて術が使えたんだ」

　満面の笑みを浮かべている珀は、そのときのことを思い返しているらしい。嬉しそうに目を細めた。

　彼のその表情に、汐月の顔も綻ぶ。

「よかったですね」

「うん！　山吹先輩ってすごいよ！」

　胸の前に掲かかげた拳を握り込んで珀が言うと同時に、汐月の視界の端に動くものが見えた。

　顔を向けると、蓮次郎が戻ってくるところだった。近づくにつれ、腕に何かを抱かかえていることが分かる。──どうやらそれは、手のひらサイズの、お茶の入ったパックのようだった。わざわざ敷地内の自動販はん売ばい機きで買って来てくれたらしい。

「おれがすごいんじゃないよ」

　汐月と珀の会話が聞こえたのだろう。二人の元まで戻ってきた蓮次郎は、そう言って苦笑しながら、お茶のパックをそれぞれに手て渡わたす。

「疲つかれたでしょ？」

「いえ、そんな」

「あ、ありがとうございます」

「すごいのはおれじゃなくて、珀君だよ」

　パックを受け取って頭を下げていた珀が、蓮次郎の言葉に慌てたように顔を上げた。

「違いますよ！　ぼく、落ちこぼれで……」

「でも教えたらすぐにできたじゃない。今まではやり方を知らなかっただけだよ」

　穏おだやかな笑みと口調で言われて、珀は照れたように俯いた。

　その様子を横目で見ながら、汐月は受け取ったお茶のパックにストローを刺さし、それを咥くわえる。飲んで初めて気付いたが、思ったより喉が渇かわいていたらしい。

　蓮次郎も、同じようにお茶を飲む。もう一つ持っている新品は、夜一の分だろう。

「け、けど、山吹先輩がすごいのは本当です。ぼく、授業じゃできなかったですもん。山吹先輩も縹依先輩も、本当にすごいです。親しん戚せきだからですかね」

　大事そうにお茶を両手で持った珀が笑う。

「うーん、おれはよーちゃんみたいに、力は強くないからなあ」

　ズズ、と音を立ててストローでお茶を吸すい上げたあと、蓮次郎はそう言って首を傾かしげた。

「……でも、少しでもよーちゃんに近づきたくて、頑がん張ばってはきたかな。おれがここに来たのはそのためだから」

「縹依先輩のこと、山吹先輩も尊敬してるんですか？」

「そうだね、尊敬もしてる。よーちゃんはおれの命の恩人だから」

　答えた蓮次郎の言葉に、きょとん、と珀が瞬きをする。

　そんな珀を見て、蓮次郎は自分が言葉足らずだったことに気付いたらしい。

「おれ、昔鬼に襲われかけたところを、よーちゃんに助けられたことがあるんだ。十二、三歳のときかな？　本来退鬼の術は、十五で学舎に入ってから習うものだけど……よーちゃんはその歳としの頃ころにはもう独学で、術を大体使いこなせるようになってた」

「すごい。才能があったんですね」

　納得したように珀が頷く。

　その隣で汐月は無言だった。

　確かに夜一には、退鬼師としての才能があったのだろう。だが才能があるにしても、どうしてわざわざ、独学で勉強をしたのか。

　その理由に気付くのは簡単だった。鬼の力を強くしてしまう体質である彼は、幼おさない頃からその身を狙われることも多かったに違いない。鬼を引き寄せてしまうから、幼よう少しよう時は結界の張はり巡めぐらされた小屋に隔かく離りされていた。

　そんな彼だから、才能のあるなしに関係なく、退鬼の術を会え得とくする必要があったのだ。

「その恩もあっておれは、鬼を倒たおすよーちゃんの力になりたいと思ったんだ」

　苦笑した蓮次郎の目が、少しだけ泳ぐ。

　ちょうどお茶を飲むためにストローを弄いじっていた珀は見ていなかったようだが、汐月は彼のその態度を見てしまい、気付いた。

　蓮次郎は、夜一の体質を知っている。

「そういう二人は、どうして退鬼師を目指してるの？」

「ぼくは、その、家が貧びん乏ぼうで」

　お茶を一口飲んだ珀は、蓮次郎からの質問に恥ずかしそうに笑った。

「歳の離れた弟と妹がいて……まだこれからお金もかかるだろうし、少しでも稼かせげる仕事に就つきたいんです。退鬼師はそういう意味ではいいなって」

　命を懸かけて鬼と戦う職業である退鬼師は、他の仕事と比べると稼げる額も多い。もちろんそれはその人の力量次し第だいでもあるのだが。

「……すみません、ちゃんとした理由じゃなくて」

「珀君にとって大事な理由なんだ。恥はずかしいも何もないよ」

　優しく微笑みながら言った蓮次郎は、それから汐月に顔を向けた。

「それで、汐月君は？」

「あ、ぼくも聞いたことない。知りたい」

「それは……」

　微笑む蓮次郎の視線と、にこにこ顔の珀からの視線を受けて、汐月は瞳を伏ふせる。

　まさか、自分が半はん鬼きで、完全な鬼になるために夜一を喰らいに来た、なんて言えない。

「……母が、鬼に殺されたもので。だからその仇かたき討うちです」

　汐月は少し顔を上げると、弱々しく笑って言った。表情は同情を誘さそうため。言った内容も、特とく段だん噓うそではない。

　汐月の言葉を聞いて、珀と蓮次郎が大きく目を見開いた。

「ごめん、配はい慮りよが足りないことを言って……」

「いえ。気にしないでください」

「あ、あの、汐月くんっ」

「はい？」

　不意に珀の片手が、強く汐月の手を摑んだ。驚いて顔を上げると、彼は大きな目に涙なみだを溜ためて、汐月のことをじっと見ていた。

「ぼく、汐月くんなら大丈夫だと思ってるから……！　十番以内に入れるし、退鬼師にだってなれるよ、絶対！」

「……あ、ありがとう、ございます」

「一緒に頑張ろうね……！」

　想像力が豊かなのか、珀は鼻を啜りながら言う。

　それを見た蓮次郎も、汐月の肩を軽く叩いた。

「おれも協力するから。みんなで頑張ろう」

「はい！」

　汐月の手を握ったまま、珀は勢いよく首を縦たてに振る。

　二人が汐月の話を疑う様子など、全くない。

　ここまで信じて応おう援えんされてしまうと、騙だましていることに多少の罪悪感は抱いだく──が、だからといって本当のことを言えるはずもなく、その場に合わせて汐月は力なく笑った。

「お前ら、何してんだ？」

　するとそこに、夜一が戻ってきた。

　汐月の手を握る珀。汐月の肩を抱く蓮次郎。おまけに二人が涙ぐんでいるとなれば、夜一が不可解そうな顔でそう訊くのも無理はない。

「なんでもありませんよ」

「……ふーん」

　珀の手を解き、蓮次郎の手から逃のがれ、汐月は笑う。夜一は汐月からの答えに、素っ気なくそう返すだけだったのだが。

「あっ、あの、よーちゃん、仲間外れにしたわけじゃないからね!?」

「あれ、話に入れなくて拗すねてるんですか？」

「あ？」

　慌てる蓮次郎と、からかうような口調の汐月に、心底嫌いやそうに夜一は表情を歪めた。

「事情はあとで話すから……あ、で、でも汐月君の話、勝手にしちゃダメだよねって……あ痛いたっ!?」

「蓮次郎、いい機会だから言うがな」

　思いきり蓮次郎の頭を殴った夜一は、彼の襟えり首くびを摑むと脅すように顔を近づける。

「いつまでも俺のことガキ扱あつかいしてんじゃねえぞ」

「し、してないよ。よーちゃんはよーちゃんで」

「まずその呼び方がウゼえって言ってんだろ！」

「あ、あの、縹依先輩、やめてください……！」

　今にも喧けん嘩かを始めそうな──というより、一方的に蓮次郎をボコボコにしそうな夜一に、珀は泣きそうだった。

　そんな彼らから、汐月は顔を背けた。
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　特訓は試験前日の夜まで毎日行われ、とうとう汐月達は本番、つまり試験当日を迎むかえた。

　まず受けたのは筆記試験。一時限目は、鬼の生態学。鬼の特とく徴ちよう、弱点などの問題が出題される。二時限目は、退鬼師としての戦せん闘とう学がく。退鬼の術の使い方を始め、どうすれば鬼を倒すことができるかを答える問題が多数出題された。三時限目は鬼に関する歴史、さらに──と続き、すべてが終わったのは昼もとっくに過ぎた頃だ。

「汐月くん、どうだった……？」

　試験終しゆう了りようの鐘かねが鳴り、用紙が回かい収しゆうされたあと。

　汐月が机つくえの上の筆記具を片かた付づけていると、疲れたような声で話しかけられた。

　声の主は、汐月の隣の席に座すわっていた珀だ。

　汐月が視線を向ければ、彼はぐったりとした様子で机に突つっ伏ぷしている。

「どうって……普ふ通つうですよ」

「ぼく、何問か分からないところがあって……。どうしよう、自信ない……」

「大丈夫ですよ。あれだけ勉強したんですから」

　珀と同室である汐月は、彼が特訓の前やあとに、少しでも時間が空けば勉強していたことを知っている。特に試験三日前からは、ほとんど寝ねていないんじゃないかと思うほどだ。それを裏うら付づけるかのように、珀の目の下には隈くまができていた。心なしか、頰もげっそりとしている気がする。

「うぅ……」

　突っ伏しながら呻く珀に、汐月は苦笑した。

「ぼくも汐月くんも、お互いに点数がよかったらいいね」

「ええ。……でも、それよりも問題は……」

「やあ、落ちこぼれ共」

　汐月が長い睫まつ毛げを伏せると同時に、嫌というほど聞き覚えのある厭いや味みったらしい声が、話しかけてきた。

　その声の主に、汐月はこれ以上ないほど眉根を寄せ、珀はびくりと肩を揺らす。

「その様子じゃ、あんな簡単な筆記試験すら、上う手まくいかなかったみたいだな」

　海かいと空くうを両りよう隣どなりに引き連れ、両手を腰こしに当てた永嗣が、胸を張って汐月の机の前に立っていた。汐月を見下ろすその瞳は、いつものごとく挑ちよう発はつ的てきだ。

「……貴方には関係ないでしょう」

　侮ぶ蔑べつすら含ふくまれたその瞳を、汐月は見つめ返す。

　売られた喧嘩を、買ってやる必要はない。だから汐月は冷静に、感情を面おもてに出さないようにしてそう返す。

　静かに言い返す汐月の態度が癇かんに障さわったのだろう。永嗣が唇を引き攣らせた。海と空も、汐月を睨む。

　汐月の横では、顔を上げた珀がおろおろと汐月と永嗣達を交こう互ごに見ていた。

「……ふん、まあいいさ」

　怒りの感情はそのままに、永嗣は顔に笑みを刻きざむ。勝ち誇ったような表情の理由が分からず、汐月は無言で彼の言葉の続きを待った。

「明日の実技が楽しみだな。さっさと退学になって僕の前から消えろ。行くぞ、海、空」

　汐月と珀に背を向けて、永嗣は海と空を引き連れて教室を出て行く。その後ろ姿を見送って、汐月は溜め息をつきながら言った。

「あの人、本当いつも暇ひまですよね。いちいち厭味言いに来るんですから」

　嫌いな相手にわざわざ声を掛けに来るなんて、汐月からすれば理解不能だ。

「まあ、よ……縹依先輩に言われてるからか、今回はあっさり帰って行きましたけど……」

「……明日の実技」

　ぽつりと呟いた珀に、汐月は「え？」と聞き返した。見れば、彼の顔は真っ青になっている。それは永嗣に絡まれたことが原因ではない。恐らく……。

「大丈夫かな、本当に……」

　明日の実技試験に対する不安に、珀は俯いた。

　筆記試験はなんとか乗り越えたが、これは序の口だ。汐月と珀にとって最大の難なん関かんは、実技試験だった。

　実技での点数の配点は高い。むしろ筆記試験の点数はおまけみたいなものである。汐月が十位以内に入るには、明日の実技試験をほぼ完かん璧ぺきにこなす必要があった。

「僕が十位以内に入らないと、縹依先輩は櫻さんと一緒に仕事するんでしたっけ」

　永嗣がすんなりと帰って行ったのは、夜一に「変に絡むな」と言われたことも理由の一つだろうが、何より、汐月が十位以内に入れるとは欠片かけらも思っていないからだろう。汐月が十位以内に入らなければ、永嗣は、憧れの夜一と一緒に仕事ができる。このまま仲良くなれば彼の右みぎ腕うでになれるのではと、妄もう想そうまでしているかもしれない。

「本当に明日、大丈夫かな……」

　不安を隠し切れないか細い声で、珀が言う。

　大丈夫だと言ってほしいに違いない。それが分かっていながらも、汐月は彼から目を背けた。気休めを告げて彼を慰なぐさめる気にはなれなかった。

「さあ」

　だから汐月は、素っ気なくそう言った。

　それに珀は、泣きそうな顔で項垂うなだれた。
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　翌よく日じつの一年生の実技試験は、クラスごとに登校時間を分けて、グラウンドで行われることになった。カンニング防止のため、一年生は指定された登校時間以外、学舎に顔を出してはいけないことになっている。

　試験は二人一組で行われる、と説明を受けた汐月は、珀と組むことになった。というより、珀が組もうと声を掛けてきたのだ。

　どちらにせよ、汐月が珀以外と組むことはなかっただろう。成績最下位の汐月と試験で組みたがる者など、下から二位の珀以外に恐らくいない。

　錫杖を手にグラウンドに集められた同級生達は、それぞれ好きな者同士で組んでいく。

　ざわめく人混みの中で、汐月は離れたところにいる永嗣を見つけた。

「櫻くんは、海くんと組んでるみたいだね」

「いつもつるんでますしね、当然じゃないですか？」

　むしろ空が、永嗣と海以外の誰と組むかの方が気になるくらいだ。

　そんな話をしていると、永嗣と目が合った。

　汐月は一瞬身構える。

　しかし永嗣は、汐月に対してにやりと笑っただけで、すぐに目を逸そらした。その態度からは余よ裕ゆうが溢あふれている。どうやら、汐月を相手にするのも馬鹿らしいと思うほど、今日の実技試験に自信があるらしい。

　それに拍ひよう子し抜ぬけしつつ、それはそれで有難いと汐月も彼から視線を外した。

「組めた順にこっちへ集まれ」

　教師の指示に従い、汐月を始めとする生徒達はグラウンドの中央へ移動する。

「実技試験って、どんな感じなんだろうね……」

　珀が呟く。

　それと同時に、車輪の付いた檻おりが教師達によって校舎から運ばれてきた。大きさは大人が三人は入れそうなほどで、数は三つ。

　檻に気付いたのはもちろん汐月だけではない。生徒達のざわめきが途端に大きくなった。

「静かにしろ。試験の内容を説明する」

　近づいてくる檻を見ながら、教師が口を開く。

「今から鬼を十匹、この場に放つ。それを、組んだ者同士で協力して倒せ」

　近付いてくる檻の中には、それぞれ鬼の姿があった。どの鬼にも首輪が付いていて、そこから鎖が伸びて檻と繫つながれている。万が一に備え、逃にげられないようにだろう。

「お、鬼と戦う……!?」

　近づいてくる鬼を見ながら、珀が震えた声で言った。それは周囲の生徒達も同じだ。ざわめきは困こん惑わくに変わっている。

　しかしそれもそうだろう。授業で鬼については習っているが、学舎で実際の鬼と対面するのは、一年生にとってこれが初めてなのだ。

　汐月はざわつく周囲をちらりと一いち瞥べつし、それから生徒達の前で止まった檻を改めて見た。

　檻の中にいる鬼は、どこを見ているのか分からない、虚うつろな瞳をしている。開いたままの口からは牙が覗き、涎よだれがだらだらと垂れていた。

　汐月の横で、珀が恐きよう怖ふからかひっと息を吞んだ。そんな彼に、汐月は耳打ちする。

「珀、怖がる必要はないです。試験用の低級な鬼ですし……しかも多分、薬漬づけか何かにされています」

　低級の鬼は、元々知性も理性もない。その上ここにいる鬼達が、試験や授業で使うために弱らされているのは、汐月の目には明らかだった。

　囚とらわれた鬼。薬漬けにされて、本来の力を発はつ揮きできない姿。

　それを見て、汐月の背にぞくりと悪お寒かんが走る。もし自分の正体が半鬼だとバレたら、同じような扱いを受けるのだろうか。

「鬼を解放したあと、お前らと鬼の周囲に結界を張る。その限られた空間の中で倒していけ。準備はいいな？」

　教師の声を合図に、生徒達の間に緊張が走る。

「し、汐月くん……」

　緊張と恐怖から、思わずだろう。珀が、汐月の服の裾すそを摑んだ。引っ張られて、汐月は彼を見る。震えた手と今にも涙を零こぼしそうな珀の目を見た汐月は、彼の背中を軽く叩いた。

「落ち着いてください」

「で、でも……」

「山吹先輩が教えてくれたことを思い出して。それにこれはただの試験です。いざとなれば教師が助けてくれますから」

　教師の役目は、鬼が逃げ出さないための結界を張るだけではない。生徒達が鬼を倒す様子を見て点数をつけ、いざというときは助けに入ることも、仕事の内だ。彼らがそれぞれ錫杖を手にしている理由を汐月はそう悟さとる。

　二人一組で組んでいる以上、珀にも動いてもらわなければならない。その動きが点数に繫がる。だから汐月は、珀を安心させようと微笑んだ。

　珀はそんな汐月を見て、目を瞬かせる。

「汐月くんは怖くないの……？」

　周囲の生徒達の中には、珀同様、恐怖心を抱いている者も多い。いくら授業で習っていても、実物を前にいざ倒せと言われて、はいそうですかとはできないものだ。

「ええ」

　そんな中、迷うことなく汐月は頷く。

　半鬼である汐月が鬼を怖がる理由はないからだ。もちろんそんなことは言えないが。

　そのため、別の理由を口にする。

「あれだけ二人に特訓されたんです。だから──珀も大丈夫ですよ」

　自信のある姿は、珀を安心させることに繫がる。そう思って言った汐月は、今のセリフに既き視し感かんを覚えた。これは──特訓で自分が夜一に言われたものと、同じ……？

「汐月くん……」

　珀が目を見開くと、同時に。

「試験開始！」

　檻が開かれ、首輪を外された十匹の鬼が一いつ斉せいに飛び出す。周囲には鬼と生徒を逃がさないための結界が張られ──生徒達は逃げ場のない、見えない試験会場に閉とじ込められた。




　突然始まった鬼退治に、結界の中は混こん乱らんと恐怖で阿あ鼻び叫きよう喚かんとなった。

　実戦経験のない生徒達は、ほとんどが逃にげ惑まどうばかりだ。実技というからには、正しく術を使えるかどうか見る程度だろうと予想していた。にもかかわらず、本物の鬼を倒すという、心構えも何もない予想外の内容に、みんな混乱しているらしい。

「わあああ！」

　恐怖で足が竦んだ珀を狙って、一匹の鬼が襲おそいかかる。珀は咄嗟に顔の前に錫杖を持ち上げたが、そんなことをしても身を守ることはできない。

「っふ！」

　珀の前に、汐月が飛び出した。そのまま鬼を錫杖でぶん殴なぐる。衝しよう撃げきに鬼は吹っ飛んで、地面に倒れた。

「し、づき、くん……」

「よかったです。試験内容が、退鬼の術を使うものじゃなくて」

　汐月は、退鬼の術を使えない。けれど単純に鬼を倒すだけの試験なら、どうにかできる。しかも二人一組ということは、最終的には珀に術を使ってもらえばそれで済むのだ。

「珀、鬼は僕が相手をします。動きを止めるので、貴方は隙をついて術を使ってください」

「で、でも……」

「落ち着いてやればいいんですよ。あんなに頑張ったじゃないですか」

　振り返った汐月は、にっこりと笑った。

　その言葉は噓ではない。珀の努力を見てきたし、彼ならできると信じている。だから汐月は真まっ直すぐに、彼を見た。

　そんな汐月を、珀は呆然と見つめ返す。

　だが、不意に。

「──分かっ、た」

　そう言って、錫杖を握にぎり締しめた。

「っ、ぼくだって……山吹先輩に教えてもらったんだもん。頑張る！」

「ええ、お願いします」

　睨むように鬼を見つめる珀へ、汐月も首を縦に振った。
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　汐月に吹っ飛ばされた鬼がよろよろと起き上がる。

　それに珀は錫杖を構えた。汐月と頷き合い、鬼へ距離を詰めようとする。珀の力では、退鬼の術の射しや程てい距離が短いのだ。

　鬼の赤い瞳が汐月と珀を見る。

　しかし不意に、その視線が動いた。

「あっ……」

　というのも鬼の吹っ飛ばされた近くには、永嗣と海の姿があったからだ。呆然としたように突つっ立たっている永嗣に気付いた鬼は、標的をそっちに移したらしい。

　珀は、永嗣のことだからそのまま鬼を倒すだろうと思っていた。しかし永嗣は動かない。海が永嗣の腕を摑んで引っ張るが、硬直したままだ。

　そんな永嗣に、さっき鬼に襲われて動けなかった自分の姿が重なった。

「汐月く……」

　もし先ほどの自分と同じなら、永嗣が危あぶないのではないか。そう思って珀は隣にいる汐月へ顔を向ける。

　が、そのときにはもう汐月が動いていた。

　一瞬で駆け寄った汐月は、錫杖を鬼に向かって振り下ろす。頭部に衝撃を食らってよろめいた鬼の腕を摑むと、背せ負おい投なげで地面に叩きつけ、腕を捻ひねり上げて体ごと地面に押さえつけた。

「珀！」

　鬼を押さえ込みながら、汐月が叫んだ。

　流れるような汐月の動きに見み惚とれていた珀は、その声で我に返ると慌てて走り寄る。

「ぼくだって……」

　鬼を相手にするのがこんなに怖いだなんて思わなかった。けれど、あれだけ蓮次郎と特訓したのだ。退鬼の術もなんとか使えるようになった。できないはずは、ないのだ。

　それに、汐月があれだけ頑張っている。自分と同じで成績はよくないのに、誰よりも率そつ先せんして鬼を相手にしている。そして自分を頼たよってくれている。そんな彼に応えたかった。

　珀は錫杖を振り上げた。大きく息を吸い込む。

　蓮次郎と特訓したことを頭の中で反はん芻すうしながら、叫んだ。

「我望む！　鬼を滅めつせよ！」

　言葉は呪じゆ文もんとなり、空気を震わせる。振り下ろした錫杖の先から、半円の光の刃やいばが飛び出した。それは真っ直ぐ、汐月が押さえつける鬼へと向かう。

　汐月が鬼から離れると同時に、光の刃は鬼を貫いた。そして。

「[image: 〓][image: 〓]アアッ！」

　悲ひ痛つうな叫さけび声ごえを最期に、鬼の体が瞬きと同時に塵ちりとなって消えた。

「……」

　珀は、何度も目を瞬かせる。

　退鬼の術を使えた。鬼を倒した。でも実感がない。そう思って瞬きを繰り返してみても、鬼の姿はない。退鬼の術で滅された鬼は、復活などしない。ということは──。

「珀！」

　汐月が、珀に駆け寄って来る。その姿を見て、珀は表情を歪めた。無意識に、ぼろぼろと泣き出す。もちろん、嬉うれし涙なみだだ。

「ぼく、ぼく……できたよー！」

「はい！」

　一匹の鬼を倒した。それだけの話。退鬼師や教師からしてみれば、それは些さ細さいなこと。

　しかし珀にとっては、人生が変わったくらいの、大きな出来事だった。

「この調子でいきましょう！」

　珀の隣に立った汐月は、そう言って勢いよく肩を叩いてくる。

　いつもは冷静な汐月の、こんな様子は珍めずらしい。きっと汐月も珀同様、鬼を倒したことが嬉しいに違いない。

　汐月も自分と同じ気持ちなのだと思うと、珀は嬉しかった。友達として、今自分と彼は対等な立場にいる。そう思うと、胸が熱くなった。

「なんで……ッ」

　ふと背後から聞こえてきた呟きに、珀は振り返る。そこには愕がく然ぜんとしたような表情の永嗣と海がいた。鬼を倒した感激で、彼らが近くにいたことを忘れていた。

　心なしか赤い顔で睨んでくる永嗣を見て、ある意味では彼らの獲え物ものを横取りしてしまったのかもしれない、と珀は思った。怒られる、と身構えるが、汐月がさっさと他で暴れる鬼に向かって行ってしまうのを見て、置いていかれるわけにはいかないと慌てる。

「ご、ごめんなさい。試験中だから……」

　とりあえず謝り、珀は汐月を追いかけて走り出した。

　今は、この試験に集中する方が先だ。
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　紙の上だけでなく、実戦に近い状況でどれだけ冷静でいられるか。その状況の中でどれだけ戦えるか。単純な術の力だけではない。そういった素質を、教師達は試験で見ていた。

　だからこそ試験終了と同時に、汐月と珀は教師から褒ほめ称たたえられた。

　試験開始から怯ひるむことなく、汐月は鬼と向き合った。

　もちろんそれは、汐月自身も半分とはいえ鬼だからできたことで、同じ種を怖がる必要などないからだ。けれどそれは汐月と夜一以外は知らないことであり、教師や他の者の目から見れば、汐月は完璧だった。

「巴ともえ、柏かし和わ！　すごいぞ！」

　結界が解かれると同時に教師に囲まれ、次々に褒ほめられる。中には肩や背中を叩いてくる者までいた。

　他の生徒達も、遠とお巻まきながら尊敬に近い眼まな差ざしでそんな汐月と珀を見ている。途中から我に返って鬼と戦い出した生徒達の半数は、鬼を倒す汐月と珀を見て動き出したのだ。

「ありがとう汐月くん！」

「わっ……！」

　勢いよく珀に抱きつかれ、汐月は硬直した。温かな体にドキドキしたのは、鬼としての血が珀に反応したから──ではない。

「は、珀……」

「あ、ごめん！　つい！」

　掠かすれた声で名前を呼べば、我に返った珀はすぐに離れた。

　汐月を除のぞいたみんなは和わ気き藹あい々あいとした様子で──そのまま、実技試験は終了した。
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「汐月くんのおかげだよ！」

　帰り道、寮に向かう道中で興奮に頰を上気させながら、汐月の隣で珀は言った。

「僕じゃありませんよ。最後に術で鬼を倒したのは珀なんですから」

「でも汐月くんがいたから、僕は術が使えたんだよ！　だから汐月くんのおかげだし……あと山吹先輩も！　縹依先輩も！」

　珀の足取りは軽く、今にも走り出しそうで、よほど嬉しいらしいという気持ちが窺える。それを裏付けるように、珀の持つ錫杖がリズムよく音を立てていた。

　もちろん汐月も、嬉しくないわけではない。別に成績が悪くて退学になってもよかったが、試験が上手くいき、それで誰かに褒められることは、悪い気分ではなかったからだ。

「ぼく、嬉しかったんだ」

「もう何度も聞きましたよ」

「違うよ。試験の話じゃなくて」

「え？　では何が？」

　珀はふふっと笑い声を漏らすと、満面の笑みを汐月に向ける。

「汐月くんと一緒に戦えたのが。ぼくこれで、胸を張って汐月くんと友達なんだって言える気がする！」

　屈くつ託たくのない珀の笑顔に、汐月は息を吞んだ。錫杖を持つ手に力がこもったのは無意識だ。

「……」

　答える言葉が見つからず、汐月は薄うすく唇を開くものの、やはり何も言えない。

　友達。

　その言葉が、汐月の胸に重りのように圧おしかかる。

　汐月は珀と友達であるつもりはない。珀は、この学舎で、ただ適当に過ごすための相手という位置づけだ。何より人間は、鬼にとって食しよく料りようでしかない──はずなのだ。

　自分の言葉に照れているらしい珀は、汐月の不ふ審しんな態度には気付いていない様子だった。

　──そんな中。

「一体どんないかさまを使ったんだ？」

　後方から低い声が聞こえてきて、咄嗟に体ごと振り返ると、汐月は一歩足を踏み出した。珀を背後に庇い、相手を睨みつける。

　憤ふん怒ぬの形相で汐月と珀を睨む、永嗣のことを。

「……いかさまなんて、してませんけど？」

「噓つくな！」

　海と空を後ろに控ひかえさせた永嗣は、嚙みつくように怒鳴った。

「し、汐月くん……」

　その怒鳴り声に驚いたらしい珀が、思わずだろう、汐月を呼ぶ。それに汐月は答えない。代わりに、珀の姿を隠すように、少しだけ身を捩よじった。

「君達みたいなやつに、あんな真似できるわけない！　術もまともに使えなかった落ちこぼれのくせに！　僕に……恥までかかせて……！」

「術は、練習しただけです。それに恥をかかせたって、何のことです？」

「ッ！　この……！」

　汐月の余裕ある態度が気に入らないらしい。とうとう永嗣は、汐月へ足早に近づきながら、拳を振りかざした。今にも殴りかかってきそうなそれに、汐月も身構える。

　だが永嗣の拳は、誰かに背後から摑まれて止まった。

「えっ……」

　驚きの声を上げて永嗣は振り返る。海か空のどちらかに邪魔をされたと思ったらしい。けれど海も空も、驚いたように永嗣を止めたその人のことを見つめていた。

　汐月と珀もそちらを見る。

　後頭部で一つに束ねられた、長い銀色の髪が、太陽の光に反射している。……いや、汐月の目には銀色に映っても、他の者には闇に溶とけ込む真っ黒な色に見えているのだろうが。

「夜一……なんで」

　思わず、汐月は呟く。

　永嗣より頭半分ほど身長の高い夜一が、永嗣の拳を包つつみ込むように摑んでいた。さらにその後ろには蓮次郎の姿もあり、永嗣が目を見開く。

「は、放してください！」

　普段の永嗣であれば、夜一と蓮次郎の登場に硬直していたことだろう。しかし今は、汐月に対する怒りの方が勝っているらしく、夜一の手を振ふり払はらおうとした。

「いかさまじゃねえよ」

　そんな永嗣に、夜一が冷静な声で言い放つ。

　どうやら夜一は、汐月達の会話を聞いていたらしい。

「でもこいつら、ずっと何もできなくて、成績も最下位で……それが、なんで突然……!?」

「さっきあいつも言っただろ。練習した結果だ。この俺が、直々に教えたんだぞ？」

　文句あるのか？　と、細められた夜一の目が語る。

　ぐっ、と言葉に詰まり、押し黙る永嗣。

　二人のやり取りは、汐月や珀に口を挟む隙を与あたえない。ただ汐月は、自分に教えたのは夜一でも、珀に教えていたのは蓮次郎なのだが、とどうでもいいことを考えていた。

「第一、実技でどうやっていかさますんだよ。というより、あいつらの動きがいかさまに見える程度の実力なのか？　お前は」

「そ、れは」

「それにな、大事なのは成績じゃねえ。実戦でどんだけ的確に動けるかだ。実技で、あいつらはそれがきっちりできた。それだけの話だ」

「よーちゃん、そろそろ放してあげて」

　泣きそうな顔をする永嗣を見て、蓮次郎が優しく、永嗣の拳を摑む夜一の手を放させた。そんな蓮次郎を永嗣は見上げ、対して蓮次郎は穏やかに微笑む。

「いきなりごめんね。でも、汐月君と珀君が頑張ってたことは、おれも知ってるから。いかさまじゃないってことは、おれも保証する」

「約束通り、もうこいつらに絡むな」

「っ……」

　永嗣は強く唇を嚙み締めると、そのまま勢いよく踵きびすを返して、その場を去って行った。

「……櫻くん、縹依先輩のこと尊敬してたから……」

　去って行く永嗣の背中を見つめながら、小さく珀が呟く。尊敬している相手にあんなことを言われた永嗣の心情を考えて、同情しているらしい。

　海と空が慌てて、永嗣のあとを追いかける。だが不意に、一人だけ戻って来た。一瞬双ふた子ごのどちらなのか分かりかねた汐月だったが、珀が「海くん……？」と呟いてくれたおかげで、彼を海なのだと判断できた。

　海は夜一と蓮次郎の横を通り過ぎると、汐月の目の前で足を止める。

　永嗣が泣かされたことに対する仕返しだろうか、と汐月はそんなことを考えながら海を睨んだ。といっても、泣かせたのは汐月ではなく夜一なのだが。

「ありがとう」

　が、海の発した一言は、汐月の予想とはかけ離はなれたもので、汐月は目を瞬く。聞き返そうとしたが、その前に彼は、今度こそ永嗣を追いかけて行ってしまった。

「……あの人、なんでお礼なんて」

「もしかして試験のとき、汐月くんが櫻くんを助けたからじゃないかな？」

　独り言のつもりで呟いた汐月に、珀がそう答えた。

「助けた……？」

「お前、あいつに襲いかかろうとしてた鬼、横から倒しただろ」

　首を傾げる汐月にそう答えたのは、汐月と珀の元へ歩み寄ってきた夜一だ。

「試験、見てたんですか？」

「おれらの試験、先に終わってたんだ。そしたらよーちゃんが、見ていこうって」

「暇潰しにな」

　蓮次郎と夜一に、ふーん、と相あい槌づちを打った汐月は、試験のことを思い返す。

　永嗣を助けた記き憶おくなんて、汐月にはない。汐月はただ、手近にいた鬼を片かたっ端ぱしから錫杖で殴り、ときには蹴け散ちらしていっただけなのだ。

「それにしても……なんであいつはいちいちお前らに突つっかかってくるんだ？　お前らの成績が悪いってだけで普通、あんなに執しつ拗ように絡むか？」

　夜一の隣に蓮次郎も並び、四人はゆっくりと歩き出す。

「さあ、知りませんよ」

　面倒くさい、と言いたげな溜め息と共に、汐月は首を横に振る。

　すると珀が「えっ!?」と声を上げた。

「汐月くん、覚えてないの？」

「何をです？」

「汐月くん、体術の授業で櫻くんと当たったじゃない。で、櫻くんをあっさり倒して……」

　入学前から大たい抵ていの術の使い方を学び、体術に自信もあった永嗣を、汐月は入学当初の授業で簡単に倒してしまったらしい。それでプライドを傷きずつけられたから、永嗣は汐月を憎にくみ、執しつ拗ように絡んでいたのだ。その事情は、同じクラスの者であればみんなが知っていること。──そう、珀が説明する。

　次は「え？」と汐月が聞き返す番だった。

「そう、でしたっけ……？」

　確かに言われてみれば、入学当初、面倒くさい相手がいたような気がする。半鬼であるため人間よりは身体能力が高く、また授業に関心もないためあまり本気を出さない汐月だったが、そのときは少し本気を出したような気が、しないでもない。

　しかしそれが永嗣だったかどうかは、いくら記憶を探さぐっても思い出せなかった。

　汐月がこの学舎で興味があるのは、夜一だけ。それ以外の者など、眼中になかった。

「汐月くん……」

　珀が苦笑する。ここまで説明しても全く思い出してもらえない永嗣に同情しているのが、ありありと見て取れた。

「意外とあいつも可哀想かわいそうなやつかもな。ま、同情はしねえけど」

　夜一も、珀のように目に見えて永嗣を気にかける様子は見せないものの、それでも肩を竦めてみせる。蓮次郎も、何やら苦笑していた。

　そんな三人の視線を感じながら、汐月だけは、不思議そうな顔で首を捻るばかりだった。
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　実技試験に緊張していたのだろう。寮に帰ってきて、食事と風呂を終えてすぐ、珀は眠ねむってしまった。ベッドから穏やかな寝ね息いきが聞こえてくる。

　闇に包まれた部屋の中で、汐月は窓を背にして、そんな珀を見下ろしていた。

　体が怠だるい。珀と同じで、自分も疲れているのだろうか。

　──だから、喉が渇いているのだろうか。だから、空くう腹ふくで体が重いのだろうか。

　ぼんやりとそんなことを考えながら、汐月は上半身を曲げるようにして、彼へ顔を近づける。揺れた髪の隙すき間まから角が覗いていた。

　くん、と動かした鼻に、仄ほのかな甘い匂においを感じる。香りにドクドクと心臓が激はげしく脈打ち、汐月は渇いた喉に唾つばを流し込んだ。

　……ほしい。

　汐月の前まえ髪がみの隙間から、緋ひの瞳が爛らん々らんと輝く。鋭い爪つめの指先が、珀の頰に触れ──。

「ん……」

　珀が上げた小さな声に、汐月の体が硬直した。

　珀が起きたのかと、咄嗟に汐月は彼から離れる。鬼化を解き、緊張しながら珀を見た。

　だがただの寝ね言ごとだったらしい。寝ね返がえりをうった珀は、相変わらず熟じゆく睡すいしている。

　そんな珀を呆然と見ながら、汐月は俯いた。

「僕は……」

　掠れた汐月の呟きに、応える者はいない。
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　柔やわらかな日差しの中庭は心ここ地ちがいい。寒くもなく、暑くもなく。時折吹ふく涼すずしい風が頰ほおを撫なでる感覚が気持ちよかった。

　一人であれば、汐し月づきはきっとそう思っていたことだろう。

「……」

　中庭の芝しば生ふの上に座すわりながら、汐月は無言で、購こう買ばいで買ったパンを一口齧かじった。

　そんな汐月の隣となりでは、同じように座っている夜よ一いちが、不ふ機き嫌げんそうにパンを食べている。ちなみにこれも購買で買ったパンだ。例のごとく命令で、生徒でごった返す中を汐月に買わせてきたものである。

　そして黙だまり込こんでいる二人の向かいには。

「それで、ぼくと汐月くん、実技試験で一番になって……！　筆記試験も、さすがに満点は無理だったんですけど、それでも平均点よりずっと上で！　これも全部、先せん輩ぱい達たちのおかげです！　本当にありがとうございました！」

「そんな。おれなんて何もしてないよ。まあ確かに少しは手伝ったかもしれないけど……でもそれはきっと、元々二人に実力があったから」

「違ちがいます！　ぼく、本当にダメで……山やま吹ぶき先輩の教え方がよかったから」

「そんなことないのに。でもそう言ってもらえると嬉うれしいよ。ありがと」

　にこにこと笑顔の珀はくと蓮れん次じ郎ろうは、それぞれ持ってきた弁当を膝ひざの上に広げている。

「お礼を言うのはぼくの方です！　あれからクラスの子が普ふ通つうに話しかけてくれるようになったし……」

　落ちこぼれだから、と距きよ離りを取られていた汐月と珀だが、あの試験以い降こうクラスメイトがよく話しかけてくれるようになった。

「縹はなだ依い先輩と山吹先輩のこともよく訊きかれます！」

　汐月達を見る目が変わったのは、成績がいきなり上がったことも関係あるが、何より、あの夜一と蓮次郎と仲がいいらしい、と噂うわさされるようになったからだ。

　夜一は生徒達の憧あこがれの的。また、蓮次郎も夜一のように仕事こそしていないものの、実力は夜一に次ぐほどらしく、卒業して資格さえ取ってしまえば、すぐに仕事をこなせるようになるだろうといわれている。

　そんな二人と仲がよく、しかも試験もあの結果。実は汐月と珀はすごい人達だったに違いない──と、いつの間にかそんな風に言われるようになった。

「櫻さくらは？」

「あれから全然話しかけてこなくなりました」

　尋たずねる夜一に、珀が答える。

　試験以降、永えい嗣じが変に汐月達へ絡からむこともなくなった。それも、汐月と珀の噂に拍はく車しやをかけている要因である。

　といっても、こうやって四人で昼食を共にしているのは、別に仲がいいからではない。

『おい、飲みもん買ってこい。五分以内な』

『よーちゃん！　友達にそういうこと言わない！』

　と、汐月を好き勝手にしていた現場を見た蓮次郎が、それを阻そ止ししようと、夜一と共に汐月と一いつ緒しよにいるようになったのが始まりだ。そこに珀も加わり、今に至いたる。

「なんだか夢みたい。こんな風に先輩達とご飯食べられて……成績も上がって……」

　試験のときのことを思い出しているのだろう。珀がほう、と息を吐はく。

「ぼく今回の試験で、初めてここにいていいんだって思えました。できないことばかりで、ぼくなんかがここにいちゃダメなんじゃないかって気持ちもあって……」

「珀君……」

「だから、えっと」

　自分で始めておきながら、話の着地点を見失ったのだろう。珀は言葉を探さがすように視し線せんを彷徨さまよわせたあと、汐月を振ふり向むいた。

「もっと頑がん張ばろうって思えたよね、汐月くん」

「え……」

　いきなり話を振ふられ、汐月は目を瞬しばたたかせる。しかしすぐに、半分話を聞き流していたと悟さとられぬよう、笑顔を取とり繕つくろった。

「……そう、ですね」

　心にも思っていない適当な返事をすれば、それで満足したのだろう。珀は蓮次郎に顔を向け、会話に戻る。

　そっぽを向いた汐月は、大きく溜ため息いきを吐はき出した。

「おい」

　すると夜一に声を掛かけられる。

「……なんですか？」

「食わねえのか？」

　一口だけ食べてそれきり口をつけていない汐月のパンを、夜一が指差す。

「ほしいんですか？　食べかけですけど」

「そうじゃねえよ！　……さっきからボーッとしてるっつーか」

「それは……」

「どうしたの？」

　汐月と夜一のやり取りを聞きつけた珀と蓮次郎に顔を向けられ、汐月はパンを袋ふくろの中に戻すと立ち上がった。

「……実は、あまり気分がよくなくて。保健室に行って休んできます」

「えっ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　心配そうな顔をする珀へ微笑ほほえみ、汐月は会え釈しやくするとその場をあとにする。




　校舎に向かいながら、汐月は大きく息を吐いた。

「……気持ち悪い」

　思わず呟つぶやいたのは、実際気分が悪いのもあるが、自分の現状に対しての感想でもあった。

　どうして自分は、ここにいるのだろう。

　別に汐月は、珀のように退たい鬼き師しになりたいわけでも、人間と仲良しごっこがしたいわけでもない。夜一を喰くらい、中ちゆう途と半はん端ぱな半はん鬼きから完全な鬼になるため、ここにいるのだ。

　それなのにいつの間にか、ただの学生として過ごしている。

　胸の奥が苦しい。その感情は怒いかりにも、焦あせりにも、困こん惑わくにも似ている。

　夜一を喰らうことができないのなら、せめてここを出て行きたい。そう、思う。

　無意識に汐月は襟えりに触ふれた。首に巻まかれた布、さらにその下の痣あざを思い出し歯は嚙がみする。

　あまり力の入らない足で、汐月は保健室へと向かった。しかし校舎に入る手前で、ふわりと香かおってきた甘あまい匂においに、足を止めて振ふり返る。

「汐月」

　夜一が、汐月を追いかけて来ていた。

　夜一を視し界かいに捉とらえると、なんだか香りも濃こくなった気がして、汐月はごくりと喉のどを鳴らす。柔らかな肉の感かん触しよくを無意識に想像しながら──汐月は微び笑しようを浮うかべた。

「……どうか、しましたか？」

「それはお前だろ」

「何が？」

「なんつーか……顔真っ青だし」

「気分がよくないって言ったじゃないですか。……ああ、心配してくれたんですか？」

「あ？　誰だれがだよ」

　尋ねれば、即そく座ざに低い声が返ってきた。

「……ただ俺は、今日も仕事があるから」

「……では、また夜に」

　一昨日おととい、昨日と続いての仕事だ、と思いつつ、汐月は夜一に背を向けて歩き出す。

　夜一はもう追いかけて来なかった。けれど校舎に入って廊ろう下かを曲がり、姿すがたが見えなくなるまで……汐月は、夜一が自分を見ている視線を、ずっと感じていた。
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　鬼の活動は主に夜であり、必然的にその時間に仕事をすることになる。それが夕方からか深夜からなのかは、日鬼によってまちまちだ。

　場所が徒歩圏けん内ないであれば徒歩で向かうし、遠ければ私し服ふくで早めの時間に出て交通機関を使い、適当な場所で着替える。仕事着で人の多い時間帯に移動すると、目立つのだ。

　仕事の流れは、汐月が鬼の動きを封ふうじて夜一が倒たおす、という単たん純じゆんなものだ。鬼は夜一の体質に惹ひかれて勝手に姿を現すため、探す手間もかからない。もう何度も仕事をこなし、特に今は連日ということもあり、やり方には慣れてきた。

　……はずだった。

「おい！」

　夜一の鋭するどい声で、鬼化していた汐月は我われに返った。

　ハッとして顔を上げると、目の前に低級の鬼が迫せまっていた。振ふり上げられた爪つめが、街灯の灯りに反はん射しやして煌きらめく。

　避よけても間に合わないと本能が悟り、汐月は身構えるしかない。

　が、鬼の攻こう撃げきより先に横から衝しよう撃げきを受けて、汐月の体が吹ふっ飛とんだ。地面に叩たたきつけられる。

　倒れたまま顔を上げれば、鬼の爪を錫しやく杖じようで受け止める夜一の姿があった。しかし鬼のもう片方の腕うでが彼を襲おそう。避けるものの、爪の先が頰を掠かすり、一ひと筋すじの赤い線をつくった。

「こ、の……糞くそがああッ！」

　吠ほえた夜一は、鬼の腹はらを足あし蹴げにした。錫杖を構え直すと、思いきり鬼の体に叩きつける。

「我望む！　鬼を滅めつせよ！」

　鬼がバランスを崩くずした隙すきをついて、夜一が叫さけんだ。錫杖から逬ほとばしった光の刃やいばが鬼を殺す。

　避ひ難なん警けい告こくが出ていて誰もいない街に、静けさが戻った。

「テメエ！　おい汐月！　何してんだ！」

　鬼を倒して息を吐き出した夜一が、荒あらい足取りで歩み寄ってくる。そのまま夜一は、転がったままの汐月の体を踏ふみつけた。

「仕事だぞ、ボーッとしてんじゃねえ！　俺が助けてやんなきゃどうなってたんだ!?　聞いてんのか!?」

　退たい鬼きの術で吹っ飛ばされたらしいと汐月は理解する。だが分かっていながらも、起き上がるどころか口を開く気力も湧わかず、されるがままでいるしかない。まずい、と思う。

「……おい？」

　いくら夜一でも、今の汐月の様子がおかしいと気付いたらしい。

　夜一は足を下ろし、汐月の顔を覗のぞき込むようにして屈かがんだ。血の香りが強くなり、汐月の唇くちびるが微かすかに動く。

「お前、本当に大丈夫なのか？　どっか調子、おかし……」

　汐月は無意識に、夜一の髪かみを摑つかんで引っ張った。

「なっ……」

　倒すように引き寄せられて悲鳴を上げる夜一の頰へ、汐月は唇で触れる。正確には頰に刻きざまれた傷きずだ。舌を這はわせれば、甘かん美びな味に鳥とり肌はだが立つ。体中に熱が巡めぐる。
















　もっとだ。もっと──！

「んッ」

　痛いたみに夜一が呻うめいた。

　汐月はそのまま、柔らかな頰に牙きばを突き立てようとする。だがその途と端たん、後頭部を摑まれ、思いきり顔面から地面に叩きつけられた。

「ぶっ殺す！」

　汐月が痛みに顔を顰しかめて動かずにいれば、耳元で金属音がした。ちらりと顔を上げれば、錫杖を突きつけられていた。

「何しやがんだ気色悪わりい！」

「……隙だらけだったもので」

「何が隙だ！　人が心配してやったのにテメエ！」

「ご心配ありがとうございます。でも大丈夫です、ただの寝ね不ぶ足そくなので」

「ああ!?　寝不足だあ!?」

　錫杖を押おし退のけ、緩かん慢まんとした動作で起き上がった汐月は、姿を人間に戻す。

「ここ最近、ずっと仕事続きだったじゃないですか。まともに眠ねむれてないんです。貴方あなたと違って僕、デリケートなんで。でもまあ、貴方の血のおかげで元気になりました。どうも」

　いつもの調子に戻り、すっくと立ち上がった汐月を、夜一は頰を袖そでで拭ぬぐいながら睨にらむように見る。

「お前──」

　夜一は何か言いかけたが、結局それ以上何も言わなかった。

　代わりに大きく舌打ちする。

「……次やったら命はねえと思え」

「次でいいんですか？」

「さっさと死にてえらしいな」

　錫杖を構え直す夜一へ、「冗じよう談だんです」と汐月はおどけたように両手を軽く上げた。

「そんな口利きけるならもういいな。帰るぞ」

　夜一は機き嫌げんが悪そうに、汐月から視線を外すと歩き出す。汐月もそんな彼に続いた。

「……けど実際、出しゆつ没ぼつ頻ひん度どが高いな。しかも学舎から近いとこばっかだし。一応あとで報告しとくか……？」

　夜一の独り言を聞きながら、汐月は街灯の灯りでできる自分達の影かげを見下ろす。二人分の影は、歩くタイミングや歩ほ幅はばは違うものの、ほぼ重なって一つになっていた。

　風が吹き、夜一の髪が揺ゆれる。その際、強く彼の香りを感じて、心しん臓ぞうが高鳴る。

　食しよく欲よくとは違う、けれどそれに近い、欲よく。自分でもよく耐たえている方だと汐月は思う。純じゆん粋すいな鬼だったら耐え切れなかったかもしれない。どの鬼も大たい概がい、夜一を前にすると、体が彼を求めて止やまなくなる。さっきの汐月のように。

　目が夜一に吸すい寄よせられる。ゆっくりと、汐月は手を持ち上げた。欲に促うながされるかのように、彼に向かってその手を伸のばして──。

　不意に、建物の陰かげで動く何かを視界の隅すみに捉えた。

「！」

　咄とつ嗟さに、汐月の体が動いていた。

　人間離れした速さで、汐月はその建物まで一気に距離を詰つめる。

「あ、おい!?」

　背中に届く驚おどろいたような夜一の声を無む視しして、汐月は建物の陰に慌てて隠かくれようとしたそれに手を伸ばす。鬼化しながら、何かあってもすぐ対たい処しよできるように。

　今夜、この街には避難警告が出ていて、住民はいない。それなのに動く影があるということは……まさかまだ、鬼が潜ひそんでいたのだろうか。

　鋭い爪の生えた手で、汐月はその影を摑んだ。

「痛つうッ」

　爪が食い込むと同時に、聞き慣れた声が悲鳴を上げた。

「ッ珀!?」

　反射的に汐月は、影から──私服姿の珀から、手を離した。

　同時に、慌あわてて鬼化を解く。今の姿を見られただろうか。そう思うと、気が気ではない。

「お前、なんで……!?」

　汐月を追いかけてきた夜一が、珀の姿を確かく認にんして言葉を失なくす。だがすぐに汐月を押し退のけると、肩を押さえて蹲うずくまる珀へ駆かけ寄よった。

「おい、平気か？」

「は、はい……」

「見せろ」

　そっと立ち上がった珀は、夜一に促されるがまま、汐月の爪が刺ささった箇か所しよを見せる。薄うつすらと血の滲にじんでいる箇所もあるが、大きな怪け我がではなさそうだ。

「す、すみません、珀」

「う、ううん、僕こそ驚かせてごめん」

　珀はそう言って、俯うつむいてしまう。

　その態度から、鬼化を見られたのだと、汐月は焦る。

「お前、何見た？」

　夜一も同じことを考えたのだろう。厳きびしい口調で珀に尋ねた。

「ぼく、途と中ちゆうで二人のこと見失って……それで今、見つけて……」

　震ふるえた声で珀は答える。

「ご、ごめんなさい。最近汐月くんが夜に抜け出してて、気になって……。まさか汐月くんが、縹はなだ依い先輩の仕事のお手伝いをしてるなんて思わなかったから……」

　夜に抜け出していることがバレていないだろうと思っていた汐月は、珀の言葉に多少なりとも驚いた。

「ごめんなさい！」

　深々と珀は頭を下げる。その様子は、噓うそをついているようには到とう底てい思えず、また、今の汐月の鬼化を見たわけでもないようだった。

　そのため、汐月は安あん堵どの息を吐き出した。夜一も表情を微かに緩ゆるめている。

「……勝手にこいつを連れ出しているのは事実で、お前に心配かけたのは悪かった。けど」

「わ、分かってます。ぼく、誰にも言いません！」

　汐月の仕事への参加が非公式のものであり、学舎側にバレるとまずいというのを、珀も理解しているらしい。何度も、夜一に向かって首を縦たてに振っている。

　それから珀は、夜一の隣に立つ汐月へ顔を向けた。

「汐月くん、すごいね。縹依先輩の仕事のお手伝いまでしてるなんて」

「い、いえ……」

「お仕事なんだったらぼく、もう邪じや魔ましないから」

　そう言って珀は、照れたように苦く笑しようした。

「……ぼく、汐月くんがいつの間にか、朝起きたらいなくなっちゃってるんじゃないかって思うときがあって」

「……え？」

「突とつ然ぜんふらっといなくなっちゃいそうな。だから夜に姿が見えなくなると、怖こわかったんだ」

　そう言って珀は、汐月を見つめる。

　真まっ直すぐな珀の視線を受けて、汐月は言葉を失う。

　……けれど不意に、微笑んだ。

「考え過ぎですよ」

　汐月の返事を聞いて、珀はどこか、安心したように笑った。

「そ、そうだよね。ごめんなさい」

「いえ。それより、肩、本当に大丈夫ですか？　僕咄嗟に、強く握にぎっちゃって……」

「大丈夫！　汐月くん、随ずい分ぶん爪伸びてたんだね」

「そうみたいです。帰ったら切りますね」

　こんな誤ご魔ま化かし方で納なつ得とくしてくれるだろうかと内心思いつつ、それ以外上う手まい言葉も思いつかなかった。ふと、傷を負った珀の仄ほのかな血の香りが、汐月の鼻び孔こうをくすぐる。

「おい、そろそろ帰るぞ」

　夜一に声を掛けられて、三人は並ならんで寮りようまでの夜道を歩き出した。

　道中、珀に聞こえないような小声で、夜一が汐月に話しかけてくる。

「お前ら仲いいんだな」

　そう言われて、汐月はゆっくりと夜一を見る。

　お前らというのが、汐月と珀のことを指しているらしいというのは、すぐに分かった。

　二人の後ろでは珀が、一いつ生しよう懸けん命めい寮までの道を歩いている。最初は隣にいたのだが、少しずつ遅おくれてきているのだ。ちらりと見たその顔に、汐月や夜一の会話を聞く余よ裕ゆうはない。

　人間より身体能力の高い半鬼である汐月や、学生でありながら退鬼師の仕事をしている夜一に比べると、珀は体力も筋きん力りよくもない。

　珀には聞こえないだろうと確認してから、汐月は自じ嘲ちよう気味に笑い、首を横に振った。

「違いますよ」

　汐月に、人間と仲良くなる気はない。

　珀と一緒に行動している時間が多いのは、単純に同じクラスだからというだけだ。同室になったのもただの偶ぐう然ぜんで、むしろ珀が、勝手に汐月に付きまとっているだけなのだ。

　汐月にとって珀は、友人のフリをしていれば、一人よりは学舎で浮かないだろうという打算故ゆえの存そん在ざい。それ以外の何ものでもない。

　──むしろ、そうでないと困こまるのだ。

「そうなのか？」

「ええ」

　自分へ言い聞かせるように、汐月は夜一に間かん髪はつ容いれず答えた。

　それ以上、夜一は何も言わない。

　汐月も、無言でただ、寮までの帰り道を進むだけだった。
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　寮の食堂で朝食を終えた汐月は、一いつ旦たん部屋に戻った。制服には着替えているので、あとは鞄かばんを持てば、すぐに登校できる。

　ドアノブを回して部屋へ入った汐月は、中央で慌ただしく動き回っている珀を見て、目を瞬いた。

「……何してるんですか？」

「ね、寝ね坊ぼうした！」

　よほど慌てているのだろう。上半身は裸はだかで、下半身は、右足に寝ね巻まきのズボンを引っかけたまま。さらにその状態で、必死に制服のズボンを履はこうとしている。頭には、重力に逆らった見事な寝ね癖ぐせがついていた。

「汐月くん、起こしてくれたらよかったのに……うわっ」

　慌て過ぎた珀は、べしゃっと潰つぶれるようにして床に転ぶ。

「すみません、もう起きてると思ってました」

　そんな珀を見ながら、汐月はさらりと言った。

　ちなみに今の言葉は噓である。珀がまだ寝ねているのに気付いていたが、自分には関係ないと無視したのだ。残念ながら汐月は、蓮次郎のように面めん倒どう見みはよくない。

　痛みに顔を顰しかめながら起き上がる珀の隣を通り過ぎた汐月は、自分の机つくえの上に置いていた学生鞄を手に取った。

「僕、もう行きますけど……」

「先に行ってくれる……？　あとから追いかけるから……」

　転んだことで冷静になったのか、寝巻きのズボンを足から引ひき抜ぬいた珀が苦笑した。

「分かりました。では、教室で」

　今からどう頑張っても、珀は汐月と一緒に寮を出ることはできない。むしろ急がなければ汐月まで遅ち刻こくしてしまうくらいだ。

「うん。いってらっしゃい」

　珀に見送られながら、汐月は寮の廊下へ出る。扉とびらを閉しめる際、制服のシャツを裏うら表おもて逆に着ている珀が見えた。




　先に学舎に着いた汐月は、机に頰ほお杖づえをついて、ぼんやりと授業が始まるのを待つ。

　その内鐘かねが鳴り、学舎での一日が始まった。

　──しかし。

　午前の授業を終え、昼休みも終わり、午後の授業を迎むかえて放課後になっても。

　追いかけるから、と言っていた珀はその日、登校してこなかった。
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　寮までの帰り道を、汐月は一人で歩いていた。

　結局最後まで、珀は学舎に来なかった。昼休み、夜一と蓮次郎に珀はどうしたのかと訊かれて、適当に「体調でも崩したんですかね」と答えたが……実際のところは分からない。

　あのあと二度寝でもして、来るタイミングを逃のがしてしまったのだろうか。

　そんなことを考えながら、ぼんやりと空を見上げる。

　そういえばこんな風に一人で帰るのは初めてだった。寮では同室、クラスも同じ、しかも隣の席ということで、入学初日からいつも珀が一緒にいた。珀は元々の知り合いもいなかったらしく、寂さびしかったからかやけに汐月に話しかけてきた。汐月も、一人くらい話し相手はいた方が過ごしやすいかと、ことさらに彼を無視することもなかった。

「……まあ、本当に体調を崩してたら困りますしね」

　真ま面じ目めな珀が無断欠席するのは初めてなので、一応心配して、汐月は歩く速度を速めた。

「……あれ」

　目の前を黒くろ猫ねこが横切って、汐月は目を瞬く。猫は汐月と離れたところで足を止めると、汐月を振り返った。

　可愛かわいらしい姿に頰を緩ませていた汐月は、しかし、振り返った猫の瞳ひとみが緋ひ色いろなのに気付いて、絶句した。

　赤い瞳は鬼の証あかし。そして鬼以外の生き物の目が赤いのは、上級の鬼に操あやつられているから──。

「っ」

　猫は汐月を見て「ニャア」と鳴くと、駆かけ出した。咄嗟に汐月はそのあとを追いかける。

　山に入り、道にもなっていない木と木の間を抜ぬける。猫は汐月と一定の距離を保っていた。汐月が遅れそうになれば待ち、追いつかれそうになれば走り出す。

　そして汐月は結界の前に辿たどり着ついた。足を止める汐月を無視して、猫は結界を出る。

　直後、猫の体が地面に倒れた。それはまるで、糸の切れた操り人形のようだった。

　同時に少し離れた木の陰から、何かが姿を現す。

「……鬼……」

　結界の向こうから汐月を見つめるのは、男だった。風ふう貌ぼうこそ二十代後半の人間といったところだが、瞳が赤く、額に角が生えていることから、鬼だと分かる。鬼の成長速度はある一定のところで止まる。個体によって差はあるが、年ねん齢れいが見た目と同じだとは限らない。

　赤い瞳に睨まれて、汐月は身構えた。

　鬼は猫を使って、汐月をここへ誘さそい込んだのだ。それは汐月を狙ねらってなのか、それとも無差別なのか。仲間を殺された復ふく讐しゆうとして、人間、及および諷ふう印いん学舎の生徒を狙って……？

　汐月は鬼を睨み返す。互たがいに睨み合い、その場には緊きん張ちようした空気が満ちた。

　が、不意に鬼が、唇の両りよう端はしを吊つり上げて、嗤わらった。

「そんなに身構えんなよ」

　くっくと喉で嗤いながら、鬼はそんなことを言ってくる。

「同じ仲間じゃねえか。人間のフリして学舎に潜もぐり込むなんて、やるじゃねえの」

「っ！」

　鬼であり、人間のフリをしていると知られていることに、汐月は目を見開いた。

　半鬼だとバレている？　どうして──。

「同じ上級なのに、お前すげえな。どうやって結界破ったのか教えてくれよ」

　が、続けられた言葉に、誤ご解かいしているらしいと汐月は悟る。

　確かに、人間のフリができる鬼という情報だけでは、半鬼か上級の鬼かを判断することは難むずかしいだろう。特に半鬼は、鬼の中でも珍めずらしい存在だ。

　ほっと汐月は息を吐く。けれど一体、汐月が鬼だとどこで知ったのだろう。

　また、汐月の正体を知っているということは、狙いは生徒ではないらしい。狙いは、汐月一人……？

「…‥企き業ぎよう秘ひ密みつです。それより、何かご用ですか？」

　いつでも逃にげられるよう身構えながら、汐月は鬼に問いかける。

　鬼はこの結界内に入っては来られない。猫を操って汐月を連れて来たのがその証しよう拠こだ。だから汐月がここから離れても、鬼はどうすることもできない。

「ちーっとばかしお願いがあってな」

「お願い……？　貴方が、僕に？」

「ああ。──あの呪のろい子ごをオレに寄こせ」

　静かに告げられた言葉に、汐月は息を吞のんだ。

「……呪い子？　何のことか分かりませんね」

「しらばっくれんじゃねえよ。お前、鬼のくせにあの呪い子と仲間を次々屠ほふってるじゃねえか」

「っ……！」

　どうやらこの鬼に、夜一と共に仕事をしている現場を見られていたらしい。正体を──鬼だと知っていたのはそのためかと、汐月は合が点てんがいった。

「……だから？　あれは僕の獲え物ものです」

　じりじりと汐月は後あと退ずさる。

　ここは一旦逃げて、夜一を狙う鬼がやって来たことを、彼に報しらせよう。上級の鬼は厄やつ介かいだ。対たい策さくを練って……。

　そんなことを考えながら、汐月は走り出そうと背を向ける。だが。

「逃げるんじゃねえぞ。こいつがどうなってもいいのか？」

「え……」

　ふわっと香ってきた生臭い香りに、汐月の体が固まった。

　この臭いを、汐月は知っている。昨夜嗅かいだばかりの血の香り。それは、そう……。

「珀!?」

　振り返った汐月は、鬼の手の中に、血ち塗まみれの布を見た。手のひらより少し大きなサイズに破られたそれは、どうやら制服の一部のようだ。黒なので色は変わらないが、そこから香る臭いに、汐月は言葉を失う。

　そんな汐月を見て、鬼が鋭い歯を覗のぞかせ、唇に深く笑えみを刻んだ。

「こいつと仲いいんだろ？　昨夜、三人で一緒に帰ってたもんな？」

「っ、彼をどうしたんですか!?」

「生きてるよ。まだ、な」

　まだ。つまりそれは、これからどうなるかは保証しない、ということだ。

「こいつを返してほしけりゃ、今夜、あの餌えさを連れて来い」

　鬼が、血に塗れた学生服の断だん片ぺんから手を離す。ひらひらと揺れながら音もなく地面に落ちるそれを、汐月は呆ぼう然ぜんと見つめるしかなかった。

　──いつの間にか、鬼は姿を消していた。

　ただそこには汐月と、血に塗れた服の一部と、横たわった猫だけが残されていた。

「……珀……」

　小さく、汐月は呟く。

　そのとき、ポツ、と頰に冷たいものが当たった。顔を上げた汐月のそこに、ポツ、ポツと水すい滴てきが落ちてくる。雨だ。

　気付けば空は、厚い雲に覆おおわれていた。

　次し第だいに強さを増していく雫しずくをその身に受けながら、汐月はしばらくの間動けなかった。
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　扉をノックすると、少ししてから返事があった。

「誰だ？」

「僕です、夜一」

　扉越ごしのくぐもった声に告げれば、数秒置いてから、ゆっくりと内側から扉が開かれる。

「何の用……って、お前、びしょ濡ぬれじゃねえか」

　不機嫌そうに顔を覗かせた夜一は、しかし、廊下に立っている汐月が全身ずぶ濡ぬれなのを見て、驚いたように瞬まばたきを繰くり返す。

「雨に降ふられたのかよ。鈍どんくせえな。さっさと部屋行って着替えてこい。それから出直せ」

「いえ」

「そんなナリで入られたらこっちが迷めい惑わくなんだよ。さっさと……」

　そう文句を言う夜一を遮さえぎるように、汐月は勢いよく、彼の肩を押した。

「なっ……!?」

　そしてそのまま、半ば無理やり部屋へ押し入る。さらに後ろ手で扉を閉めた汐月は、夜一に足払いを掛けた。

「っ!?」

　バランスを崩すが、夜一は踏みとどまろうとする。けれど背中を蹴けり飛ばせば、彼は小さな悲鳴と共に床へ転がった。

「テメ……！」

　そんな夜一の背中に片かた膝ひざをついて体重をかけ、汐月は彼の動きを封じる。

　文句を言おうとした夜一の唇が微かに動いたのを見て、汐月は首に巻いていた布を外すと、乱らん暴ぼうにそれを彼の口内に突っ込んだ。命令を避けるためだ。

「ッ……！」

「命令できなければ何の意味もないんですよ、こんな関も係の」

　告げる汐月の声は静かで、見下ろす瞳は冷たい。

「貴方は僕を簡かん単たんに殺せると思っていたでしょうけど、それは僕だって同じなんです」

　そのまま鬼化した汐月は、鋭い牙を剝むき出し、夜一の喉へ勢いのまま嚙かみつこうとした。

　が、視界の端はしに煌めく何かが映うつり、咄嗟に身を捩よじる。汐月のいたところを夜一の腕が──正確には、握った短刀が横切った。

　同時に、夜一が布を吐き出すのが見えた。

　まずいと思ったときにはもう遅い。

「『動くなッ』！」

　鋭い夜一の命で、汐月の体が硬こう直ちよくする。続いて夜一に蹴り飛ばされ、汐月は背中から床に叩きつけられた。

「っ……」

　痛みに顔を顰めると同時に、左の瞳に短刀を突きつけられた。夜一が少しでも刃を動かせば貫つらぬかれる、ゼロに近い距離。

「どういうことだ」

　覆い被さるように汐月を見下ろして、夜一が訊いた。隠し持っていたらしい短刀をぴくりとも動かさない。返答次第では殺す。彼の態度はそう語っていた。

　汐月は、己おのれのせいで腰こしと腹の辺りが濡ぬれている夜一を見上げたまま、唇を引き結ぶ。

「喋しやべることは禁じてねえだろ。それともまただんまりか？　あ？」

「……そのまま殺せばいい」

「は？」

「僕のこと、殺さなくていいんですか？　死ねと今すぐ命令すればいい。むしろどうしてそうしないんですか」

　早口で捲まくし立たてる。言葉を紡つむぐ度たびに苛いら立だちが増し、汐月は大きく舌打ちした。

「殺せばいいじゃないですか！　貴方の命を狙う鬼を！」

「うるせえ！　俺だってできるならそうしてるよッ！」

　今までにない剣けん幕まくの怒ど声せいに、汐月は言葉を吞み込んだ。

「よ……」

　夜一、と呼よびかけようとするが、何を言いたいのか自分でも分からない。

「……チッ。話戻すぞ」

　吐はき捨すてるように夜一は言い、再度「どういうことだ」と訊いた。対する汐月は、無言。

「おい、訊いてんだろ」

「……命令すればいい。どうせ僕は、逆らえないんですから。訊きたいならそう命令すればいいし、そうしたら」

「してほしいのか？　それでお前は、話すのか？　……俺が訊いても、話そうとしなかったくせに」

　静かな夜一の声が、やけに大きく部屋に響ひびいた──ような気がした。

　いつの間にか外していた視線を、汐月は夜一へと戻す。真っ直ぐに自分を見つめてくる彼と目が合い、無む性しように居たたまれなくなって、汐月は唇を震わせた。

　命令などされていない。喉に痛みも熱もない。

　それなのにどうしてなのか。汐月はゆっくりと、口を開く。

「珀が……鬼に連れ去られました」

「……え？」

　汐月の言葉に、訝いぶかしげに夜一が眉まゆを顰めた。

「上級の鬼で……昨夜の僕らを見ていたらしく、珀を人ひと質じちにして貴方を狙っています。今夜、貴方をそいつのところに連れて来るよう言われました」

「鬼がどうやって。結界の中には入って来られねえってのに」

「結界の傍そばまでおびき寄せられました。猫を操って……多分珀も、同じように」

「力の強い鬼は他の生き物を操れる……。だからあいつ、今日登校してこなかったのか」

　してこなかった、のではなく、鬼に捕とらえられてできなかった。きっと登校途中にでも捕つかまったのだろう。

「最近この近辺で鬼が出没してたのは、そいつが関係してるのかもしれねえな。……それで、どうしてお前は俺を喰おうとした？　鬼に喰わせる前に味見でもしようってか？」

　ゆっくりと夜一が短刀を引く。

「……貴方は……」

　自分でも、何を言おうとしているのか、汐月は分からなかった。ただ、自分の中に閉じ込めておくには、その感情はあまりにもぐちゃぐちゃで。言葉にすることでなんとか自分の心の均きん衡こうを保とうとしているのかもしれない、と思った。

「貴方は──人間は、鬼にとって捕ほ食しよく対象です。それは半鬼である僕にとっても同じこと。だから僕は、珀がどうなろうが知ったことではないんです。捕食対象が、僕以外に喰われる。ただそれだけのことで……。だからあんな鬼の言うことなど無視すればいい。……そう、思うのに」

　汐月の前まえ髪がみから、雨の滴しずくが一粒流れた。それは汐月の頰を伝い落ちていく。灯りに光るそれは、まるで涙なみだのようで。
















「できないんです。珀が傷きずつけられるなんて、嫌いやなんです。でもだからといって、貴方を鬼に差し出すこともできない」

　無意識に紡いだ言葉に、汐月自身驚きを隠せなかった。いつの間にそんな風に思っていたのだろうと、言葉にして初めて自覚した感情に、困惑する。

「……俺がいなくなったら鬼になれねえから？」

「そんな理由だったらこんな悠ゆう長ちようなことせず、さっさと鬼に引き渡わたしますよ」

　ただの餌だったらよかった。相手が夜一でなければ──。

「貴方でなきゃよかったのに。そしたら、こんな……」

　数年前の出会いが。数日間の思い出が。こんなにも邪魔になるとは思わなかった。

「お前……」

「……いっそのこと、貴方を喰らえばそんな気持ちもなくなるかと思ったのに。貴方も珀も、人間はすべて鬼に捕食される存在だと確認したかったのに」

　夜一を鬼に引き渡すこともできず。かといって珀を見み捨すてることもできず。どちらか一方しか選べないのなら、いっそ両方見捨てればいい。自分は鬼で、二人は人間なのだから──と。汐月はただ、理由がほしかった。

　だから、やけくそに近い感情で夜一に襲おそいかかったのだ。結果返かえり討うちに遭あい、この様ざまなのだが。

「……なんで……」

　汐月は唇を嚙んだ。

　汐月は、人間と親しくなる気などなかった。珀とは、友達のフリをしていただけだった。いや、友達のフリをしているつもりだった。

　それなのに、珀の血が付いた服の一部を見たとき、自分でも予想以上に動どう揺ようした。自分はいつから────珀を友達だと思っていたのだろう。

　そして、夜一のことも。

　項垂うなだれる汐月を、夜一はじっと見下ろしていた。

「やっと話したな」

「……え？」

　小さく呟かれた夜一の言葉に、汐月は聞き返す。緩慢とした動作で顔を上げたが、そのときにはもう夜一は立ち上がっていて、灯りを背にした彼の表情は見えなかった。

「友達じゃねえって言ったのはお前なのにな。ま、柏かし和わが櫻に絡まれてるの見かけて俺の部屋を飛び出してった時点で、矛む盾じゆんしてるって思ってたけど」

「……うるさいです」

　汐月は夜一を睨む。夜一がどこか楽しそうで、居い心ごこ地ちの悪さを感じた。

　夜一は後ろ手に持っていた鞘さやに短刀を戻しながら、「『動いていい』」と汐月へ言った。

「あいつが鬼に連れてかれたのは俺のせいってことか」

「……恐おそらく狙いは、貴方みたいですね」

「あいつを見捨てるわけにはいかねえ。けど、みすみす喰われたくもねえ。それに上級の鬼だっつーなら……蘇芳すおうのことを知ってる可能性がある」

「蘇芳……」

　それは以前、汐月にも訊いてきた名前だ。どうして蘇芳のことを訊くのか、その理由は分からないけれど……。

　呟いた汐月に、にっと夜一は唇の端を吊り上げ、汐月が立ち上がるのを促すように、右手を差し伸べた。
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　一旦部屋へ戻った汐月は、濡れた制服からジャージに着替え、首に布を巻き直した。それから改めて、同じように着替えている夜一と合流する。

　まず向かった先は、蓮次郎の部屋だった。

　ちょうど蓮次郎の同室の相手が出で払はらっていたので、その場で夜一は珀が鬼に攫さらわれたことを蓮次郎に手早く説明する。

　夜一の話を聞いた蓮次郎は、信じられない、と言いたげな表情だった。しかし汐月と夜一のことを疑うたがっているわけでもないらしいというのが、雰ふん囲い気きで分かる。

「鬼の狙いは夜一です」

「けど、俺だって喰われたくねえし」

「そりゃそうだよ！」

　蓮次郎が叫ぶ。夜一の体質のことを知っている彼は、話の吞み込みが早い。

「でも……どうして珀君が……？」

「あいつ、俺とこいつについて来て、昨夜の現場にいたんだよ。それを鬼に見られてたみてえだ。んで、あいつなら捕まえやすそうだって思ったんじゃねえかな」

「え……仕事に、汐月君連れて行ったの？」

　きょとん、と蓮次郎が目を瞬く。

「おれのことは連れて行ってくれないのに……」

「……うるせえ。とにかく、そういうことだ。こいつを連れて行ってた手前、学舎側にも相談し辛づらい。しかもことは一いつ刻こくを争う。悠ゆう長ちように退鬼師を呼んでる場合でもねえ」

　不服そうな顔をする蓮次郎から視線を逸そらした夜一は、捲し立てるように続けた。

　ちなみに、ここで指す退鬼師とは、実力のある、という意味だ。退鬼師と教師を兼かねた者は校内にたくさんいる。だが上級の鬼を倒す実力があるかどうかは、正直分からない。というより、そんな実力があるのならば、教師などしていないに違いない。

「むしろ、ここでは俺が一番強い」

　迷いなく、夜一は断言した。

　他の者がそんなことを言ったのであれば、汐月は鼻で笑っていたかもしれない。

　だが夜一は違う。類たぐいまれなる実力の持ち主だ。一緒に仕事をして、目の前で彼の力を見てきたから分かる。彼の自信は、実力と経験からくる、ただの事実なのだ。

「わざわざ呼び出すってことは、待ち構えてるのは一匹や二匹だけじゃねえ可能性がある。俺とこいつだけじゃ手に負えない。だから」

　夜一の言葉を遮るように、蓮次郎は力強く頷うなずいた。

「おれも行くよ。よーちゃんや汐月君、珀君が関わってるなら、他ひ人とごとなんかじゃない」

　蓮次郎がそう言うのを、夜一は分かっていたのだろう。

「じゃあこれからどうするかだけど」

　蓮次郎へ説明する前から練っていただろう作戦を、夜一は話し出した。
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　夜になると、曇くもり空ぞらではあるものの、雨はすっかり止んでいた。

　寮を出た汐月は、門の近くに隠れていた夜一と、錫杖を持った蓮次郎と合流する。

　それから三人は、月も見えない曇り空の下を歩き出した。

　寮から離れて森へ入ると、夜一はポケットに忍しのばせていた小型の懐かい中ちゆう電灯を取り出し、前方を照らす。夜一のあとをついていくため、汐月は自然と、蓮次郎と横よこ並ならびになった。蓮次郎の錫杖が、歩く度に金属音を立てる。

「よーちゃん、君のことは連れて行くんだね」

　不意に汐月は、小さな声でそう蓮次郎に話しかけられた。

　歩みは止めないまま、汐月は隣の蓮次郎を見る。その横顔はどこか寂しげだった。

　どこに、と聞き返さないでも、なんとなく分かる。蓮次郎がついて来ることは許さない、退鬼師としての仕事の話だ。

「……僕、彼の下げ僕ぼくなんで」

「友達を下僕ってひどいなあ」

　それは決して噓ではないのだが、蓮次郎は信じてくれなかった。冗談で誤魔化されたと思ったのか、彼は苦笑する。

「よーちゃんね、結構君の話するんだよ」

「……そう、なんですか？」

「うん。仲良かったんだよね？　昔はああじゃなかったーとか、よく言ってる」

「可愛げないとかですか？」

「えっとー……」

　視線を彷徨わせる蓮次郎を見て、それに近いことを言われているらしいと汐月は察する。

「い、いいことも言ってるよ？　へこたれないとか、強くなったとか！　珀君と一緒に、試験のために頑張ってたもんね」

「……別に頑張ったつもりはないですけど」

　そう言って、汐月は軽く目を伏ふせる。

　試験など、汐月には関係ない。夜一がうるさいから、特訓に付き合っただけだ。

「僕のこと嫌いなんですよ、あの人は。だから僕に優しくないんです」

　幼おさない頃ころ慕したってくれた夜一の前から、突然姿を消して。再会したと思えば彼を狙う鬼になっていて。それで嫌われていないはずがない。そう汐月は思う。

　今の自分は、彼にとって利用価か値ちのあるモノなのだ。人間より丈じよう夫ぶな、使つかい捨すての駒こま。仕事に連れて行くのも、汐月を使うことで自分にかかる負ふ担たんを減らそうとしているだけ。なんとも思っていないからこそ、危き険けんな現場に連れて行くことができるのだ。だから……。

「そうかなあ。あのね、普ふ段だんよーちゃんが誰かの話をすることって、全然ないんだよ？　それってつまり──」

「それを言うなら、僕は貴方の方が大事にされていると思います」

「え？」

「だから、仕事に連れて行かないんですよ、貴方のこと」

　驚いたように、蓮次郎は目を瞬いた。だがすぐに、困ったように、力なく笑う。

「どうなんだろうなあ。よーちゃんが見てるのは、おれじゃないと思うから」

「……どういう意味です？」

「おれが大切なんじゃなくて、何かを重ねてるんじゃないかなって思うんだ。前に言ってたことあるから。置いていかれるのはもう嫌だって」

　思わず、汐月は黙り込んだ。

　脳のう裏りに浮かぶのは──自分が彼の元から、姿を消した日のこと。

「でも、おれはそれでもいいんだ」

　汐月の様子に気付かず、気持ちを切きり替かえようとするかのように蓮次郎が明るく言う。

「ほら、よーちゃんって放っておけないでしょ？　不器用だからさ。それに澄すました顔してるけど、意外とドジなとこもあって。朝一人じゃ起きられないし、この前だって……」

　初めこそ声を潜ひそめていた蓮次郎だが、話していく内に音量が上がっていく。そのため、会話の一部が聞こえたのだろう。

「おい、蓮次郎」

　夜一が不機嫌も露あらわに振り返った。鋭い眼光が蓮次郎を貫く。

「あんま変なこと言ってんじゃねえぞ」

「へ、変なことなんて。全部事実じゃないか。その髪だって結ゆうのおれ……あ痛っ」

「うるせー！」

　蓮次郎に足蹴りを食らわせながら、夜一が怒ど鳴なる。

「さっさと行くぞ！」

　そして夜一は、大おお股またで先に進む。怒おこられた蓮次郎は「はーい」と肩を竦すくめていた。

　そんな二人の様子を、汐月はぼんやりと見つめる。

　夜一の言葉は乱暴だが、だからといって、険悪なそれではない。むしろ心を許している相手だからこそ、そういう言こと葉ば遣づかいをしているのではと思わせる。その証拠に、蓮次郎も気を悪くした様子はない。

　それこそ──友達という単語が、彼らには似合いな気がした。

　といっても、二人は親しん戚せきなので、実際の関係はもう少し違うのだろうが。

「……それでも、貴方が大事にされていることに変わりはないと思いますよ」

　ぽつりと汐月が言えば、蓮次郎が振り返る。

「そうかな？　……そうだといいなあ」

　夜一に聞こえないよう声を抑おさえながら、それでいて嬉しさを滲ませて、蓮次郎は笑う。

　汐月はそんな蓮次郎と夜一を、交こう互ごに見つめた。

　ふとそこで珀の姿が脳裏に浮かんだ理由は、汐月にも分からなかった。
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　汐月と夜一が結界の手前へ──例の鬼と会った場所まで来ると、闇やみの中で爛らん々らんと光る、二つの赤いものに出で迎むかえられた。

　夜一が、懐中電灯でそれを照らす。

　その正体は、赤い瞳の猫だった。

　猫は汐月と夜一をそれぞれ見上げると、軽い足取りで結界の外へ飛び出していく。二人と一定の距離が空くと、「ニャア」と足を止めて鳴いた。

「……行きましょう」

　あの猫が、自分達を鬼の元まで連れて行ってくれるらしい。

　汐月が促せば、夜一は不機嫌そうながらも、おとなしく歩き出す。汐月もそれに続く。

　結界を抜ける際、冷たくて嫌な感覚が汐月の体を通り過ぎた。だがすぐに、その感覚も消える。もう何度かこの結界を行き来したが、やはり慣れるものではない。

　そんなことを考えながら、汐月は夜一と共に、暗くら闇やみの山中を進む。鬱うつ蒼そうと生い茂しげった木々の隙すき間まを迷う様子もなく進む小さな姿は、気を抜けばすぐに見失ってしまいそうだ。

「……夜一、離れないでくださいね」

「あ？　誰にもの言ってんだ」

「知りませんよ。喰われても」

　一定の距離を空けていた夜一の細い腰に腕を回し、汐月は彼の体を引き寄せる。

　というのも──周囲にたくさんの鬼の気配を感じていたからだった。決して強い鬼ではない。せいぜい低級だ。だが闇の中から無数に向けられるその視線は、気持ちのいいものではない。隙あらば夜一を喰らおうとする欲よく望ぼうの視線に、全身が総毛立った。

　が、そんな汐月の腕を、夜一は身を捩って逃れる。

「分かってるよ、いることくらい。元々予想だってしてただろうが」

「……そうでしたね」

　頷きながら汐月は、ちらりと背はい後ごを振り返る。もう闇に紛まぎれて見えなくなった、結界の境目。そこに隠れて待機しているであろう蓮次郎のことを思う。

　低級の鬼が多数潜んでいるだろうと予想していたからこそ、蓮次郎は今、ここにいない。

「……けど、意外と襲ってこねえんだな。結構数いんのに」

「僕らを襲うなと、例の鬼に命令されているんだと思いますよ」

「強い鬼は弱い鬼も操れんのか？」

「操るというか、脅おどすに近いですかね。低級には従したがうだけの知能もないので……」

　そこで、汐月の言葉が切れる。

　視界の端で、低級の鬼が一匹、飛び出してくるのが見えたからだ。牙を剝き出した口から涎よだれをまき散らし、その鬼は跳ちよう躍やくして夜一に襲いかかる。

　咄嗟に汐月は身構えた。

　だが汐月が、鬼化してそれを待ち構えるより早く。

「滅せよ」

　低い、夜一の声。同時に軽く振るわれた夜一の腕から光の刃が逬り、鬼を一刀両断した。

　断だん末まつ魔まの悲鳴を上げた鬼は、退鬼の術によりそのまま消しよう滅めつする。

「テメエに守られるほど、俺はもう弱くねえよ」

　せっかく身構えていたのに出番がなく、目を瞬かせる汐月へ、夜一が鼻を鳴らした。

「……そうですね。でも、油断はしないでください。隙を見せればあいつらはまた襲ってきますよ」

　汐月は夜一にそう告げて歩き出す。前方にいた猫も、汐月と夜一が鬼を倒して歩き出すと、進み始めた。

　……どれくらい歩いただろうか。

　一体どこまで行く気なのかと汐月達が痺しびれを切らしかけた頃、それは唐とう突とつに姿を現した。

　両の手首を縄なわで拘こう束そくされ、高い位置で枝から宙ちゆう吊づりにされている、珀の姿が。

「！　珀ッ!?」

　懐中電灯の光に照らされたその姿に、汐月は思わず叫んでいた。

「っ!?　汐月くん!?」

　声を聞いて、俯いていた珀が顔を上げる。縛しばられている腕の片方は、袖が破かれて肌はだが露わになっていた。そこに傷が刻まれているのを見て、汐月は唇を戦慄わななかせる。

　囚とらわれた格好の珀へ、汐月は夜一と共に慌てて駆け寄ろうとした。

「おっと、動くんじゃねえ」

　しかし珀の吊つり下さげられた木の背後から鬼が現れ、汐月達は足を止める。その鬼は夕方、汐月の前に姿を見せたやつだ。

　鬼の頭と珀の足の位置はほぼ同じで、鬼は長く鋭い爪を、珀の太ももに当てる。それは、汐月達がおかしな動きをすれば珀を殺すと示していた。

「……お望み通り、彼を連れて来ましたよ。珀を放してください」

　冷静な声を装よそおい、汐月は鬼に話しかける。いつ珀が傷つけられるかと気が気でない。

「餌をこっちに寄こすのが先だ」

　対して鬼は、下げ卑びた笑いを浮かべながら言う。夜一の匂いに触しよく発はつされたのか、夜一を見ながら舌なめずりしていた。

　汐月は、隣にいる夜一を一いち瞥べつする。月明かりに煌めく銀色の髪が夜風に揺れ、彼の横顔が見みえ隠かくれする。夜一は怯ひるむことなく、ただ真っ直ぐに鬼を見み据すえていた。

　そして無言で一歩、足を踏ふみ出す。

　だがその直後、宙吊りにされていた珀の足が意志を持って動いた。鬼が驚いたような声を上げ、自分を蹴り飛ばそうとしたその足を避ける。

「なっ……」

「ぼくのことは気にしないで！」

「珀!?」

「ぼくだって退鬼師を目指してるんだから、これくらい……」

　珀は身を捩りながら、可能な限り足を動かし、鬼と距離を取ろうとする。

　しかしそれも一いつ瞬しゆんのこと。

「あああああッ！」

　珀の反はん撃げきに腹を立てたらしい鬼が、珀の足を鋭い爪で抉えぐった。珀のズボンが裂さけ、血が飛び散る。

「珀！」

　目を見開き、汐月は叫んだ。

　そんな汐月に、珀は反応しない。痛みのあまり気絶したのか、目は閉とじられ、体からはぐったりと力が抜けているようだった。

　それを見て、汐月の頭に勢いよく血が上った。ほとんど無意識に鬼化する。

「我望む！　鬼を滅せよ！」

　それと同時に、夜一の退鬼の術が、鬼を襲った。弧こを描えがくようにして真っ直ぐに飛ぶ光の刃。さすがの鬼も、それを避けないわけにはいかなかったらしい。忌いま々いましげに舌打ちし、横っ飛びにそれを回かい避ひした。

　そんな鬼へ、汐月は体ごとぶつかる。そのまま、汐月は鬼と共に森の奥おくへと転がった。

　太い木にぶつかって止まると、汐月はそのまま鬼を地面に組くみ敷しき、鋭えい利りな爪を振り上げる。勢いよく振り下ろしたそれで、鬼の喉を搔かき切ろうとした。

　しかし鬼は首を動かし、寸すんでのところで汐月の爪を避ける。獲物を逃した汐月の爪は深々と地面に突つき刺ささり、鬼はそんな汐月の手首を摑むと、思いきり投げ飛ばした。

　汐月の体は宙ちゆうを舞まい、背中から木の幹に叩きつけられる。

「がっ、は……！」

　激げき痛つうが走り、汐月の動きが止まる。それは一瞬。けれど鬼にとっては、その一瞬で充じゆう分ぶんのようだった。

　人間では絶対にあり得ないほどの瞬しゆん発ぱつ力りよくで、一気に汐月へと距離を詰める。汐月が体勢を立て直すより早く、鬼は汐月を幹に押さえつけるようにして、片かた手てで首を絞しめた。

「ぐ……っ」

「よくもやってくれたな……！」

　怒りに、鬼は低く声を震わせる。

　呼こ吸きゆうができず、汐月は鬼の手首を両手で摑んだ。爪を突き立て、搔かき毟むしるようにして放そうとするものの、上手く力が入らない。

「おとなしく餌持ってくりゃよかったのによ……！　独ひとり占じめしやがって……！」

「独り、占め……？」

　思わず汐月は、掠れた声で聞き返す。

　鬼からすれば、汐月は極ごく上じようの餌を独どく占せんしているようにしか見えないのだろう。

　だが汐月は、夜一を独り占めしているつもりなどない。汐月にとっての夜一は、独り占めにするとか、餌とか、そういう対象ではなく──。

「……何笑ってやがる」

　無意識に唇の片かた側がわを吊り上げた汐月に、鬼が頰を引ひき攣つらせた。が、ふと目を眇すがめる。

「お前……」

　鬼の手が乱暴に、汐月の前髪を摑んで持ち上げた。現れた赤い瞳を見て目を見開く。

「──まさか、半鬼か？」

　呟かれた言葉に、汐月は答えなかった。だが鬼にとってはそれが答えだった。

「ッんだよ、騙だましやがって！　変だと思ったんだよ！　気持ち悪わりぃ半はん端ぱモンが！」

　前髪を放した鬼の手が、汐月の腹に食い込んだ。

「っ、はッ……！」

　その手は、爪で汐月の服を、皮ひ膚ふを突つき破やぶり、腹を貫かん通つうする。激痛と熱に、汐月は目を見開いた。あまりの痛みに、悲鳴さえ漏もれない。

　鬼は汐月の体を放り投げた。地面に転がり、仰あお向むけに倒れた汐月の腹からは、赤いものが勢いよく溢あふれ出す。いつの間にか外れていた夜一にもらった布が、深紅に染まっていく。

「鬼でもねえ、そのくせして俺達の食料を奪うばう足手まとい！　食料にもなれない欠けつ陥かん品ひん！　まさか本当に存在するなんてなあ」

　あまりの痛みに悲鳴さえ上げられず動けない汐月を、鬼が嗤わらう。

「こんなゴミ、産むやつなんていたんだな。オレも初めて見たわ。あれか、鬼にゃなれねえから人間と慣れ合ってたのか。んであわよくば、餌を自分のモンにしようってか」

　違う。そう言いたいのに、汐月の口から声は出ない。

「無理無理！　鬼でも人間でもねえお前に、生きてる価値なんてねえんだよ」

　そのまま息の根を止めようと、鬼が足を踏み出す。汐月に近づき──。

「……!?」

　直後、汐月は見えない何かに押し潰されるような感覚に、襲われた。

　苦しさに汐月は呻く。

　そしてそれは、鬼も同じだった。

「な、に……!?」

　突然のことに混こん乱らんした様子で、鬼はその場に片膝をつく。気を抜けば地面に倒れ込んでしまいそうになるのを、懸けん命めいに堪こらえているらしい。顔は苦く痛つうに歪み、声と体が震えていた。

「何やってんだよ、テメエ」

　静かな声が響く。それは汐月にとって、聞き慣れた声。

　雲の隙間から差し込む月明かりに照らされて、森の奥の闇からゆっくりと歩いてくるのは、夜一だった。先ほどまで持っていた懐中電灯は、今はない。

「よ……いち……」

　どうやらこの一帯に、夜一が、鬼の動きを封じる術を掛けたらしい。自分の脇わきに立つ夜一を、汐月はぼんやりと見上げる。

「はく、は」

「蓮次郎に任せた」

　夜一の答えに、汐月はほっとする。

　蓮次郎の役目は、汐月と夜一よりだいぶあとに森へ入り、待ち構えている低級の鬼を倒すこと。そして適当なところで、汐月達と合流することだった。

「あな、た……来るの、おそ……」

「しゃーねえだろ。お前らがいなくなった途と端たん、低級に襲われたんだから」

　自分達を脅す鬼の気配が逸れたと、近くにいた低級の鬼がこれ幸いとばかりに夜一へ襲いかかったらしい。珀も守らなければいけなかった夜一は、蓮次郎と合流するまで、その場から動けなかったに違いない。だから汐月の元へ来るのが遅くなったのだ。

　夜一は汐月を見下ろしながら、その場にしゃがみ込む。汐月から溢あふれた血ち溜だまりが、彼の靴くつを汚よごしていた。

「死ぬのか？」

「……さあ。けど、いいんじゃない、ですか？　色々と手間、省け、て……」

　不意に夜一が、汐月の髪を摑んだ。そのまま乱暴に、上半身を持ち上げる。

　痛みに朦もう朧ろうとした意識の中、汐月はぼんやりと彼を見た。

　夜一の顔が、近づいてくる。




「許さねえよ、そんなの」




　そして汐月の唇に、彼のそれが重なった。

　汐月の口内に、鉄の味が広がる。だがその味はすぐに、甘美なものに変わった。

　微び量りようながらも注がれたそれを嚥えん下かした途端、汐月の心臓が高鳴り、体が熱くなる。

　夜一の唇が離れると、汐月を見下ろすにやりとした笑みが見えた。その唇は歯で傷つけたのか、血が滲んでいる。

「あんな鬼より、テメエの方が何倍も強つええよ」
















　汐月の髪を摑んでいた手を放し、夜一は背後にいる、術のせいで動けない鬼を振り返る。

　その瞬しゆん間かん、勝負はついていた。

　夜一が振り返った、あの一瞬で。

　活性化した鬼の力により受けた傷を完治させた汐月は、夜一が掛けた鬼の動きを封じる術を破って動いていた。距離を詰め、鋭利な爪を鬼の胸むねに貫通させると、近くの木の幹に押しつける。

「あ、が……」

　目を見開き、唇の端から血の泡あわを吹き出す鬼へ、汐月は冷たく言い放つ。

「お返しですよ」

「どうだよ、気持ち悪い半端モンに負ける気分は」

　そんな汐月の隣に夜一が立った。

「た、助け……」

「俺の質問に答えたら考えてやるよ。……蘇芳って知ってるか？」

「し、らな……」

「ふーん」

　息も絶え絶えに答える鬼へ、夜一は目を細める。そして片腕を振り上げた。

　鬼の目が、大きく見開かれる。

「我望む。鬼を滅せよ」

　夜一から発せられた術により、最さい期ごの悲鳴を上げる暇ひまもなく、鬼は消滅した。

「……収しゆう穫かくなしかよ」

　ハア、と溜め息をつく夜一へ、汐月は半ば幹を抉っていた手を引き抜きながら、呟く。

「……巻き込んですみませんでした、夜一」

　鬼の体を貫通させた手と腕は、鬼の血でべっとりと汚れていた。

　そんな汐月へ「あ？」と夜一が聞き返す。

「……別にテメエのせいじゃねえだろ。むしろ──」

　そこまで言ったものの、夜一は言葉を切り、荒く頭を搔く。それから唐突に、

「つか負けてんじゃねえよ！」

　と、振り上げた足で汐月の腰を蹴った。

「し、仕方ないじゃないですか。どう考えたって僕の方が弱いに決まってるでしょう」

「んなわけあるかよ。俺の術簡単に破りやがって」

「え……」

「半端モン？　欠陥品？　上等じゃねえか。そのおかげで俺の術破れるテメエが、弱よええわけあるか」

　目を瞬かせる汐月を、睨むように夜一が一瞥する。

「俺の選んだ下僕が、弱えわけねえんだよ。なんでそれが分かんねえんだ」

　その言葉は──半分しか鬼でない汐月を、認みとめてくれているみたいで。誰もが、自分ですらも疎うとんじていた、中途半端な血を。

「早く戻るぞ」

　呆然としている汐月に背を向けて、血に塗れた布を拾い上げた後のち、夜一は歩き出す。

　その背中を見て、珀と蓮次郎のことを思い出した汐月は、慌てたように駆け出した。
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　学舎での授業を終えた放課後、病院の廊ろう下かを歩いていた汐し月づきは、前方から知った人物が歩いてくるのを見て、反はん射しや的てきに足を止めた。相手も、汐月を見つけて足早に近づいてくる。

「汐月君も、珀はく君のお見み舞まい？」

　そう言ってにこやかに話しかけてくるのは蓮れん次じ郎ろうだ。その隣となりには夜よ一いちもいる。

「おれらも今行ってきたところだよ」

　──珀が鬼おにに攫さらわれ、その鬼を汐月達が倒たおしてから、数日が経たった。

　珀は街の病院に運ばれた。目立った外がい傷しようは、鬼の爪つめによってつけられた足の傷きずだけ。ただそれは予想以上に深く、珀は足を縫ぬうこととなり、大事を取って入院することになった。

　学舎と教師には、珀が鬼に攫われたことが報告された。ただ珀自身はその理由を理解しておらず、助けに行った汐月達──もとい夜一が中心となって、報告を行った。

　そして珀が何も知らないのをいいことに、仲間を殺された鬼が、夜一へ復ふく讐しゆうを果たすために珀を利用しようとした、と少し誤ご魔ま化かした形で伝えられた。教師達からは、そういう場合はまず自分達へ報告しなさい、と注意されたが、そんな悠ゆう長ちようにしている場合でもなかった、と夜一が主張したせいか、それ以上は特に何も言われなかった。停学、ましてや退学のような処しよ分ぶんもない。良くも悪くも教師達は、自分達と夜一の実力差を理解しているのだろう。

「汐月君も誘さそって一いつ緒しよに来ればよかった。ね、よーちゃん」

「別にわざわざこいつと一緒なんかしなくてもいい」

「よーちゃん！」

　冷たく答える夜一を、焦あせったように蓮次郎が窘たしなめる。夜一の代わりに謝あやまる蓮次郎へ、汐月は気にしていないですよ、というように笑った。

　すると不意に、汐月と夜一の目が合う。

「見舞いなんて、仲のよろしいこって」

　口角を上げながら、どこか意地の悪い口調で夜一に言われて、汐月の頰ほおが赤くなる。

　友達じゃない。そう主張していた自分を、夜一は知っている。そのくせして、珀が攫われて取とり乱みだしたことも。

「……貴方あなた方ほどではないですよ」

　ぷい、と顔を背そむけて、汐月は言った。

　途と端たん、「ああ？」とガラの悪い声を上げながら、夜一の顔が不ふ機き嫌げんそうなものになる。

「いつもどこに行くのも、お二人で一緒ですもんね。仲がよくて羨うらやましい限りです」

「こいつが勝手について来るだけだ！」

「へーえ？」

「文句あんのか!?」

「まあまあ。病院で喧けん嘩かしないの」

　睨にらみ合いながら火花を散らす汐月と夜一に、蓮次郎が苦く笑しようした。
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　病室へ足を踏ふみ入れると、ベッドに寝ね転ころんだ入院着姿すがたの珀が、笑顔で出で迎むかえてくれた。そのまま起き上がろうとするのを、汐月は慌あわてて駆かけ寄より制す。

「無理に起き上がらなくていいですから」

「でも人を出迎えるのに寝転んだままってのもなんだかなって……」

「そんなこと気にしないでください」

「ありがとう。あ、そこのイス座って」

　ベッド脇わきのイスを指され、汐月は持っていた鞄かばんを床ゆかに置き、腰こしを下ろす。

　大部屋の病室には、珀以外にも五人、入院している患かん者じやの姿がある。各おの々おのの時間を過ごす彼らの邪じや魔まをしないよう、汐月は仕切りのカーテンを閉しめた。

「さっきまで縹はなだ依い先せん輩ぱいと山やま吹ぶき先輩が来てたよ」

「ええ、知ってます。すれ違ちがったんで」

「そうなんだ」

　にこにこと笑う珀を、汐月は見つめる。

　縫うほどの目立った外傷は、足だけだと聞いていた。実際そこには、痛いた々いたしく包帯が巻まかれ、シーツの上に投げ出されている。

　けれどそれ以外にも、深くはなくとも多々傷がある。腕うでの傷にはガーゼとテープが貼はられ、頰やそれ以外の箇か所しよにも、攫われたときに負ったらしい細かな傷があった。

　それを見ていると、汐月の胸むねがずきりと痛いたむ。

　珀が攫われ、こんな怪け我がを負ってしまったのは、汐月の友達だったからだ。汐月がいなければ、鬼は直接夜一を狙ねらっていただろう。何より汐月は、怪我をする前に珀を助けられなかった。

　だからこの怪我は、自分のせいだ。

「……ごめんなさい」

　思わず汐月は、珀から視し線せんを逸そらして俯うつむくと、唇くちびるを嚙かんだ。

「え？」

　だがきょとんとしたように、珀が聞き返してきた。

「何が？」

「それは……」

　聞き返されるものの、どう説明すればいいのか分からず、汐月は言葉を濁にごす。

　そんな汐月に珀は笑う。それはまるで、汐月を元気づけようとしているかのようだった。

「鬼に攫われたのは、ぼくの力不足だよ。むしろ助けに来てくれてありがとう」

「そんな……」

「それにしても縹依先輩と同じこと言うんだね。先輩もなんでか謝るんだよ」

「……」

「もう、そんな顔しないで。汐月くんにそんな顔されるの、ぼく嫌いやだ」

　じーっ、と珀に見つめられている気配を感じて、汐月はそっと顔を上げる。

　相変わらず笑顔の珀は、汐月と目が合うと、浮うかべる笑えみをさらに深くした。

「怪我は治ってないけど、ぼく明日には退院していいんだって。迷めい惑わくかけちゃうかもしれないけど……また明日からよろしくね」

　眉まゆ尻じりを下げ、汐月は珀を見つめ返す。

　友達。夜一とは少し違ちがう。鬼の自分を知らない、人間としての自分の──。

　不意に汐月は、珀の体を抱だき締しめた。

「へ!?　え？　し、汐月くん？」

　驚おどろいたような声を上げる珀を放し、汐月は彼と目を合わせると笑う。

「僕でよければ」

　そう言った汐月に、珀も何やら嬉うれしそうに笑うと、両手を顔の前で合わせた。

「あと、授業のノートも見せてください！」

「そう言うと思って、持って来てますよ。どうぞ」

　鞄の中から数冊ノートを取り出し、汐月は珀に渡わたす。

「え、でも今借りちゃっていいの？」

「はい。……次会ったときに、返してくだされば」

「分かった。ありがとう」

　抱き締めるようにしてノートを受け取った珀に、汐月は優やさしく微笑ほほえんだ。
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　暗くら闇やみの中、汐月は窓まどから外へ降おり立たった。深夜、寮りようの外に人はいない。そのため辺りを見回すことはせず、足音だけは忍しのばせながら、寮の門へ向かう。夜一と仕事に行っていたことで、寮を抜ぬけ出すことには慣れていた。

　……ただそれは、今夜で終わりになるのだけれど。

　そんなことを考えながら、汐月は夜の中に姿を消そうとする。

　しかし門を出た瞬しゆん間かん、背はい後ごから手首を摑つかまれて驚いた。

「なっ……」

　上げそうになった声を抑おさえて、汐月は自分を引き止める相手へ振ふり返かえる。

「どこ行く気だ」

　汐月の手首を摑み、睨にらむような目つきで立っていたのは、汐月同様、私し服ふく姿の夜一だった。門の外にいた彼は、まるで隠れて自分を待っていたかのようで、汐月は言葉を失なくす。

「……ちょっと、夜の散歩に」

　悟さとられまいと、汐月はにっこりとした笑みを浮かべ、夜一に答えた。

「へえ」

「貴方こそこんな時間にどうしたんです？　今日仕事でしたっけ？」

「いや」

　尋たずねる汐月に、夜一は首を左右に振ふる。

「ただ、ここから逃にげ出そうとするやつを見張ってただけだ」

　そう言って夜一は、汐月を見つめた。

　真まっ直すぐな瞳ひとみに射い貫ぬかれて、汐月は息を吞のむ。

「……どうして」

「柏かし和わ、明日退院だって聞いたから。もしもお前が姿を消すなら、あいつの無事を確かく認にんしてからだろうって思ってな」

「……」

「当たってるか？」

　汐月は何も答えない。だが否ひ定ていしないことは、肯こう定ていとほぼ同義だ。

「昔からお前、自分に都合が悪くなると逃げ出すもんな。あのときだって」

　あのとき──それはきっと、二人が初めて出会って過ごした、あの日々のこと。

「あれは……」

「なんだよ」

「……いえ、なんでもありません」

「なんでもなくはねえだろ。なんで出てくんだ？　──なんで、出て行った？」

　矢継ぎ早の質問に、汐月は顔を背ける。拳こぶしを握にぎり締め、暗い足元を見つめた。

「……貴方には関係な……」

「ッなんで！」

　不意に、夜一の顔が歪ゆがんだ。強く肩かたを摑まれ、汐月は驚く。

「そんなに俺は信用ならねえか!?　あのときも、今も！」

　咄とつ嗟さに顔を上げれば、間近で見る夜一の顔が今にも泣きそうに見えて、汐月は呼こ吸きゆうが止まった。

「やっと、話してくれたと思ったのに」

　……実際、彼が泣きそうだったかどうかは、汐月には分からない。俯いた彼の顔が、そのまま髪かみで隠れたからだ。

　汐月は呆ぼう然ぜんと、そんな夜一を見つめる。

「違います、僕は」

「違うって何が。じゃあ言えよ」

「それは……」

「言えねえんだろ。そういうことだ。どうせ俺だけがお前のこと、信じてたんだ」

「ちが」

「お前はあっさり出て行って。あれか、利用するだけして終わりか。糞くそが。死ね」

　責めるような夜一の口調に、汐月の頭に血が上る。どうして勝手に決めつけるのだと。自分にも理由があるのにと。

　思わず汐月は、自分の肩を摑んだままだった夜一の手を、勢いよく払はらった。




「っ、言えるわけないじゃないですか！　食べたくないからだって！」




　思わず叫さけんだ汐月の声は大きく、それにつられるように、夜一が勢いよく顔を上げる。

　その目に涙なみだなどない。やはり先ほど夜一が泣き出しそうに見えたのは気のせいだったのだ。それに動どう揺ようして声を荒あららげた自分に、汐月は今さらながら後こう悔かいする。

　しかし一度昂たかぶった感情は、理性では抑えられなかった。

「貴方のせいですよ！　貴方に出会わなければ僕は、自分が鬼だと知らずに生きられた！」

　鬼に襲おそわれた幼おさない日。怪我を治そうと無意識に、汐月は夜一の血を飲んだ。

　夜一の血は汐月の鬼の力を活性化させ、結果、それまで自分を人間だと思っていた汐月を、半鬼だと気付かせた。

　夜一の目が、大きく見開かれる。

「な……」

「半鬼って、定期的に人間の血肉を摂せつ取しゆしないと、おかしくなるんです。低級化するんです。お腹なかは空すくし、苦しいし、気分だって悪くなるし。もう、嫌なんですよ。だから鬼になりたいんです。だから……貴方をただの餌えさだって、思い込みたかったのに」

　生きていくためには人間を喰くらうしかない。だから汐月は、自分を鬼だと自覚させた夜一を憎にくみ、彼を食べることで、人間は捕ほ食しよく対象だと思いたかった。思い込みたかった。

「だから僕は、貴方を喰らおうとした。それなのに僕は、人間に……珀に心を許してたんですよ。友達だと思ってくれている彼に、僕も同じ気持ちを返していたんです。不本意なことにね」

　汐月の話を理解したのか、真しん剣けんな表情で自分を見る夜一を、汐月も見つめ返す。

　夜一は昔と随ずい分ぶん印象が変わった。当時の面おも影かげなど残っていない。成長が遅おそい自分とは大違いだと、汐月は思う。

　けれど汐月は、今自分を見つめてくる夜一に、幼い頃ころの彼を見た。お互たがいを友人だと思った、あのときの。

「貴方のこともですよ、夜一」

　夜一を憎もうとした。けれど……そんなこと、できなかった。

「……だから、出てくのか？」

「そうです。捕食対象でもない貴方達の傍そばに、鬼の僕がいる意味なんてない」

　鬼を倒すため、退治するための技術を学ぶ場所。これほどまでに、鬼が生活するのに不適切な場所があるだろうか。

「そういえば貴方、昔僕が出て行った理由も訊ききましたよね」

　目を細めた汐月は、ゆっくりと息を吸すい込んだ。少しの間を置いたあと、唇を開く。

「あのとき僕は無意識に、眠ねむっていた貴方を喰らおうとしたんです。それに驚いて……怖こわくて、だから……逃にげたんですよ」

　汐月は無理やり笑顔を浮かべる。自分が鬼だと自覚し、一人で生きていかなくてはならないのだと気付いてからの、処しよ世せい術じゆつ。柔やわらかな物もの腰ごしや笑顔は、鬼にも人間にも紛まぎれ、敵をつくらないための手しゆ段だんだ。

「友達のこと食べられますか？　僕には無理です。だから出て行くんですよ。昔も、今も」

　むしろ遅いくらいだ。実技試験のあった日だって、汐月は飢き餓が感かんから珀を襲おうとした。あのとき出ていけばよかったのだ。そうしたら珀は傷きずつかずに済んだのに。

　夜一は無言だった。そんな彼に微笑んだ汐月は、改めて背せを向けると歩き出す。彼に引き止める理由などない。そう思いながら歩を進める。

　しかし数歩も行かない内に。

「勝手なことばっか言ってんじゃねえよこのボケ！」

「ぎゃっ!?」

　思いきり背せ中なかに衝しよう撃げきが走り、その勢いに耐たえ切れず、汐月は無ぶ様ざまに転んだ。

「なっ……」

　続いて背中に重い感かん触しよくがあり、咄嗟に汐月は顔を上げる。見れば夜一が、汐月を押おさえつけるように、片足で背中を踏ふみつけていた。

　先ほどの衝撃は彼の飛とび蹴げりらしいと、汐月は気付く。

「『動くんじゃねえ』ぞ」

　低い声で夜一が命令する。

「格好つけてんじゃねえ。何が友達は喰えませんだ。恥はずかしいやつ。鬼になるから俺を喰う？　なれねえから姿消す？　それしか思いつかねえのかよ。それが諦あきらめ癖ぐせだっつーんだよ」

「っ、う、うるさ……！」

　汐月の文句を遮さえぎるように、盛せい大だいに夜一が舌打ちした。

「初めからそう言やよかったんだ」

　ぼそりと呟つぶやかれた言葉に、汐月は目を見開く。無理やり押おし殺ころしていた感情が、またもや顔を覗のぞかせた。

「な……っ、貴方、そんな簡かん単たんに言いますけどね！　言えるわけないじゃないですか！　それともなんですか？　言ったら食べさせてくれたんですか!?」

「んなわけねえだろ」

「じゃあッ」

「けど俺は、喰われるならお前がいい」

　一いつ瞬しゆん汐月は、自分が何を言われたのか、分からなかった。

「……え……？」

「知らねえ鬼に喰われるなんざ真っ平だ。だったらテメエに喰われる方がいい」

　事態が吞み込めずに間ま抜ぬけな顔をする汐月を、夜一は睨むように見下ろす。

「俺に協力しろ、汐月。半分とはいえ鬼のお前がいる方が、蘇芳すおうを探さがすのに都合がいい」

「蘇芳って……？」

　以前尋ねても教えてくれなかった名前。一体どういうことなのだろう。

「俺に──俺の一族に呪のろいをかけた鬼の名前だ」

　夜一の答えに、汐月は目を瞬またたかせた。

「……呪い、って……」

「すぐに分かれよ、アホ。テメエらみたいな鬼を引き寄せる、このクソな体質のことだ」

　忌いま々いましげに夜一が吐はき捨すてる。

「しかもこの呪いは、二は十た歳ちになると同時に俺を殺す」

　夜一の言葉が予想外で、「え」と汐月は、無意識に呟いた。

　鬼を引き寄せ、血肉によって鬼の力を高め、二十歳の誕たん生じよう日びに死ぬ。そんな呪い──。

「……その蘇芳という鬼を探しているのは……」

「そいつを殺せば、この呪いが解けるからだ」

　蘇芳を探し出して、呪いを解く。そのために夜一は、退たい鬼き師しになったのだ。

「母親の仇かたきを討うつんだろ？　俺に協力すればちょうどいいじゃねえか。その代わり、俺が鬼に喰われそうになったり、二十歳までに蘇芳を見つけられなかったりしたときは」

　夜風が、汐月の頰を撫なで、夜一の髪を揺ゆらして、通り過ぎていく。月明かりに照らされる、夜一の髪。汐月達鬼には煌きらめく銀色にしか見えない、甘あまく鬼を魅み了りようする彼の証あかし。

「俺を喰え、汐月。そんときこそお前は、立りつ派ぱな鬼になればいい」

　汐月は呆然と、瞬まばたきを繰くり返した。

「で……でも僕、それまでどうするんですか」

「俺の血でも飲んどけ。血でいいんだろ？」

「えっ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げた汐月に、夜一が眉まゆを顰ひそめる。

「んだよ」

「だ、だって……なんで……」

　あんなに嫌がっていたのに、夜一の方からそう言ってくれるなんて思わなかったのだ。

「前に俺の血飲んだだろ。そしたらいきなり元気になったから、定期的な摂取ってそういうことだろうと思ってな。図星か？」

　低級の鬼退治のとき、我が慢まんし切れずに夜一の頰の血傷を舐なめた。その行動の理由を、夜一は察していたらしい。

「そんで、どれくらいの頻ひん度どで必要なんだよ」

　押おし黙だまる汐月の反応を肯定だと受け取ったのか、夜一が訊く。

「……一ヶ月に一回が理想ですけど……二、三ヶ月なら、最悪我慢できる範はん囲いです。量にもよりますけど。あまり多く摂取すると、逆に僕、気持ち悪くなるんで」

「面めん倒どうだな」

「だから言ってるじゃないですか！」

「ま、下げ僕ぼくの面倒見んのも俺の仕事だ。つか逆にこれからどうする気だったんだよ、お前」

「……言ったじゃないですか。このまま生きるくらいならって」

　元々決めていた。夜一を喰らうことができず、このまま半鬼として一生を過ごすなら。いずれ、自じ我がを失って、ただの化け物と化すのなら、そのときはその前に……。

「あ、貴方こそ、これからどうする気ですか？　貴方の呪いが解けたら僕は上級鬼にはなれません。まさか一生こ主の従関契係約続けるつもりですか？」

「俺の体に文句あんのか？」

「も、文句があるのは貴方でしょう!?　鬼は嫌きらいだって言ってたじゃないですか」

　夜一の目が細められる。汐月の背中を踏みつける足に力が込められたのは、無意識か。

「ああ、大だい嫌きらいだ。吐はき気けがするほどにな。でもテメエは──違うだろ」

　それは、汐月が半分しか鬼ではないことを指しているのか。

　そんなことを考え、しかし汐月は、すぐに違うと気付く。彼が言いたいのはそういうことではない。鬼とか、人間とか、そういうことではなく──。

「鬼だって分かって、それでも俺のこと喰えねえってなったなら、そんときにそう言やよかったんだ。黙だまっていなくなったりせずに。そうすりゃ俺だって力になった。なりたかった。しかもそれが俺のせいだっつーなら、尚なお更さら」

　振ふり絞しぼるような夜一の声が、汐月の鼓こ膜まくを震ふるわせる。

「……勝手にいなくなんじゃねえよ、このカス」

「夜一……」

「……チッ」

　汐月が言葉に迷っていれば、夜一が舌打ちした。そして思いきり足を振ふり上げると、二度、三度と、汐月を地面にめり込ませようとでもするかのように、踏みつけてくる。

「つーかテメエが鬼だってな、俺はすぐに気付いてたんだよ！　テメエを下僕にしてやるって決めてたしな！　ざまあみろ！　黙って消えて損したな！」

「ん、な……ッ」

「俺に何なんも言わずどっか行くテメエが全部悪いんだよ！　人の気も知らねえで……ッこのばあああか！」

　踏みつけられる度たびに、その衝撃で小さな悲鳴を上げていた汐月は、自分をあざ笑う夜一に、イラッとした。キッと彼を睨み上げる。

「ああ、貴方、僕が勝手にいなくなって拗すねてたんですね！　ごめんなさいね！」

「なっ、ち、ちが……殺すぞ！」

「やれるものならどうぞ！」

「下僕が偉えらそうに！　第一下僕が勝手なことしようとすんじゃねえよ！」

　最後の、よ、が跳はね上あがる。今までにないほどの力で、夜一が汐月を踏んだからだった。

「っあー……」

　動くなと命令されている汐月は、何もできず、ただ痛みに耐えるしかない。

「本当……貴方、ひど……」

「どこがだ。これだけで済すんで有あり難がたく思え」

　気が済んだのか、夜一の足が汐月の上から退どく。

「俺から逃げられると思うな。それにそのままのテメエが、便利で使い勝手もいいんだよ。……もう、『動いていい』」

　命令の解かい除じよと共に、夜一の手が差し出される。汐月はゆっくりと顔を上げた。

　手を差し出す夜一の顔が薄うつすらと赤いように見えるのは、照れているからだろうか。汐月を踏みつけたのも、それを隠そうとしたからなのかもしれない。迷惑な話ではあるが。

　汐月は、差し出された手をじっと見る。

「……僕は、ここにいても、いいんでしょうか」

　そう尋ねれば、夜一は鼻を鳴らした。

「柏和あいつはお前がいなくなるの嫌がんじゃねえの？　下手したら泣くかもな」

「……貴方は？」

「殴なぐる」

　間かん髪はつ容いれず答えた夜一に、学舎で再会したときのことを思い出して、汐月は噴き出した。

「それは困こまりますね」

　そう言って汐月は、差し出された夜一の手を取り、立ち上がる。

「仕方ないですね。付き合ってあげますよ。どうせ下僕である限り、貴方の命令には逆らえないんですから」

　そして夜一の隣に並ならぶと、そう言って笑った。
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　昼休み。

　松まつ葉ば杖づえを使って歩く珀と共に中庭へ行くと、そこにはもう、夜一と蓮次郎の姿があった。

「遅えよ」

　夜一は汐月へ振り返ると、開口一番文句を言う。そしてさも当然といったように、片手を差し出した。

「よーちゃん！　また友達にパシリなんかさせて！」

「いいんだよ、こいつが好きでやってんだ。なあ？」

「……そうですね」

　怒おこる蓮次郎に、夜一は鼻を鳴らす。そんな夜一に頰を引ひき攣つらせながらも、仕方なく頷うなずいた汐月は、彼の手へ乱らん暴ぼうに、買わされたパンの入った袋ふくろを渡した。

「ご、ごめんなさいっ。ぼくの移動が遅かったから……」

「謝らなくていいよ、珀君！　おれらだって今来たところだし。第一珀君、怪我してるんだから。もう、よーちゃんが意地悪言うから」

　蓮次郎に窘められた夜一は、言葉に詰つまったような顔をする。さすがに、自分のせいで怪我をしたといっても過言ではない珀に謝らせてしまったことには、罪悪感があるらしい。

「足、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　そのためか、どこか心配そうに、夜一は珀に尋ねる。

「あ、はい。抜ばつ糸しはまだですけど、動くのは全然」

「珀、松葉杖貸してください。あと手も。座りますよ」

「あ、う、うん。ありがとう」

　珀から松葉杖を受け取った汐月は、それを芝しば生ふの上に置いた。それから珀の体を支えるようにして、二人で夜一と蓮次郎の向かいに腰を下ろす。

「随分優しーねえ？」

　夜一がからかうように汐月へ言った。

「……怪け我が人にんですから。当然です」

「汐月くんのおかげで色々助かってるよ。朝からずっと面倒見てくれて……」

「そんな、気にしないでください」

「そうだ、もっとこき使ってやれ」

「よーちゃん、どうしてそんな意地悪言うの？」

「うるせえし、その呼び方やめろっつーの！」

　そう言いながらパンの入った袋を覗のぞき込んだ夜一は「げっ」と嫌そうな声を上げる。

「だからなんで甘いの買ってくんだよ、テメエは！」

「あまり種類が残ってなかったんです。仕方ないじゃないですか」

「テメエのと交こう換かんしろ」

「もう、よーちゃん！　ご、ごめんね、汐月君」

　さすがの蓮次郎も、夜一の横暴さを見み逃のがせなかったらしい。慌てて汐月へ謝る。

　が、汐月は蓮次郎を遮るように、自分のパンを一つ手に取ると、夜一へ差し出した。

「貴方がどうしてもってお願いするなら、交換してあげてもいいですけど？　よーちゃん」

　わざとらしい笑みを浮かべながら汐月が言えば、カッと夜一の顔に朱しゆが差した。

「いい度ど胸きようじゃねえか、テメエ……」

　そして夜一は、袋を地面に置くと立ち上がろうとする。怒いかりを露あらわにする夜一に、珀はあわあわと困ったように視線を彷徨さまよわせ、蓮次郎は慌てたように夜一の肩を押さえつけた。

「放せ蓮次郎！　一発殴る！」

「ダ、ダメだってば！　大体よーちゃんが悪いんだから……」

「うるせー！」

　夜一を必死に両りよう腕うでで拘こう束そくする蓮次郎と、そんな彼から逃のがれようと身を捩よじる夜一。

　そんな彼らを無む視しして、汐月はパンの袋を開けると、「いただきます」と齧かじる。

「し、汐月くん……」

　無視していいのか、と問いかけてくる珀に、汐月は肩を竦すくめた。

「相手しててもキリないですから。それより珀も。早く食べましょう」

「う、うん……」

　いいのかな？　と表情で語りつつ、珀は持参していた弁当の蓋ふたを開ける。その際、何な故ぜか小さく笑った。

「どうかしました？」

「なんだか汐月くん、楽しそうだなーって思って」

　楽しそうな笑顔でそう言う珀を、汐月は見つめた。それから視線を、未いまだぎゃーぎゃー騒さわぐ夜一と蓮次郎に向ける。

「……まあ、賑にぎやかですから」
















　呟いた汐月は、再度パンを口に運ぶ。その唇の端はしは、薄らと緩ゆるんでいた。
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　二人の狩衣仕事着の袖そでが風に靡なびく。歩く度に、夜一の持つ錫しやく杖じようが音を立てた。

　避ひ難なん警けい告こくが出されたために誰だれもいない街を、汐月は夜一と共に歩いていく。

「早く鬼にやられてください。そして僕に食べられてください」

「うっせー。その前にテメエは俺を助けろ、アホ」

　そんな軽口を叩たたきながら、視線を巡めぐらせ、二人は鬼の姿を探す。

「……そういや」

　ぽつりと夜一が呟いた。

「お前、ここに来るまでどうしてたんだ？」

「ここって？」

「諷ふう印いんだよ」

「ああ」

　夜一の元から去り、学舎に入るまでの期間のこと。そういえば、夜一にまだ話していなかった。

「そんなに僕のこと知りたいです？」

　にっこりと笑顔で、汐月は人差し指を頰に添そえる。

「あ？」

　目に見えて夜一の顔が歪んだ。

「冗じよう談だんですよ。そうですね、何から話しましょうか」

「……命令しなくても話すんだな。前はあんなに抵てい抗こうしたくせに」

　鼻で笑うように言われて、ムッ、と汐月は唇を尖とがらせた。だがその言葉を否定はせず、代わりに視線を逸らす。

　あのときは、話す必要などないと思っていた。話すということは相手を信用しているということ。そんな言葉が出てくるのはそう思っている証しよう拠こ。だから汐月は、絶対に言えるはずがなかったのだ。

　けれど、今は。

「……それを言うなら貴方こそ。蘇芳のこと、ずっと僕に黙ってたじゃないですか」

「テメエが言わねえから、こっちも言わなかっただけだ」

「……そうですか」

「文句あんのか？」

「別に。……文句といえば、貴方こそ、僕なんかが下僕でいいんです？」

「どういう意味だよ」

「僕を上級の鬼だと思ったから契約したんでしょう？　でも半鬼だった。いいんですか？」

　尋ねれば、舌打ちと共に夜一はそっぽを向いた。

「今さら何言ってやがる」

　吐き捨てるように夜一は言う。

「言っただろ、退鬼の術も効かない鬼は、便利で使い勝手がいいんだよ。単たん純じゆんに強い上級の鬼より、そっちの方が使い道も多いってもんだ」

「……そう……」

「大体こうでもしねえと、テメエまたいなくなるだろ」

　呟きは小さくて、汐月は夜一の言葉を聞き間ま違ちがえたのかと思った。

「え、よ……」

　思わず訊き返そうとして。

「……あ」

　そのとき汐月は、前方からこちらへ向かってくる歪いびつな影かげを見つけて、声を上げた。

　そんな汐月につられて、同じ方向へ顔を向けた夜一が、にやりと唇の両りよう端はしを吊つり上あげる。

「『行け』、汐月」

「はいはい」

　ひょいと汐月が肩を動かし、瞬きをした瞬間、右目が赤い色に染そまり、額に角が生えた。鋭するどく伸のびた爪を構え、汐月は足に力を込める。

「話はまたあとでな」

「ええ。どうせこれから、時間なんてたくさんありますし」

　そう言って、汐月は鬼に向かって駆かけ出だした。

　それに夜一も続く。

　並んだ二つの背中は、真っ直ぐに突つき進すすんでいくのだった。
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　朝、聞こえてくる鳥の声で、夜よ一いちは夢の世界から覚かく醒せいした。

「ん……。汐し月づき、おは……」

　手ての甲こうで目を擦こすりながら、夜一は隣となりで眠ねむっているはずの友に、そう声を掛かける。

　が、隣には誰だれの姿すがたもなく、夜一はきょとんと、まだ丸みを残した幼おさない目を瞬またたかせた。

「汐月……？」

　厠かわやだろうかと思いつつ、なんとなく夜一は、汐月が寝ねていたはずの空間に手を伸のばす。

　触ふれた布ふ団とんは、初めからそこに誰もいなかったかのように、ひやりと冷たかった。

「っ！」

　咄とつ嗟さに夜一は、布団を蹴け飛とばすようにして立ち上がる。

「汐月!?」

　名前を叫さけびながら、小屋の中に彼の姿を探さがす。けれどどこにも、姿どころか気配もない。

「汐月！　汐月!?」

　顔から血の気が引き、夜一は小屋の外に出た。森の中を懸けん命めいに走り、汐月の姿を探す。

「しづ……わっ！」

　無む我が夢む中ちゆうで走っていた夜一は、途と中ちゆう、木の根に躓つまずいて転んだ。

「痛つう……」

　打ちつけた体が、擦すり剝むいたらしい膝ひざが、ずきずきと痛いたむ。

　汐月がいたら、何をしているのだ、と呆あきれただろう。けれど彼は優しいから、「大だい丈じよう夫ぶ？」と訊ききながら、手を差さし伸のべてくれるのだ。

　けれど今、その彼はいない。恐おそらくもう、帰ってこない。なんとなく夜一はそう思った。

　地面に伏ふしたまま、夜一は動かない。

「……う、うー……」

　目め頭がしらが熱くなり、鼻の奥おくが痛くなる。目の前の景色が滲にじみ、気付けば、次から次へと涙なみだが溢あふれて止まらなかった。嗚お咽えつが漏もれ、立ち上がる気力もなく、夜一は泣きじゃくる。

　汐月がいなくなったことが悲しかった。だがそれ以上に、何も言わずにいなくなったことが辛つらかった。話す価か値ちもないと思われたのか？　自分が頼たよりないから──。

　声を上げて夜一は泣いた。

　その声を聞いて、汐月が帰ってくることも、なかった。




　ひたすら泣いて、汐月も結局見つけられず、夜一は小屋に帰ってきた。

「夜一様!?」

　小屋に足を踏ふみ入れた途と端たん名前を呼よばれて、夜一は顔を上げる。見れば、食事を運んで来る使用人の女性が、慌あわてた様子で駆かけ寄よってきていた。

「どこに行っていたんですか!?　ここからは出ないようにと……！」

「……どうして、ぼくはここから出ちゃいけないんですか？」

　ここにいることが当たり前だった。疑ぎ問もんにさえ思わなかった。けれど汐月に出会って、この状じよう況きようがおかしいと思うようになった。

　尋たずねれば、女性は言葉に詰つまった様子を見せた。

　けれどじっと見上げてくる夜一に、噓うそや誤ご魔ま化かしは通じないと感じたらしい。

「……夜一様の体は──」

　そして女性は説明してくれた。夜一の血肉は、鬼おにを強くするものであること。とある上級の鬼が縹はなだ依い家けにかけた呪のろいであること。その呪いは、二は十た歳ちになると夜一の命を奪うばうこと。それが理解できる歳としになるまで、結界の張られたこの小屋で守られること──。

　予想もしていなかった話に、夜一はただ、息を吞のむしかなかった。

「鬼は夜一様から甘あまい匂においが発せられるように感じ、髪かみは銀色に見えるそうです」

「え……？」

　女性の言葉に、夜一は大きく、大きく目を見開いた。

　耳の奥に甦よみがえるのは、汐月が夜一の髪を褒ほめてくれたときのこと。

『まるで月みたい。銀色で──』

　あれはまさか、例えでもなんでもなく……。

　夜一は俯うつむいた。髪が、夜一の顔を覆おおい隠かくす。

「だからもう、勝手なことはしないでくださいね」

　俯いた夜一に女性は言い、そっと夜一から離はなれようとした。

　が、その手を夜一は摑つかむ。

「夜一様……？」

　ずっと守られてきたことに気付かなかった。何も知らなかった。知ろうとしなかった。

　だから、どうして汐月が出て行ったのかも分からない。

　──全部、知りたいと思った。

「ぼくを……ううん」

　目を細め、ゆっくりと顔を上げた夜一は、唇くちびるを開く。

「俺を、ここから出せ」

　窓まどから差し込む日の光が、やけに眩まぶしく周囲を照らしていた。


了
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　初めまして。文ふみ里さと荒あら城きと申します。荒こう城じようと書いてあらきと読みます。

　この度たびは月げつ華か鬼きをお手に取ってくださり、誠まことにありがとうございます。

　今作は第十九回エンターブレインえんため大賞 ライトノベル ビーズログ文庫アリス部門にて奨しよう励れい賞しようをいただいた鬼おに月づき夜よを改かい稿こうしたものであり、私の書しよ籍せきデビュー作となります。

　少しでも「面おも白しろい」と思っていただけたのであれば嬉うれしいです。




　以下感想など。多少のネタバレを含ふくみますので、本編未読の方はご注意ください。




　月華鬼は、宿敵で、主従で、相棒で、幼おさな馴な染じみで、友達、の関係を書きたいと思ったことがきっかけでした。そこに学ラン、狩かり衣ぎぬ、錫しやく杖じよう、長い髪かみなどなど、自分の好きな要素をひたすら詰つめ込こんでいき、また、キャラクターそれぞれの違ちがった友情の形を描えがけたらと、メイン四人＋αの、今の形になりました。

　ちなみに汐し月づきはなかなかビジュアルが決まらず、改稿にあたり二転三転しました。一度、眼がん帯たいに包ほう帯たいというビジュアルにしたら「ちょっと……（厨ちゆう二にくさいのでは）」と言われてしまい、今の形に落ち着きました。

　逆に夜よ一いちはその辺り全く問題なかったのですが、髪を伸のばしているのは鬼を引き寄せるため、という設定が出せず仕じ舞まいだったので、ここに書いておきます。




　そういえばタイトルですが、投とう稿こう時じの鬼月夜は、鬼、汐月、夜一の意味で付けていました。変へん更こうするとなったときは、月げつ下か鬼き伝でん、月夜の退たい鬼き師し、半はん双そう戦せん鬼きなどの案を出していたのですが、月華鬼に落ち着きました。今はこのタイトルが気に入っています。

　時間がかかったのはサブタイトルでした。決まるまで二週間くらいかかったと思います。二十個ほど提出し、最終的に今回の形になりました。




　──では、ここからはお礼の言葉を。

　ビーズログ文庫編集部の皆みな様さま。この度は奨励賞をありがとうございました。

　担当のＩ様。ご指し摘てきや助言など、色々とご指導してくださり、本当にありがとうございました。こうやって本として出せたのは、Ｉ様のおかげです。

　イラストを担当してくださった由ゆ良ら様。どのイラストも素す敵てきで、特に夜一は私のイメージそのままでした。イラストを見る度ときめいて挙動不ふ審しんになりました。

　ずっと応おう援えんしてくれていた家族や友人。デビューが決まったとき、本が出るときに、自分のことのように喜んでくれたことが本当に嬉しかったです。

　お世話になっていたＳ先生。デビューの報告ができてよかったです。

　校正者様、デザイナー様、他、今作に関わってくださったすべての皆様。ありがとうございました。




　そして何より、この本を手に取ってくださった方々に、感謝とお礼を申し上げます。




　それでは、またどこかでお会いできることを祈いのりつつ。

　ありがとうございました！





文里 荒城
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